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Ⅰ  大 学 薬 学 部 の 現 況 及 び 特 徴  
 
１  現  況  
（ １ ） 大 学 薬 学 部 ・ 薬 学 科 名                    

   武 蔵 野 大 学 薬 学 部 ・ 薬 学 科  

（ ２ ） 所 在 地  

〒 2 0 2 - 8 5 8 5  東 京 都 西 東 京 市 新 町  1 - 1 - 2 0  

（ ３ ） 学 生 数 、 教 員 及 び 職 員 数  

　　　　（単位：名）

学部 学科 入学定員 在籍学生数 備考

薬学部 薬学科 145 595 平成16年度開設

大学院研究科 専攻課程 入学定員 在籍学生数 備考

薬科学
研究科

薬科学
博士後期

5 7 平成21年度開設

表ａ　　薬学部及び大学院の学生数（平成21年5月1日現在）

 
 

教授 准教授 講師 助教 合計

薬学部 薬学科 18 4 16 12 50 4 31 11.9

大学院
薬科学
研究科

薬科学
専攻
※１

(16) (16) (14)

18 4 16 12 50 4 31 11.9合計

表ｂ　薬学部及び大学院の教員組織　（平成21年5月1日現在）

専任教員
1人当りの
在籍学生
数
(表a/表b)

備考

※１薬科学
研究科の専
任教員と学
部の専任教
員は兼務

学部・学科、
研究科・専攻

専任教員数 設置基準
上必要専
任教員数

助手

　　　　（単位：名）
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全　学 薬学部

専任職員 80 4
常勤職員 25 0

非常勤職員 13 0
派遣職員 64 9
合　計 182 13

表ｃ　全学及び薬学部職員数（平成21年5月1日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:名）
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２  特  徴  
本 学 は 、国 際 的 な 仏 教 学 者 、仏 教 思 想 家 で あ る 高 楠 順 次 郎 博

士 の「 仏 教 主 義 に よ り 、未 来 の 母 性 た る べ き 女 子 の 智 能 を 啓 き 、

以 て そ の 徳 を 涵 養 す る 」 と い う 建 学 の 精 神 に 基 づ き 、 昭 和 4 0

年 度 に 武 蔵 野 女 子 大 学 を 設 立 し 、 文 学 部 を 設 置 し た 。 平 成 1 0

年 度 に 現 代 社 会 学 部 を 開 設 し 、 平 成 1 1 年 度 に は 人 間 関 係 学 部

を 設 置 し た 。 更 に 、 平 成 1 4 年 度 に 通 信 教 育 部 を 開 設 し 、 平 成

2 0 年 度 に 現 代 社 会 学 部 現 代 社 会 学 科 を 政 治 経 済 学 部 政 治 経 済

学 科 に 名 称 変 更 、 平 成 2 1 年 度 に は 人 間 関 係 学 部 環 境 学 科 を 環

境 学 部 環 境 学 科 に 改 組 し 、 高 校 生 の 資 格 志 向 ・ 高 学 歴 志 向 、 生

涯 学 習 の 気 運 の 高 ま り 等 、 社 会 の ニ ー ズ を い ち 早 く 捉 え て 、 改

革 を 行 っ て き た 。  

更 に 、 平 成 1 5 年 4 月 に は 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現 に 向 け

て 、 校 名 を 武 蔵 野 女 子 大 学 か ら 武 蔵 野 大 学 に 変 更 し て い る 。  

こ の よ う に 、 本 学 は 積 極 的 な 学 部 学 科 設 置 や 改 組 を 主 と し

た 大 学 改 革 を 実 施 し て き た が 、 平 成 1 6 年 度 に 武 蔵 野 女 子 学 院

創 立 8 0 周 年 を 迎 え る に あ た り 、 新 た に 薬 学 部 を , 平 成 1 8 年 度

に は 看 護 学 部 を 開 設 し た 。本 学 に と っ て 薬 学 部 と 看 護 学 部 の 設

置 構 想 は 、 武 蔵 野 女 子 学 院 設 立 間 も な い 大 正 1 5 年 に 発 表 し た

「 武 蔵 野 女 子 大 学 学 則 」に 学 部 設 置 構 想 と し て 文 学 部 と 理 学 部

を あ げ て い る こ と に ま で 遡 る ( 資 料 1 ) 。理 学 部 の カ リ キ ュ ラ ム

に は 遺 伝 学 や 植 物 学 、動 物 学 等 が 組 み 込 ま れ て お り 、特 に 薬 学

を 意 識 し た も の と な っ て い る 。こ の 計 画 の 中 に は 、病 院 の 設 置

も 含 ま れ て お り 、医 学 薬 学 の 両 面 か ら 理 学 に ア プ ロ ー チ し よ う

と い う 意 向 も 見 え る も の で あ っ た 。  

ま た 、 本 学 は 、 仏 教 主 義 を 建 学 の 精 神 に 据 え た 大 学 で あ る

が 、仏 教 と 医 療 お よ び 仏 教 と 薬 物 と の 関 わ り を 明 治 時 代 以 前 に

遡 っ て み る と 、 極 め て 深 い も の が あ る 。  

古 代 、 百 済 よ り 良 医 ・ 徳 来 が 渡 来 し た こ と に 端 を 発 し 、 律 令

制 に お い て 国 営 の 医 療 制 度 が 整 備 さ れ 、典 薬 寮 や 内 薬 司 等 が 置

か れ た 。 特 に 典 薬 寮 は 、 医 療 ・ 医 育 等 に 関 す る 中 央 衛 生 行 政 の

最 高 機 関 で あ り 、諸 庁 で 使 う 薬 物 は す べ て こ こ か ら 配 給 さ れ た

の で あ る 。  

わ が 国 に お け る 薬 物 の 導 入 は 遣 隋 ・ 遣 唐 使 に よ る こ と が 大 き

く 、 そ の ほ と ん ど が 僧 侶 で あ っ た 。 一 方 、 渡 来 僧 に よ る 医 薬 の

発 展 も め ざ ま し く 、そ の 媒 介 と な っ た の が 薬 師 如 来 と い わ れ て
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い る 。 唐 の 僧 侶 で あ っ た 鑑 真 は 、 わ が 国 へ 戒 律 を 伝 え る た め に

1 2 年 の 歳 月 を か け て 来 日 し 、 医 薬 、 特 に 本 草 の 学 に 精 通 し て

い た と い わ れ て い る 。ま た 、正 倉 院 に は 献 物 帳 が 残 さ れ て い て ，

輸 入 品 と し て の 薬 物 6 0 種 類 が 献 納 さ れ て い る 。  

鎌 倉 時 代 の 禅 僧 栄 西 は 、 宋 か ら 茶 種 を 持 ち 帰 り 、 上 陸 地 に 植

え て 茶 園 と し 、 こ れ は 養 生 の 仙 薬 と し て 貴 重 な も の で あ っ た 。 

こ の よ う に 仏 教 と 医 薬 の 伝 来 、 浸 透 と は 密 接 に 関 連 し て い

る に も 拘 わ ら ず 、建 学 の 精 神 に 仏 教 を 掲 げ る 大 学 で 薬 学 部 を 開

設 し た の は 本 学 が 初 め て で あ り 、本 学 が そ の 嚆 矢 と な る こ と は 、

医 薬 の 歴 史 を 鑑 み て も 特 に 意 義 の あ る こ と と 考 え て い る 。  

一 方 で は 、 現 在 の 医 療 を 取 り 巻 く 社 会 状 況 に は 、 調 剤 過 誤 、

患 者 へ の 対 応 の 問 題 等 、医 療 担 当 者 の 人 間 的 側 面 が 問 わ れ る よ

う な 状 況 が 生 じ て き て い る 。  

ま た 、 科 学 の 進 歩 も 目 覚 し く 、 ヒ ト ゲ ノ ム の 解 読 に よ っ て 、

人 そ れ ぞ れ に 効 く 「 テ ー ラ ー メ イ ド の 薬 剤 治 療 」 が 可 能 に な り

つ つ あ る 現 在 、 こ れ ら の 治 療 が 意 味 あ る も の と な る た め に は 、

最 先 端 の 薬 学 知 識 を 有 し 、更 に 患 者 の 状 況 を 正 確 に 聞 き 出 す 能

力 と 、患 者 に つ く す 慈 悲 の 心 を 併 せ 持 つ 医 薬 担 当 者 が 望 ま れ る

よ う に な っ て い る 。  

本 学 薬 学 部 は 、 こ の よ う に 建 学 の 精 神 に 基 づ き 、 現 在 の 医 薬

を 取 り 巻 く 環 境 を 鑑 み 設 置 さ れ た も の で あ り 、深 い 人 間 理 解 に

立 つ 最 先 端 の 薬 学 知 識 を 持 っ た 人 材 の 輩 出 を 目 指 し て い る 。  

平 成 2 1 年 4 月 に 、 武 蔵 野 大 学 大 学 院 薬 科 学 研 究 科 薬 科 学 専

攻 ( 博 士 後 期 課 程 ) を 開 設 し た 。  

近 年 、 我 が 国 に お い て は 急 速 に 高 齢 化 社 会 が 進 展 し 、 医 療

状 況 の 変 化 や 疾 病 の 多 様 化 が 進 ん で い る 。国 民 の 健 康 的 な 環 境

を 維 持 す る た め に 、特 定 の 専 門 分 野 に お け る 深 い 研 究 お よ び 多

様 な 分 野 に お け る 幅 広 い 研 究 を 、自 立 し て 遂 行 す る こ と の で き

る 薬 学 研 究 者 な ら び に 、高 度 の 専 門 性 を 必 要 と さ れ る 臨 床 現 場

で 活 躍 す る た め に 必 要 な 研 究 能 力 と 研 究 意 欲 を 備 え た 高 度 実

務 薬 科 学 研 究 者 の 養 成 が 強 く 求 め ら れ て い る 。  

 本 研 究 科 は 、 そ の よ う な 社 会 の 要 請 に 応 え る た め に 、「 高 度

薬 科 学 研 究 者 養 成 コ ー ス 」と「 高 度 実 務 薬 科 学 研 究 者 養 成 コ ー

ス 」 の 2 つ の コ ー ス に よ り 、 高 度 な 研 究 能 力 を 持 つ 研 究 者 の

養 成 を 目 的 に 設 置 さ れ 、 受 け 入 れ る 学 生 は 従 来 の 4 年 制 の 学

部 を 卒 業 し 修 士 課 程 を 修 了 し た 者 と し た 。  
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 本 研 究 科 の 特 色 と し て 、 入 学 後 3 ヶ 月 間 、 他 の 研 究 現 場 を

経 験 し な が ら 、自 ら が 立 て た 研 究 テ ー マ と 研 究 計 画 の 適 正 性 を

検 証 す る 機 会 、ま た は 、医 療 現 場 で 直 面 し て い る 問 題 を 把 握 し 、

研 究 課 題 を 探 索 す る 機 会 を 設 け て 、学 生 の 自 発 性 を 高 め る た め

の 科 目 ： 選 択 課 題 検 証 実 習 科 目 、あ る い は 課 題 探 索 コ ー ス ワ ー

ク 実 習 科 目 を 設 定 し た 。  

ま た 、 本 学 で は 薬 学 部 設 置 の 1 年 前 の 平 成 1 5 年 4 月 に ｢ 薬

学 研 究 所 ｣ を 設 立 し 、 平 成 1 6 年 度 に は 文 部 科 学 省 の 私 立 大 学

学 術 研 究 高 度 化 推 進 事 業 の 「 ハ イ テ ク ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー

( H R C ) 整 備 事 業 」に 採 択 さ れ 、数 年 の 間 で 高 い 実 績 を 積 み 上 げ

て き た 。研 究 所 に は 多 く の 研 究 成 果 が 蓄 積 さ れ 、各 種 企 業 や 医

療 機 関 、研 究 機 関 と 研 究 ・ 教 育 の ネ ッ ト ワ ー ク が 構 築 さ れ て い

る 。本 薬 学 研 究 所 で は 、薬 学 部 専 任 教 員 が 兼 務 と し て 所 属 し 研

究 を 行 い 、薬 学 部 及 び 新 設 の 大 学 院 薬 科 学 研 究 科 と 連 携 し 、研

究 所 の 知 的 財 産 を 活 用 す る こ と で 、 最 先 端 の 研 究 内 容 ・ 知 識 ・

技 術 の 付 与 を 通 じ て 、質 の 高 い 教 育 を 行 う こ と を 目 指 し て い る 。 
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Ⅱ  目 的  

（ 教 育 上 の 理 念 ・ 目 標 、 養 成 し よ う と す る 薬 剤 師 像 等 に つ い

て 記 載 し て く だ さ い 。）  

 
1 ． 薬 学 部 薬 学 科 の 目 的   

武 蔵 野 大 学 学 則 第 1 章 第 2 条 に 、 ｢ 本 学 は 、 教 育 基 本 法 及 び

学 校 教 育 法 に 準 拠 し 、か つ 、仏 教 精 神 を 根 幹 と し て 学 識 、情 操 、

品 性 と も に す ぐ れ た 人 格 を 育 成 す る と と も に 、 学 問 の 研 究 を 深

め 、 日 本 文 化 の 進 展 に 寄 与 す る こ と を も っ て 目 的 と す る 」 と 謳

っ て い る ( 資 料 2 ) 。  

こ の 目 的 に 基 づ き 、 同 第 1 章 第 2 条 に 、 薬 学 部 は 「 仏 教 精 神

を 根 幹 と し て 学 識 、 情 操 、 品 性 に す ぐ れ た 人 格 を 育 成 す る と と

も に 、 慈 悲 の 心 を 持 ち 、 多 様 な 薬 学 関 連 分 野 で 人 々 に 貢 献 で き

る 人 材 の 育 成 を 目 的 と す る 」 と 定 め 、 薬 学 科 は 「 6 年 一 貫 教 育

の 趣 旨 を 生 か し 、 教 養 教 育 か ら 基 礎 薬 学 教 育 、 医 療 薬 学 教 育 へ

と 系 統 的 な 教 育 を 行 う こ と で 、 医 療 人 と し て 高 い 倫 理 観 と 高 度

な 専 門 知 識 を 兼 ね 備 え た 実 践 力 の あ る 薬 剤 師 の 育 成 を 目 的 と す

る 」と 定 め て い る 。武 蔵 野 大 学 薬 学 部 薬 学 科 の 教 育 理 念 ・ 目 的 ・

目 標 は こ の 二 つ の 規 定 に 良 く 表 さ れ て お り 、 こ れ 等 に 則 り 、 本

学 薬 学 部 は 具 体 的 な 薬 剤 師 像 と し て 次 の よ う な 素 養 を も っ た 人

材 を 育 成 し た い と 考 え て い る 。  

 

 ① 医 療 人 と し て 慈 悲 の 心 を 持 っ て 生 活 者 に 応 対 で き る 人 材 の

育 成  

② 生 活 者 の 相 談 に 適 切 に 対 応 で き る 実 践 力 を 備 え た 人 材 の 育  

 成  

③ 医 療 チ ー ム の 一 員 と し て 地 域 医 療 に 貢 献 で き る 人 材 の 育 成  

④ 医 薬 品 開 発 関 連 分 野 で 活 躍 で き る 人 材 の 育 成  

⑤ 発 展 す る 香 粧 品 分 野 で 活 躍 で き る 人 材 の 育 成  

⑥ 最 新 の 医 療 技 術 の 進 歩 に 対 応 で き る 人 材 の 育 成  

⑦ 多 様 な 薬 学 関 連 分 野 で 活 躍 で き る 創 造 力 豊 か な 人 材 の 育 成  

 

2 . 大 学 院 研 究 科 の 目 的  

 武 蔵 野 大 学 大 学 院 学 則 第 1 章 第 1 条 の 2 に 、「 本 大 学 院 は 、

仏 教 精 神 に 則 り 、学 術 の 理 論 及 び 応 用 を 教 授 研 究 し 、そ の 深 奥

を 究 め て 、文 化 の 進 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 」と 謳 っ て
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い る ( 資 料 3 ) 。  

 こ の 目 的 に 基 づ き 、 同 第 1 章 第 2 条 に 、 大 学 院 薬 科 学 研 究

科 薬 科 学 専 攻 で は 「 創 造 性 ・ 柔 軟 性 に 富 み 、 創 薬 、 医 療 、 生 命

科 学 等 幅 広 い 分 野 で 広 く 深 い 知 識 と 探 求 力 を 持 ち 、国 際 的 に も

活 躍 で き る 高 度 薬 科 学 研 究 者 の 養 成 お よ び 、高 度 専 門 医 療 の 知

識 と 、先 進 的 な 薬 物 療 法 を 創 造 す る た め の 研 究 能 力 と 研 究 マ イ

ン ド を 身 に 付 け 、最 新 の 医 薬 品 情 報 等 を 医 師 に 提 供 し 、薬 物 治

療 に 貢 献 す る な ど 、臨 床 現 場 で 活 躍 で き る 高 度 実 務 薬 科 学 研 究

者 の 養 成 を 目 的 と す る 」 と 定 め て い る 。  

平 成 2 1 年 4 月 に 新 設 さ れ た こ の 薬 科 学 研 究 科 3 年 制 博 士 後

期 課 程 で は 、「 高 度 薬 科 学 研 究 者 養 成 コ ー ス 」 と 「 高 度 実 務 薬

科 学 研 究 者 養 成 コ ー ス 」の 2 つ の コ ー ス を 設 置 し 、そ れ ぞ れ 、

高 度 な 専 門 性 を 有 す る 研 究 者 の 育 成 を 行 う 。  

 

①  高 度 薬 科 学 研 究 者 養 成 コ ー ス  ：  医 療 の 高 度 専 門 化 ・ 複 雑

化 、医 薬 品 開 発 の グ ロ ー バ ル 化 等 の 状 況 下 に お い て 、創 造

性 ・ 柔 軟 性 に 富 み 、 創 薬 、 医 療 、 生 命 科 学 等 幅 広 い 分 野 で

広 く 深 い 知 識 と 探 求 力 を 持 ち 、高 度 薬 科 学 研 究 者 と し て 国

際 的 に 活 躍 で き る 人 材 の 育 成  

②  高 度 実 務 薬 科 学 研 究 者 養 成 コ ー ス  ：  高 度 専 門 医 療 の 知 識

と 、先 進 的 な 薬 物 療 法 を 創 造 す る た め の 研 究 能 力 と 研 究 意

欲 を 身 に 付 け 、最 新 の 医 薬 品 情 報 等 を 医 師 に 提 供 し 、病 院

等 に お け る 製 剤 業 務 、薬 物 の 体 内 動 態 の 解 析 業 務 、処 方 解

析 業 務 な ら び に 治 験 業 務 等 に 携 わ る な ど 高 度 の 専 門 性 を

必 要 と さ れ る 臨 床 現 場 で 活 躍 で き る 人 材 の 育 成  
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Ⅲ  総 括    

 
【 学 部 教 育 】  

 平 成 1 8 年 度 に 薬 学 6 年 制 教 育 が 開 始 さ れ 、 信 頼 さ れ る 薬 剤

師 、 良 質 な 薬 学 研 究 者 を 遅 滞 無 く 養 成 す る こ と が 薬 学 教 育 の 現

場 に 強 く 求 め ら れ て い る 。 本 学 薬 学 部 は 平 成 1 6 年 に 設 置 さ れ

た こ と か ら 、 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ た カ リ

キ ュ ラ ム 構 築 を 行 う こ と が で き 、 今 年 度 は 6 年 制 教 育 の 要 と い

え る O S C E ( O b j e c t i v e  S t r u c t u r e d  C l i n i c a l  E x a m i n a t i o n ) や

C B T ( C o m p u t e r  B a s e d  T e s t i n g ) を 含 む 実 務 実 習 事 前 学 習 へ の 対

応 も 良 好 で あ っ た 。 ま た 、 本 学 は 仏 教 主 義 を 建 学 の 精 神 に 据 え

た 大 学 で あ り 、 生 命 の 尊 さ の 認 識 や 医 療 に お け る 倫 理 の 重 要 性

を 学 ぶ 科 目 設 定 は 、 総 合 大 学 の 強 み を 活 か し た 本 学 独 自 の も の

と 自 負 す る 。  

 本 学 薬 学 部 は こ れ ま で に 4 年 制 学 生 を 2 度 世 に 送 り 出 し て

い る 。卒 業 生 の 進 路 を 見 る に 、製 薬 企 業 と 治 験 関 連 企 業 へ の 就

職 率 は 、平 成 1 9 年 度 は 3 1 %  ( 8 0 名 中 2 5 名 ) 、2 0 年 度 は 3 3 %  ( 5 5

名 中 1 8 名 ) と 、 平 成 1 9 年 度 私 立 薬 科 大 学 平 均 値 ( 1 3 % ) と 比 較

し て か な り 高 い 。 こ れ は 本 学 独 自 の 「 香 粧 薬 学 系 科 目 」 と 「 製

薬 産 業 系 科 目 」 の 充 実 に 基 づ く も の と 考 え る 。 今 後 の 6 年 制

薬 学 教 育 に も こ の 特 長 を 生 か し た い 。  

 
【 大 学 院 教 育 と 薬 学 研 究 所 】  

本 学 は 平 成 1 5 年 4 月 、 薬 学 部 設 置 １ 年 前 に 薬 学 研 究 所 を 設

置 し 、 日 々 新 た な 「 知 」 が 付 け 加 わ る 薬 学 を 学 生 に 教 え る 教 員

は 、 そ の 「 知 」 の 真 贋 を 自 ら 見 極 め て 取 り 入 れ る の で な け れ ば

な ら ず 、 そ の た め に は 教 員 自 ら が 研 究 者 と な り 、 研 究 所 で 実 験

し 新 し い “ 知 ” を 生 産 す る こ と に よ り 、 そ の 真 贋 を 見 極 め る 心

技 を 磨 く べ き と の 考 え を も と に 、 薬 学 部 教 員 が 薬 学 研 究 所 を 併

任 す る シ ス テ ム を 取 っ て い る 。 平 成 1 6 年 度 か ら 平 成 2 0 年 度 に

文 部 科 学 省 の 私 立 大 学 学 術 研 究 高 度 化 推 進 事 業 の 「 ハ イ テ ク ・

リ サ ー チ ・ セ ン タ ー 整 備 事 業 」 に 選 定 さ れ 、「 老 年 性 疾 患 に 関 す

る 分 子 基 盤 研 究 と 治 療 法 に 関 す る 研 究 」 の テ ー マ で 、 近 年 の 高

齢 化 社 会 と 共 に 増 加 す る 老 年 性 疾 患 の 分 子 基 盤 研 究 と 治 療 法 に

関 す る 研 究 を 推 進 し た 。 成 果 は 原 著 英 文 論 文 1 2 1 報 、 学 会 報 告

3 1 3 件 で 、 ま た 3 回 の 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し 公 表 す る こ と
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に 努 め た 。  

 ま た 、 平 成 2 1 年 4 月 に 3 年 制 の 大 学 院 薬 科 学 研 究 科 薬 科 学

専 攻 ( 博 士 後 期 課 程 ) を 開 設 し た 。「 高 度 薬 科 学 研 究 者 養 成 コ ー

ス 」 と 「 高 度 実 務 薬 科 学 研 究 者 養 成 コ ー ス 」 で の 教 育 ・ 研 究 評

価 は 今 後 の こ と と な る が 、 薬 学 研 究 所 及 び 大 学 院 薬 科 学 研 究 科

で の 教 員 の 研 究 ・ 教 育 姿 勢 や 研 究 成 果 、及 び 配 属 研 究 室 で の「 卒

業 研 究 」 は 学 部 学 生 の 教 育 に 多 大 な 影 響 を 与 え て い る 。 平 成 2 0

年 度 の 4 年 制 卒 業 生 9 2 名 中 2 9 名 ( 3 2 % ) も の 学 生 が 大 学 院 修 士

課 程 に 進 学 し て い る 。  

  
 以 上 、 4 年 制 学 生 の 就 職 、 進 学 、 新 卒 者 の 国 家 試 験 合 格 率 ( 平

成 1 9 年 度 ： 8 9 . 3 2 % 、 平 成 2 0 年 度 ： 9 2 . 3 9 % ) 、 及 び 今 年 度 の 6

年 制 に お け る 入 学 志 願 倍 率 ( 1 8 . 9 倍 ) や 薬 学 共 用 試 験 合 格 率

( O S C E 、 C B T 共 に 1 0 0 % ) 等 か ら 鑑 み る に 、 新 設 の 薬 学 部 と し て

順 調 に 推 移 し て い る と 判 断 す る 。 薬 学 6 年 制 の 趣 旨 を 良 く 理 解

し 、 本 学 薬 学 部 の 理 念 、 目 標 、 目 的 に 沿 っ た 教 育 ・ 研 究 の 更 な

る 充 実 に 向 け て 、教 職 員 一 同 自 己 改 革 を 図 っ て い く 所 存 で あ る 。 
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Ⅳ  自 己 評 価 ・ 評 価 書 作 成 の プ ロ セ ス  

（ 自 己 点 検 ・ 評 価 を ど の よ う な 体 制 で 、 ど の よ う に し て 行 っ

た か を 簡 潔 に 記 述 し て く だ さ い 。 ）  

 

１ ． 実 施 体 制  
 
① 本 学 の 自 己 点 検 ･ 評 価 体 制 は 、 自 己 点 検 ･ 評 価 委 員 会 規 程 で 定

め て お り 、学 長 を 委 員 長 と し た 大 学 全 体 の 自 己 点 検 ･ 評 価 委 員 会

が あ り 、 そ の 下 に 学 部 長 を 責 任 者 と し た 学 部 小 委 員 会 を 置 く こ

と が 規 定 で 定 め ら れ て い る （ 資 料 4 ）。  

 
② 今 回 の 自 己 点 検 ・ 評 価 は 薬 学 部 小 委 員 会 と し て 実 施 本 部 を 設

置 し 、 そ の 下 に 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 を 置 き 、 さ ら に 実 際 の 報

告 書 作 成 を 担 当 す る 報 告 書 作 成 委 員 会 を 置 い た 。 そ し て 、 事 務

局 を 設 置 し 図 表 作 成 等 の 事 務 的 な 支 援 体 制 を と っ た（ 図 ａ  自 己

点 検 ・ 評 価 委 員 会 ·薬 学 部 小 委 員 会  実 施 体 制 -「 自 己 評 価 ２ １ 」

-）。  

 

 
２ ． 評 価 書 作 成 プ ロ セ ス  
 
① 小 委 員 会 を 開 催 し 、 報 告 書 作 成 委 員 会 の 委 員 及 び 基 準 ご と の

記 述 担 当 者 を 決 め て 、 報 告 書 作 成 を 開 始 し た 。  

 
② 記 述 担 当 者 か ら 提 出 さ れ た 報 告 書 原 案 に つ き 、 報 告 書 作 成 委

員 会 で 基 準 ご と の 記 述 内 容 を 検 討 し 、 修 正 を 行 っ た 。  

 
③ 報 告 書 作 成 委 員 会 で す べ て の 基 準 に つ い て 検 討 ･ 修 正 終 了 後 、

報 告 書 原 案 を 薬 学 部 小 委 員 会 に 提 出 し 、 薬 学 部 小 委 員 会 で 報

告 書 全 体 に つ い て さ ら に 記 述 内 容 の 検 討 ･ 修 正 を 行 っ た 。  

 
④ 最 終 的 に 報 告 書 全 体 の 用 語 の 統 一 、 図 表 の 場 所 や ペ ー ジ 数 の

調 整 等 の 編 集 作 業 を 行 い 、 報 告 書 を 完 成 さ せ た 。  

 



   

 

実  施  本  部  

 
自 己 点 検 評 価  

委  員  会  
 
報 告 書 作 成  

委 員 会  
 

 

事  務  局  
 
 
 
 
 
・ 協 力 部 署  
学 内 関 係 各 課  

 

・ 委 員 長  

高 村 則 夫  
・ 副 委 員 長  
（ 薬 学 部 自 己 点

検 評 価 委 員

会 ・ 責 任 者 ）  

上 野 孝 治  
・ 委 員  2 3 名  

本  部  長      

学 部 長  今 井 一 洋

副 本 部 長  

学 科 長  高 村 則 夫

・ 委 員 長  

前 期 上 野 孝 治

後 期 渡 辺 恵 史  
・ 委 員 4 名  

・ 責 任 者  
奥 森 利 一  

・ 補 佐  

茅 根 文 夫  

図 a  自 己 点 検 ・ 評 価 委 員 会 ・ 薬 学 部 小 委 員 会  実 施 体 制  

     － 「 自 己 評 価  2 1 」 －  

- 11 - 
 



Ⅴ  基 準 ご と の 自 己 評 価  
 

『 理 念 と 目 標 』  

 
１  理 念 と 目 標  

基 準 １ － １  

 

各 大 学 独 自 の 工 夫 に よ り ， 医 療 人 と し て の 薬 剤 師 に 必 要 な

学 識 及 び そ の 応 用 能 力 並 び に 薬 剤 師 と し て の 倫 理 観 と 使 命 感

を 身 に つ け る た め の 教 育 ・ 研 究 の 理 念 と 目 標 が 設 定 さ れ ， 公

表 さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  １ - １ - １ 】 理 念 と 目 標 が ， 医 療 を 取 り 巻 く 環 境 ， 薬 剤 師

に 対 す る 社 会 の ニ ー ズ ， 学 生 の ニ ー ズ を 適 確

に 反 映 し た も の と な っ て い る こ と 。  

【 観 点  １ - １ - ２ 】 理 念 と 目 標 が ， 教 職 員 及 び 学 生 に 周 知 ・ 理 解

さ れ ， か つ 広 く 社 会 に 公 表 さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  １ - １ - ３ 】 資 格 試 験 合 格 の み を 目 指 し た 教 育 に 偏 重 せ ず ，

卒 業 研 究 等 を 通 じ て 深 い 学 識 及 び そ の 応 用 能

力 等 を 身 に 付 け る た め の 取 組 が 行 わ れ て い る

こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

武 蔵 野 大 学 学 則 第 1 章 第 2 条 に 、 薬 学 部 は 「 仏 教 精 神 を 根 幹

と し て 学 識 、 情 操 、 品 性 に す ぐ れ た 人 格 を 育 成 す る と と も に 、

慈 悲 の 心 を 持 ち 、 多 様 な 薬 学 関 連 分 野 で 人 々 に 貢 献 で き る 人 材

の 育 成 を 目 的 と す る 」 と 定 め 、 薬 学 科 は 「 6 年 一 貫 教 育 の 趣 旨

を 生 か し 、 教 養 教 育 か ら 基 礎 薬 学 教 育 、 医 療 薬 学 教 育 へ と 系 統

的 な 教 育 を 行 う こ と で 、 医 療 人 と し て 高 い 倫 理 観 と 高 度 な 専 門

知 識 を 兼 ね 備 え た 実 践 力 の あ る 薬 剤 師 の 育 成 を 目 的 と す る 」 と

謳 っ て い る 。 こ の 武 蔵 野 大 学 薬 学 部 及 び 薬 学 科 の 理 念 ・ 目 的 ・

目 標 に 基 づ き 、 医 療 人 と し て よ り 高 度 な 専 門 知 識 と 実 践 力 を 持

っ た 薬 剤 師 の 育 成 に 加 え 、 仏 教 精 神 を 基 礎 に し た ヒ ュ ー マ ニ ズ

ム 教 育 を 行 う こ と で 、 慈 悲 の 心 を 持 っ て 患 者 や 生 活 者 を ケ ア で

き る 人 材 を 育 成 す る こ と は 、 現 在 の 社 会 の 要 請 で あ り 、 本 学 薬

学 部 の 使 命 と 考 え る 。  

 薬 学 部 ・ 薬 学 科 の 理 念 ・ 目 的 ・ 目 標 は 、 こ の よ う に 学 則 に 掲

げ ら れ る 上 に 、 薬 学 部 履 修 要 覧 ( 資 料 5 ) 、 武 蔵 野 大 学 ホ ー ム ペ

ー ジ ( 資 料 6 ) 、 及 び 武 蔵 野 大 学 ・ 大 学 案 内 ( 資 料 7 ) 等 で 学 内 外 に

公 表 さ れ 、 学 生 、 教 職 員 に 周 知 ・ 理 解 さ れ て い る 。 入 学 式 、 卒

業 式 な ど の 諸 行 事 に お い て は 、 理 事 長 、 学 院 長 、 学 長 、 学 部 長
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か ら 常 に 本 学 の 理 念 ・ 目 的 ・ 目 標 が 学 生 、 教 職 員 に 語 り か け ら

れ 、 ま た 、 教 職 員 に は 、 ブ ラ ン ド 展 開 プ ロ ジ ェ ク ト ( 資 料 8 ) の

検 証 を 通 し て も 周 知 さ れ て い る 。  

 資 格 試 験 合 格 の み を 目 指 し た 教 育 に 偏 重 せ ず 、 本 学 薬 学 部 ・

薬 学 科 の 理 念 ・ 目 的 ・ 目 標 を 達 成 す る た め に 、薬 学 教 育 モ デ ル ・

コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 則 っ た カ リ キ ュ ラ ム に 加 え て 、 薬 剤 師 の 倫

理 観 と 使 命 感 を 身 に つ け る た め の 「 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム に つ い て 学

ぶ 」 の 科 目 群 、 基 本 的 技 能 の 修 得 を 目 指 す 1 5 の 必 修 科 目 「 基

礎 科 目 実 習 」 ( 各 科 目  1 2 日 間 ) 、 1 8 3 コ マ に 及 ぶ 「 実 務 実 習 事 前

学 習 」、科 学 的 根 拠 に 基 づ い て 問 題 を 解 決 す る 能 力 を 養 う「 卒 業

研 究 」、 及 び 「 多 様 な 進 路 の 開 発 」 の た め の 香 粧 薬 学 系 科 目 と 製

薬 産 業 系 科 目 、 こ れ 等 に 重 点 を お い た カ リ キ ュ ラ ム 編 成 は 本 学

薬 学 部 の 特 徴 と 言 え る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 「 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム に

つ い て 学 ぶ 」 で 述 べ ら れ る 一 般 目 標 は 、 本 学 薬 学 部 の 理 念 ・ 目

的 ・ 目 標 と 良 く 合 致 す る 。 薬 剤 師 と し て の 倫 理 観 と 使 命 感 を 身

に つ け る た め に 、 1 年 次 か ら 4 年 次 に わ た り 、「 仏 教 概 説 1 、 2 」

「 自 己 の 探 求 」「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 」「 生 命 倫 理 ・ 医 療

倫 理 学 」「 死 生 学 」 ｢ 看 護 学 ・ タ ー ミ ナ ル ケ ア ｣ ｢ 医 療 心 理 学 ｣ 等 多

く の 科 目 を 配 置 し た こ と は 評 価 で き る 。 ま た 、「 薬 理 学 3 ( 副 作

用 学 ) 」 で 薬 害 被 害 者 の 声 を 直 接 聞 く 授 業 を 行 っ て い る ( 表

1 - 1 - 1 ) 。  

 
2 ． 2 年 次 後 期 か ら 4 年 次 前 期 に か け て 、 1 5 科 目 の 「 基 礎 科 目

実 習 」 ( 各 科 目  1 2 日 間 ) を 順 次 実 施 し 、 学 生 の 講 義 で 学 ん だ 知

識 の 理 解 度 を 増 す と 共 に 、 基 本 的 技 能 の 修 得 を 目 指 し て い る 。

各 実 習 は そ の 実 習 に 関 わ る 科 目 の 講 義 の 終 了 後 に 行 わ れ る よ

う に 配 慮 し て あ る ( 表 1 - 1 - 1 ) 。  

 
3 ．「 実 務 実 習 を 行 う 薬 学 生 の 資 質 の 確 認 」 に 備 え て 、 4 年 次 の

実 務 実 習 事 前 学 習 で は 学 部 内 に 設 置 さ れ た 臨 床 薬 学 セ ン タ ー 及

び 臨 床 薬 剤 学 研 究 室 を 中 心 に 、｢ 臨 床 調 剤 学 1 、2 ｣「 臨 床 薬 学 1 、

2 」 ｢ 臨 床 薬 学 演 習 1 、 2 ｣ ｢ 基 礎 調 剤 実 習 ｣ 及 び 「 事 前 実 習 」 を 開

講 し て 、 P r o b l e m  B a s e d  L e a r n i n g ( P B L ) や S m a l l  G r o u p   
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科　目 科　目 科　目 科　目 科　目 科　目 科　目 科　目 科　目 科　目 科　目 科　目

必
修

選
択

　
必
修

選
択

必
修

選
択

　
必
修

選
択

必
修

選
択

　
必
修

選
択

必
修

選
択

　
必
修

選
択

必
修

選
択

　
必
修

選
択

必
修

選
択

　
必
修

選
択

必
修

選
択

建学科目
仏教概説 １
　（自己をみつめる）

2 仏教概説 ２
　（仏教と薬学）

2
4 0 4

健康体育科目 1 1 1 1 1

2 2 　 2 英語５ 1 英語６ 1 英語７ 1

2 　 中国語 ２ 2 中国語 ３　 2 コンピュータ活用３ 2 コンピュータ活用４ 2

中国語 １ 2 フランス語 ２ 2 フランス語 ３　 2 （医薬・薬学情報検索） （医療統計・生物学的検定法）

フランス語 １ 2 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ　 2

社会の仕組みを学ぶ 人のあり方を学ぶ 美を学ぶ 　 人の生死を学ぶ 2 人の生死を学ぶ 2

　①法学（日本国憲法） 2 　②心理学 2 　①美学 2 　 　 ①生命倫理・医療倫理学 ②死生学

　 薬学物理学を学ぶ 美を学ぶ ケアを学ぶ

　②社会学 2 　①薬学物理学 １ 2 　②色彩学 2 ①看護学・ﾀｰﾐﾅﾙｹｱ 2

人のあり方を学ぶ 　②薬学物理学 ２ 2 ②医療心理学 2

　①文学 2 薬学生物学を学ぶ

人間環境を学ぶ 　②薬学生物学 ２ 2

　①環境心理学 2 薬学数学を学ぶ

　②人間生活工学 2 　③薬学統計学 2 　 　

薬学化学を学ぶ

　①薬学化学 １ 2

　②薬学化学 ２ 2

薬学生物学を学ぶ

　①薬学生物学 １ 2

薬学数学を学ぶ
　①薬学数学1

2
　②薬学数学2 2

  
キャリアデザイン 2 起業セミナー 2

インターンシップ 2

薬学概論 2 4 薬学総合演習３ 4

香粧品概論 2 4

医薬品分析化学 １ 2 医薬品分析化学 ２ 2 医薬品分析化学実習 1 10 0 10

医薬品物理化学　 2 医薬品物理化学実習 1

放射性医薬品学 2

医薬品化学 １ 2 医薬品化学 ２ 2 医薬品化学 ・ 1 1

医薬品合成化学 １ 2 医薬品合成化学 ２ 2 　　　合成化学実習

生薬化学 １ 2 生薬化学 ２ 2

生理学 １ 2 生理学 ２ 2

解剖学 １ 2 生化学 ２ 2 生理学・解剖学実習 1 分子・細胞生物学 2

解剖学 2 2 微生物医薬品学 １ 2 微生物医薬品学 ２ 2 生化学実習 1 微生物・医薬品学実習 1

生化学 １ 2

栄養化学 2 食品衛生学 2 環境衛生学1 2 公衆衛生学 2

環境衛生学2 2 環境衛生学実習 1

薬理学 １ 2 薬理学 ２ 2 薬理学３（副作用学） 2 安全性学実習 1 2 医療福祉学 2

病理学 2 病態学１ 2 病態学２ 2 医薬品開発学 2 薬業経済学 2 12 薬剤疫学 2

物理薬剤学 2 製剤学 2 臨床薬学１（処方解析） 2 臨床生化学・臨床検査学 2 12 一般用医薬品学実習 1

薬物治療学１ 2 薬物治療学２ 2 薬物治療学３ 2 一般用医薬品学 2

薬物動態学１ 2 薬物動態学２ 2 臨床調剤学１ 2 医薬品情報学 2

薬物療法学1 2 薬物療法学２ 2 臨床調剤学２ 2 臨床薬学演習１ 2

臨床薬剤学 １ 2 臨床薬剤学 ２ 2 薬物療法学実習 1 臨床薬学演習２ 2

製剤学実習 1 生薬療法学実習 1 臨床薬剤学実習
　　　　　（基礎調剤）

1 事前実習 4

薬理学実習 1 薬物動態学実習 1

法規・制度
薬事行政（制度）
 関係法規 2 2 0 2

（香粧品概論） (2.0) 香粧品学１
   （皮膚健康科学）
＊元は香粧品４

2 香粧品学２
         （化粧社会学）

2 2 2 香料学 2

香粧品学実習 1

（医薬品開発学） (2.0) （薬業経済学） (2.0) 製薬産業論 2 （薬剤疫学） (2.0) 

臨床開発各論 2

自由選択 0 9 9

学年・学期別単位計 15 14 31 2 22 4 17 7 22 4 22 6 20 9 22 5 0 3 30 0 1 13 8 0 210 76 227

英語 ４ ＜通年＞

2　年　次

前　　期

 体育実習 ２ ＜集中＞

後　　期

 　　　　　　　　　　　　　　　表1-1-1   薬学科　6年制　 開講科目一覧

薬学基幹科目

３　年　次　　

単位

2コンピュータ活用 １
(情報倫理・メディア表
現)

2 コンピュータ活用 ２
（統計基礎・数値表
現）

体育実習 １ ＜通年＞

英語 ２ ＜通年＞

共
通
科
目

ソーシャルスタディ
科目

セルフディベロップ
メント科目

コミュニケーション
科目

学
科
科
目

物理系薬学

医療系薬学

衛生系薬学

香粧薬学系科目
　　(再　掲)

生物系薬学

化学系薬学

製薬産業系科目
　　(再　掲)

授業科目の
区分

後　　期

単位

前　　期

単位

１　年　次

後　　期前　　期

単位

５　年　次

単位単位

英語 １ ＜通年＞

単位 単位

 英語 ３ ＜通年＞

後　　期前　　期

４　年　次

12

単位 単位

授業区分別

卒
業
所
要
単
位

６　年　次

前　　期 後　　期

単位 単位

単位計

単位

12 21

20 22 28

20 0 20

3 4 3

0 4 0

0 11 0

0 11

14 0 14

21 0 21

11

92 4 92

保険薬局実習＜１年間で11週間＞

病院薬局実習＜１年間で11週間＞

臨床薬学２（症例検討・カンファレンス）
 ＜集中＞

卒業研究＜２年間＞

自己の探求
         <集中>

1

薬学総合演習１＜通年＞ 4
薬学総合演習２＜通年であき時間活用＞

生薬化学実習

香粧品学３
（化粧品原材料 ・製造学）
　　　　　＊元は香粧品１

香粧品学４（化粧品評価学）
　　　　　　　　　＊元は香粧品３

前　　期 後　　期



 

D i s c u s s i o n ( S G D )  等 の 少 人 数 参 加 型 事 前 学 習 を 含 め 、 1 8 3 コ マ

の 授 業 を 実 施 し て い る ( 資 料 9 ) 。  

 
4 ． 薬 剤 師 の 資 格 を 持 ち 、 な お か つ 多 様 な 進 路 へ の 開 拓 を 図 る

た め 、「 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 」 や 「 イ ン タ ー ン シ ッ プ 」 に 加 え 、 香

粧 薬 学 系 科 目 と 製 薬 産 業 系 科 目 を 用 意 し 、 学 生 各 人 の 興 味 、 将

来 に 合 わ せ て 特 徴 あ る 科 目 を 選 択 で き る よ う に し た 。 今 年 度 、

選 択 科 目 で あ る 香 粧 薬 学 系 科 目 と し て 2 ～ 4 年 次 で 開 講 さ れ た

「 香 粧 品 学 1 ～ 4 」、 4 科 目 全 て で 学 生 の 受 講 率 が 6 6 % 以 上 で あ

っ た こ と は 評 価 で き る （ 表 1 - 1 - 2 ）。  

科  目  名 単位 配当学年 学生数(名) 履修者数(名) 受講率（％）

香粧品学１（皮膚健康科学） 2 2年次後期 143 138 97
香粧品学２（化粧社会学） 2 3年次後期 143 99 69
香粧品学３（化粧原材料・製造学） 2 4年次前期 128 122 95
香粧品学４（化粧評価学） 2 4年次後期 128 84 66

表1-1-2　香粧品学の学生受講率

 

 

［ 改 善 計 画 ］  

 5 年 次 の 実 務 実 習 を 行 わ な い 時 期 に 、 香 粧 薬 学 系 科 目 や 製 薬

産 業 系 科 目 の 新 た な 設 置 と 、 総 合 大 学 の 利 点 を 生 か し て 、 文 系

学 部 科 目 の 受 講 を 可 能 に す る 一 環 と し て 、 公 務 員 試 験 に 関 わ る

文 系 授 業 も 薬 学 部 学 生 が 受 講 で き る よ う に 計 画 し て い る 。  

 ま た 、 本 学 で は 全 学 的 に 次 年 度 か ら 、 前 期 、 後 期 共 に 1 教 科

1 6 コ マ の 授 業 回 数 ( 9 0 分 授 業 、１ 回 の 定 期 試 験 を 含 む ) の 確 保 を

決 定 し た 。 よ り 充 実 し た 授 業 が 期 待 さ れ る 。  
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基 準 １ － ２  

理 念 と 目 標 に 合 致 し た 教 育 が 具 体 的 に 行 わ れ て い る こ と 。  

 

【 観 点  １ - ２ - １ 】 目 標 の 達 成 度 が ， 学 生 の 学 業 成 績 及 び 在 籍 状

況 並 び に 卒 業 者 の 進 路 及 び 活 動 状 況 ， そ の 他

必 要 な 事 項 を 総 合 的 に 勘 案 し て 判 断 さ れ て い

る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  

仏 教 精 神 を 根 幹 と し て 学 識 、 情 操 、 品 性 に す ぐ れ た 人 格 を 育

成 す る と と も に 、 慈 悲 の 心 を 持 ち 、 多 様 な 薬 学 関 連 分 野 で 人 々

に 貢 献 で き る 人 材 の 育 成 を 目 指 す 本 学 薬 学 部 の 理 念 ・ 目 的 ・ 目

標 は 、上 述 の よ う に 、薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム の「 ヒ

ュ ー マ ニ ズ ム に つ い て 学 ぶ 」 で 述 べ ら れ る 一 般 目 標 と 良 く 合 致

す る 。 そ れ 故 に 倫 理 観 と 使 命 感 を 身 に つ け 、 医 療 人 と し て よ り

高 度 な 専 門 知 識 と 実 践 力 を 持 つ 薬 剤 師 の 育 成 に 取 り 組 む 教 育 体

制 の 確 立 に 努 め て い る 。  

薬 学 部 の 教 育 課 程 の 編 成 方 針 は 「 共 通 科 目 」 と 「 学 科 科 目 」

に 大 別 さ れ る 。  

「 共 通 科 目 」 は ｢ 建 学 科 目 ｣ 「 健 康 体 育 科 目 」「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 科 目 」「 セ ル フ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト 科 目 」 及 び 「 ソ ー シ ャ ル

ス タ デ ィ 科 目 」 か ら な り 、 さ ま ざ ま な 背 景 を 持 っ た 患 者 や 生 活

者 と 接 す る た め の 人 間 性 を 養 う 科 目 、 学 修 の た め の 基 礎 的 な 技

術 を 身 に つ け る た め の 科 目 、 学 科 科 目 を 学 修 す る た め の 基 礎 的

知 識 を 学 ぶ 科 目 が 配 置 さ れ て い る 。  

「 学 科 科 目 」 に お け る カ リ キ ュ ラ ム は 「 薬 学 基 幹 科 目 」 ｢ 物 理

系 薬 学 ｣ ｢ 化 学 系 薬 学 ｣「 生 物 系 薬 学 」「 衛 生 系 薬 学 」「 医 療 系 薬 学 」

「 法 規 ・ 制 度 」 及 び 「 香 粧 薬 学 系 科 目 」 と 「 製 薬 産 業 系 科 目 」

に 分 類 さ れ る 。 知 識 偏 重 で は な く 、 技 能 教 育 、 態 度 教 育 を 組 み

込 ん だ 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ て 作 成 さ れ た

カ リ キ ュ ラ ム で 、 ま ず 基 礎 系 薬 学 科 目 を 履 修 し た 後 に 衛 生 系 薬

学 、 医 療 系 薬 学 科 目 を 履 修 す る と い う よ う に 、 学 年 進 行 に 伴 い

履 修 分 野 が 基 礎 系 か ら 医 療 系 へ シ フ ト し て い く よ う に 各 分 野 ・

各 科 目 が 配 置 さ れ て お り 、 互 い に 関 連 す る 科 目 が 有 機 的 に 連 動

し た 形 態 で 履 修 で き る よ う に 配 慮 し た 。 ま た 、 充 実 し た 実 務 実
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習 を 行 う た め に 、 薬 学 部 内 に 臨 床 薬 学 セ ン タ ー を 設 置 し 4 年 次

の 実 務 実 習 事 前 学 習 か ら 5 年 次 の 実 務 実 習 の 教 育 ・ 指 導 に あ た

る 体 制 を 構 築 し た ( 資 料 5  、 9 ) 。  

こ の よ う に 薬 学 教 育 を め ぐ る 社 会 環 境 の 変 化 に 対 応 し た カ リ

キ ュ ラ ム 編 成 を 行 い 、 社 会 の ニ ー ズ に 応 え ら れ る 人 材 の 育 成 に

努 め て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 薬 学 部 は 平 成 1 6 年 度 に 設 置 さ れ 、 こ れ ま で に 4 年 制 学

生 を 2 度 世 に 送 り 出 し て い る 。 薬 剤 師 と し て 活 躍 す る た め に は

国 家 試 験 に 合 格 す る こ と は 必 須 で あ り 、 本 学 の 新 卒 者 の 合 格 率

は 平 成 1 9 年 度  8 9 . 3 2 % 、2 0 年 度  9 2 . 3 9 %  で あ っ た（ 表 1 - 2 - 1 ）。

こ の 合 格 率 は 、 私 立 薬 科 大 学 の 全 国 平 均 合 格 率  8 5 . 6 7 % と 比 べ

て 遜 色 な く 、 新 設 間 も な い 本 学 薬 学 部 の 薬 剤 師 養 成 教 育 の 方 向

性 は 順 調 な 第 一 歩 を 踏 み 出 し た と 言 え る 。  

 

2 ． 4 年 制 2 回 の 卒 業 生 の 就 職 状 況 に つ い て は 、 希 望 者 の 殆 ん ど

全 員 が 就 職 し て い る 。 特 に 製 薬 企 業 と 治 験 関 連 企 業 へ は 、 平 成

1 9 年 度 ： 就 職 者 8 0 名 中 2 5 名 ( 3 1 % ) 、 平 成 2 0 年 度 ： 就 職 者 5 5

名 中 1 8 名 ( 3 3 % ) と 平 成 1 9 年 度 私 立 薬 科 大 学 平 均 値 1 3 % よ り 高

い ( 表 1 - 2 - 2 ) 。 ま た 、 大 学 院 へ の 進 学 は 、 本 学 薬 学 部 の 大 学 院 が

博 士 後 期 課 程 で あ る こ と か ら 全 て 他 大 学 大 学 院 へ の 進 学 に も か

か わ ら ず 、 平 成 1 9 年 度 ： 卒 業 生 1 0 3 名 中 1 8 名 ( 1 7 % ) 、 平 成 2 0

年 度：卒 業 生 9 2 名 中 2 9 名 ( 3 2 % ) と 高 率 に な っ て い る ( 表 1 - 2 - 3 、

平 成 1 9 年 度 私 立 薬 科 大 学 平 均 値 2 1 % ）。  

こ れ ら の 結 果 は 、 バ ラ ン ス の と れ た 薬 学 教 育 と 薬 学 研 究 に 基

づ き 、「多 様 な 薬 学 関 連 分 野 で 活 躍 で き る 創 造 力 豊 か な 人 材 の 育

成 」を 目 標 の ひ と つ と す る 本 学 薬 学 部 の 意 図 す る と こ ろ で あ り 、

今 後 の 6 年 制 学 生 の 教 育 、 研 究 に も 生 か し た い 。  

 

3 .  本 学 薬 学 部 で は 教 育 の 充 実 を 目 的 に 、 学 年 制 を と っ て い る 。

6 年 制 学 生 の 平 成 2 0 年 度 留 年 者 ・ 休 学 者 ・ 退 学 者 数 の 合 計 は 、

1 年 次 ： 1 4 4 名 中 6 名 ( 4 . 2 % ) 、 2 年 次 ： 1 4 6 名 中 6 名 （ 4 . 1 % ) 、 3

年 次 ： 1 3 1 名 中 3 名 ( 2 . 3 % ) と な っ て い る 。 留 年 者 は 学 習 へ の ひ
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た む き さ に 欠 け る 場 合 が 多 く 、 経 済 的 な 理 由 か ら の ア ル バ イ ト

の し 過 ぎ も 一 因 と な る 。 退 学 理 由 と し て は 、 薬 学 領 域 へ の 不 適

合 が 多 く 、学 内 他 学 部 あ る い は 他 大 学 へ の 進 路 変 更 が 主 で あ る 。

ま た 、 休 学 者 の 多 く は 、 病 気 に よ る も の で あ り 、 精 神 面 で の 問

題 に 基 づ く 場 合 も 見 受 け ら れ る 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

本 学 薬 学 部 で は 、 1 年 次 か ら 4 年 次 前 期 ま で は ア ド バ イ ザ ー

制 を と り 、 1 ク ラ ス 3 5 名 前 後 を 1 教 授 が 受 け 持 つ 。 4 年 次 後 期

か ら は 研 究 室 配 属 と な り 、1 研 究 室 に 7 ～ 8 名 の 学 生 が 配 属 さ れ

る 。 留 年 者 ・ 休 学 者 ・ 退 学 者 の 合 計 数 は さ ほ ど 多 く は な い と 判

断 さ れ る が 、 学 生 と 担 当 教 員 の 関 係 を よ り 密 に し て 、 担 当 教 員

が 平 素 か ら 学 生 の 学 習 及 び 生 活 状 況 を 把 握 し 適 切 な 助 言 を 与 え

る こ と で 、 こ れ ら の 学 生 の 数 を 減 ら し た い 。 ま た 、 本 学 薬 学 部

で は 基 礎 薬 学 教 育 や 卒 後 教 育 等 を サ ポ ー ト す る 部 門 と し て 「 薬

学 教 育 支 援 セ ン タ ー 」 を 設 置 し て い る が 、 今 後 は 成 績 不 振 者 に

対 す る 学 力 強 化 支 援 な ど も 本 セ ン タ ー で 行 っ て い き た い 。  
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合格者数(名) 　合格率（％）

（B） （B）/ (A)×100

総数 103 92 89.32

新卒 103 92 89.32

総数 110 97 88.18

新卒 92 85 92.39

表1‐2‐１　　４年制薬学部　国家試験合格率

平成19年度 第93回薬剤師国家試験

平成20年度 第94回薬剤師国家試験

年　度 国家試験の名称
受験者数(名)

（A）

 
 

私立薬科大学平均 ※

平成20年3月卒業(％)

病　　　院     8 （ 10.0）    13 （ 23.6） （ 22）

製 薬 企 業    18 （ 22.5）    14 （ 25.5）  （11）

治験関連企業     7 （  8.8）     4 （　7.3） （  2）

調 剤 薬 局    34 （ 42.5）    14 （ 25.5）

ドラッグストア    11 （ 13.8）     8 （ 14.5）

公　務　員     1 （  1.3）     1 （  1.8） （  3）

そ　の　他     1 （  1.3）     1 （  1.8） （  6）

計    80 （100.0）     55 （100.0） （100）

　　　　　　　　　　　　　※ 日本私立薬科大学協会だより（第72号）平成20年11月）

表1‐2‐2　　平成19年度及び平成20年度卒業生就職先

（ 56）

就　職　先
平成19年度

    (名)       (％)

平成20年度

    (名)      (％)

 
 

平成19年度 平成20年度 私立薬科大学平均　※

　　（名）／（％） 　　（名）／（％） （平成20年3月卒業）（％）

           80            55

　　　 （　77.7）        （ 59.8）

           18            29

       （　17.5）        （ 31.5）

            4             7

       （  3.9）        （  7.6）

            1             1

       （  1.0）        （  1.1）

          103            92

       （100.0）        （100.0）

　　　　　　　　　　　　　　※ 日本薬科大学協会だより（第72）平成20年11月）

（  8）

（100）

表1－2－3　　平成19年度及び平成20年度卒業生進路

（ 69）

（ 21）

（  2）

大  学  院

病院研修生

そ  の  他

計

進  路  先

就      職
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『 教 育 プ ロ グ ラ ム 』  

 

２  医 療 人 教 育 の 基 本 的 内 容  

 

( ２ - １ )  ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 教 育 ・ 医 療 倫 理 教 育  

基 準 ２ － １ － １  

医 療 人 と し て の 薬 剤 師 と な る こ と を 自 覚 さ せ ， 共 感 的 態 度

及 び 人 と の 信 頼 関 係 を 醸 成 す る 態 度 を 身 に つ け さ せ ， さ ら に

そ れ ら を 生 涯 に わ た っ て 向 上 さ せ る た め の 教 育 が 体 系 的 か つ

効 果 的 に 行 わ れ て い る こ と 。  

 
 【 観 点  ２ - １ - １ - １ 】  全 学 年 を 通 し て ， 医 療 人 と し て 生 命 に

関 わ る 薬 学 専 門 家 に 相 応 し い 行 動 を と

る た め に 必 要 な 知 識 ， 技 能 ， 及 び 態 度

を 身 に つ け る た め の 教 育 が 行 わ れ て い

る こ と 。  

 【 観 点  ２ - １ - １ - ２ 】  医 療 全 般 を 概 観 し ，薬 剤 師 の 倫 理 観 ，使

命 感 ，職 業 観 を 醸 成 す る 教 育 が 行 な わ れ

て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - １ - １ - ３ 】  医 療 人 と し て ，医 療 を 受 け る 者 ，他 の 医

療 提 供 者 の 心 理 ， 立 場 ， 環 境 を 理 解 し ，

相 互 の 信 頼 関 係 を 構 築 す る た め に 必 要

な 知 識 ，技 能 ，及 び 態 度 を 身 に つ け る た

め の 教 育 が 行 わ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - １ - １ - ４ 】  単 位 数 は ， ( 2 - 2 ) ～ ( 2 - 5 ) と 合 わ せ て ，卒

業 要 件 の １ ／ ５ 以 上 に 設 定 さ れ て い る

こ と が 望 ま し い 。  

 

［ 現 状 ］  

本 学 薬 学 部 の 理 念 は 、「 医 療 人 と し て 慈 悲 の 心 を も っ た 、創 造

性 豊 か な 実 践 力 の あ る 薬 剤 師 を 育 成 す る 」 こ と に あ る 。 大 学 の

建 学 の 精 神 に は 「 仏 教 精 神 を 根 幹 と し て 学 識 、 品 性 と も に 優 れ

た 人 格 の 育 成 」 を 挙 げ て お り 、 こ の 建 学 の 精 神 は 薬 学 部 の 理 念

に も 反 映 さ れ て い る 。 こ の 目 的 達 成 の た め に 1 年 次 よ り 「 仏 教

概 説 1 、 2 」 が 必 修 科 目 と し て 設 定 さ れ て お り 、 仏 教 精 神 と と も

に 人 間 関 係 、 人 と 社 会 と の 関 係 を 大 局 的 に と ら え 、 健 全 に し て

品 性 の あ る 人 材 の 育 成 を 行 う と と も に 、 仏 教 が 医 薬 に 果 た し て

き た 役 割 を 歴 史 か ら 学 び 、 医 療 人 と し て の 心 を 養 う 。 3 年 次 で

は 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 」 で 相 互 理 解 ・ 相 互 信 頼 を 育 む

た め の 対 人 対 応 力 の 養 成 を 行 い 、 4 年 次 の 「 人 の 生 死 を 学 ぶ 1

（ 生 命 倫 理 ・ 医 療 倫 理 ）、 2 （ 死 生 学 ）」 で は 薬 学 に お い て 重 要

な 位 置 づ け で あ る「 い の ち 」に つ い て 学 際 的 に 思 考 で き る 能 力 、

薬 剤 師 と し て 人 間 の 生 死 に ど の よ う に か か わ っ て い く か 問 う テ
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ー マ に 真 摯 に 対 応 す る 姿 勢 、 医 療 人 と し て 倫 理 的 規 範 や 戦 争 、

貧 困 、 環 境 な ど の 社 会 的 問 題 に も 精 通 す る 学 際 的 視 野 を 養 う 。

ま た 、 4 年 次 の 「 ケ ア を 学 ぶ （ 看 護 学 ・ タ ー ミ ナ ル ケ ア ・ 医 療

心 理 学 ）」 で は 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 に お け る 看 護 学 と 薬 剤 師 の 役 割

と 連 携 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 医 療 人 と し て 、 医 療 を 受 け る 人

や 他 の 医 療 提 供 者 の 心 理 を 理 解 し 、 相 互 の 信 頼 関 係 を 構 築 す る

た め に 必 要 な 知 識 ・ 技 能 ・ 態 度 を 身 に つ け る 。 更 に 「 臨 床 調 剤

学 」 で は 「 フ ァ ー マ シ ュ ー テ ィ カ ル ケ ア 」「 チ ー ム 医 療 に お け る

自 己 の 能 力 や 責 任 範 囲 の 限 界 」「 求 め ら れ る 知 識 、 技 能 、 態 度 と

は 」 な ど の 課 題 に つ い て 、 討 議 、 発 表 を 含 め た P B L 形 式 の 授 業

に よ っ て 、 薬 剤 師 業 務 の 概 要 と 社 会 的 使 命 を 理 解 す る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ．「 仏 教 概 説 」「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 」「 人 の 生 死 を 学 ぶ 」

「 ケ ア を 学 ぶ 」「 臨 床 調 剤 学 」 等 の 科 目 が 各 学 年 に 配 分 さ れ 、 全

学 年 を 通 し て「 生 命 に 対 す る 倫 理 観 」「薬 剤 師 の 社 会 的 位 置 づ け 」

「 医 療 チ ー ム と い う 組 織 人 と し て の 認 識 」 な ど 、 薬 剤 師 及 び 医

療 人 と し て の 倫 理 観 、 使 命 感 や ほ か の 医 療 従 事 者 、 患 者 の 立 場

を 理 解 す た め の 知 識 、 技 能 、 態 度 を 習 得 で き る よ う に 教 育 が 体

系 的 か つ 効 果 的 に 行 わ れ て い る 。  

 
2 ． こ れ ら の 授 業 科 目 及 び （ 2 - 2 ） ～ （ 2 - 5 ） に 関 す る 科 目 を 合 計

し た 単 位 数 は 4 2 単 位 と な り 、 卒 業 要 件 単 位 （ 2 2 7 ） の ほ ぼ 1 ／

5 以 上 を 満 た し て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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( ２ - ２ )  教 養 教 育 ・ 語 学 教 育  

基 準 ２ － ２ － １  

 

見 識 あ る 人 間 と し て の 基 礎 を 築 く た め に ， 人 文 科 学 ， 社 会

科 学 及 び 自 然 科 学 な ど を 広 く 学 び ， 物 事 を 多 角 的 に み る 能 力

及 び 豊 か な 人 間 性 ・ 知 性 を 養 う た め の 教 育 が 体 系 的 か つ 効 果

的 に 行 わ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ２ - １ - １ 】  薬 学 準 備 教 育 ガ イ ド ラ イ ン を 参 考 に す

る な ど ， 幅 広 い 教 養 教 育 プ ロ グ ラ ム が

提 供 さ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ２ - １ - ２ 】  学 生 や 社 会 の ニ ー ズ に 応 じ た 選 択 科 目

が 用 意 さ れ ， 時 間 割 編 成 に お け る 配 慮

が な さ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ２ - １ - ３ 】  薬 学 領 域 の 学 習 と 関 連 付 け て 履 修 で き

る カ リ キ ュ ラ ム 編 成 が 行 わ れ て い る こ

と が 望 ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 の 教 養 教 育 は「 薬 学 準 備 教 育 ガ イ ド ラ イ ン 」を 参 考 に し 、

総 合 大 学 で あ る 本 学 の 特 徴 を 生 か し 、 幅 広 い 教 養 教 育 プ ロ グ ラ

ム が 提 供 さ れ て い る 。 ま た 、 学 生 や 社 会 の ニ ー ズ に 応 じ た 選 択

科 目 が 用 意 さ れ 、 多 く の 選 択 科 目 が 履 修 で き る よ う に 時 間 割 編

成 が な さ れ て い る 。 ま た 、 専 門 領 域 の 履 修 に よ る 学 生 の 成 長 に

対 応 し た 編 成 が な さ れ て い る 。  

本 学 の 「 仏 教 精 神 に よ る 人 間 成 就 の 教 育 」 と い う 理 念 は 、 薬

剤 師 た る 前 に 「 人 間 で あ れ 」 と い う こ と で あ り 、 こ の 視 点 に 立

脚 し て 教 養 教 育 が 実 施 さ れ て い る 。 学 長 を 部 会 長 と す る 全 学 横

断 的 な 「 教 養 教 育 部 会 」 を 設 置 し て お り 、 本 学 の 教 養 教 育 の 理

念 を 、 時 代 の 変 化 と 社 会 の ニ ー ズ に 沿 っ て 継 続 的 に 本 学 学 部 教

育 の 改 革 に 反 映 ・ 推 進 し て い る 。  

本 学 で は 教 養 科 目 を 「 共 通 科 目 」 と 称 し 、「 建 学 科 目 」 「 健 康

体 育 科 目 」 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 科 目 」 「 セ ル フ デ ィ ベ ロ ッ プ

メ ン ト 科 目 」 「 ソ ー シ ャ ル ス タ デ ィ 科 目 」 の 5 分 野 か ら の 科 目

と 編 成 （ 表 1 - 1 - 1 ） か ら な り 、 人 間 性 の 涵 養 を 高 め 、 専 門 教 育

へ と 連 携 し て い る 。  

「 建 学 科 目 」 は 、 必 修 科 目 と し て 「 仏 教 概 説 1 、 2 」 を 1 年 次

に 開 講 し 、 本 学 の 建 学 の 精 神 で あ る 仏 教 精 神 を 学 び 、 仏 教 を 生

活 の 場 で 生 か す こ と を 目 的 に 、 ま た 医 療 人 と し て の 心 を 養 う 。  

「 健 康 体 育 科 目 」 は 、 1 年 次 必 修 、 2 年 次 選 択 と し て 、 知 識

注 入 型 の 学 習 と は 異 な る 体 験 学 習 を 通 じ て 、 心 身 の 健 康 に 関 す
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る 知 識 、 技 術 の 修 得 を 行 う 。  

「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 科 目 」 は 、 対 人 関 係 を 良 好 に し 保 持 す

る 力 （ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 ） を 養 成 す る た め に 、「 外 国 語 」

（ 自 然 言 語 ）、「 コ ン ピ ュ ー タ 活 用 」（ 人 工 言 語 ） 及 び 「 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン ス キ ル 」（ 身 体 言 語 ）を 配 当 し て い る 。「 外 国 語 」は 、

1 年 次 か ら 5 年 次 ま で 英 語 （ 後 述 ） 、 2 年 次 か ら 3 年 次 ま で フ ラ ン

ス 語 と 中 国 語 を 開 講 し 、 国 際 感 覚 を 身 に つ け た 薬 剤 師 へ の 基 礎

を 作 る 。 「 コ ン ピ ュ ー タ 活 用 」 は 、 1 年 次 「 情 報 倫 理 ・ メ デ ィ

ア 表 現 」 「 統 計 基 礎 ・ 数 値 表 現 」 、 4 年 次 「 医 療 ・ 薬 学 情 報 検

索 」 「 医 療 統 計 学 ・ 生 物 学 的 検 定 法 」 な ど 、 薬 学 の 専 門 科 目 の

進 行 に 対 応 し た 編 成 で あ る 。「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 」は 、

ま ず 社 会 人 と し て の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成 を 図 り 、 3

年 次 に 配 当 す る こ と で 、 事 前 実 習 や 実 務 実 習 で 学 ぶ 医 療 従 事 者

や 患 者 等 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基 礎 力 を 身 に つ け る 。  

「 セ ル フ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト 科 目 」 に は 、 多 面 的 な 理 解 力 と

総 合 的 な 洞 察 力 を 培 う 科 目 及 び 学 科 科 目 を 学 修 す る た め の 基 礎

的 知 識 を 学 ぶ 科 目 （ 学 科 基 礎 ） が 配 置 さ れ て い る 。 1 年 次 に 薬

学 部 開 講 と し て 「 法 学 」 「 社 会 学 」 「 文 学 」 「 心 理 学 」 「 環 境

心 理 学 」 「 人 間 生 活 工 学 」 を 配 置 し 、 幅 広 く 社 会 人 と し て の 教

養 を 身 に つ け る 。ま た 、総 合 大 学 で あ る 本 学 の 特 徴 と し て 、「 芸

術 」 「 メ デ ィ ア 」 「 経 済 」 「 政 治 」 「 歴 史 」 「 文 化 」 「 宗 教 」

「 思 想 」な ど 他 学 部 開 講 の 科 目 も 幅 広 く 選 択 で き る（ 表 2 - 2 - 1 - 1 ）。

一 方 、 学 科 基 礎 と し て 薬 学 専 門 領 域 と の 関 連 性 を 図 る た め に 、

1 年 次 に は 「 薬 学 物 理 学 」 「 薬 学 化 学 」 「 薬 学 生 物 学 」 「 薬 学

数 学 」 「 薬 学 統 計 学 」 を 開 講 し 、 薬 学 の 基 礎 科 目 を 強 化 し て い

る 。 2 年 次 に は 香 粧 薬 学 コ ー ス を 選 択 す る 学 生 の た め に 「 美 学 」

及 び 「 色 彩 学 」 を 開 講 し 、 4 年 次 に は 「 人 の 生 死 を 学 ぶ 」 及 び

「 ケ ア を 学 ぶ 」 科 目 を 配 当 し 、 特 に 「 生 命 倫 理 ・ 医 療 倫 理 学 」

及 び 「 死 生 学 」 を 必 修 科 目 と し て 、 医 療 人 と し て の 高 い 倫 理 観

を 養 っ て い る 。 ま た 、 「 看 護 学 ・ タ ー ミ ナ ル ケ ア 」 及 び 「 医 療

心 理 学 」 な ど も 選 択 科 目 と し て 配 当 し て お り 、 心 の 問 題 か ら み

た 薬 剤 師 の 職 能 も 学 ぶ 。 こ れ ら は 5 年 次 に 行 う 医 療 現 場 で の 実

習 に 関 連 づ け て い る 。  

「 ソ ー シ ャ ル ス タ デ ィ 科 目 」 は 、 さ ま ざ ま な 背 景 を 持 っ た 患

者 や 生 活 者 と 接 す る た め の 人 間 性 を 養 う 科 目 や 自 ら の 将 来 の 進

路 を 考 え る 科 目 を 配 置 し て い る 。 1 年 次 に 必 修 と し て 、 グ ル ー

プ ワ ー ク に よ る 自 己 理 解 、他 己 理 解 を 目 的 と し て「 自 己 の 探 求 」
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を 開 講 し て い る 。3 年 次 に 必 修 科 目 と し て「 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 」、

6 年 次 に 「 イ ン タ ー ン シ ッ プ （ 企 業 ） 」 と 「 起 業 セ ミ ナ ー 」 を

選 択 科 目 と し て 配 当 し 、 職 業 観 を 養 い 、 医 療 産 業 、 薬 業 業 界 の

社 会 で の 位 置 付 け 、 環 境 、 業 界 特 有 な 知 識 な ど を 理 解 し 、 企 業

等 の 就 業 体 験 を 通 し て 、 自 か ら の 進 路 決 定 の 参 考 に す る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

教 養 教 育 は 、 文 字 ど お り 人 間 形 成 、 人 格 形 成 に 主 眼 が あ る の

は 言 う ま で も な い 。 教 養 教 育 プ ロ グ ラ ム は 、 薬 学 準 備 教 育 ガ イ

ド ラ イ ン を 参 考 に し な が ら 、 幅 広 い 教 養 教 育 プ ロ グ ラ ム が 提 供

さ れ て い る 。 学 生 や 社 会 の ニ ー ズ に 応 じ た 科 目 が 、 専 門 教 育 と

有 機 的 に 連 携 さ れ た 編 成 で あ り （ 図 1 - 1 - 1 ）、 観 点 の す べ て を 満

足 し て い る と 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

6 年 次 開 講 の 「 イ ン タ ー ン シ ッ プ （ 企 業 ） 」 を 、 学 生 の 進 路

を 検 討 し 始 め る 5 年 次 へ 移 行 す る こ と を 検 討 す る 。  
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開講 開講

学年 期間 必修 選択

　【セルフディベロップメント科目】

芸術のすすめa

①音の世界 1・2・3 2
②色彩と生活 1・2・3 2
芸術のすすめc

①近代の美術 1・2・3 2
②現代の美術 1・2・3 2
国際的視野を広げる 1・2・3 8
①人口問題

②国際関係

③異文化理解

④まとめ

現代メディア論 1・2・3 8
①出版論

②放送論

③新聞論

④まとめ

共生を考える 1・2・3 8
①人と自然の共生（環境生態論）

②地域と世界の共生（国際協力論）

③宗教・文化・思想の共生（共生の哲学）

④まとめ

現代政治のしくみ 1・2・3 8
①地方自治

②国際政治

③現代日本政治

④まとめ

現代社会と経済 1・2・3 8
①現代経済のしくみ

②国際経済

③現代日本経済

④まとめ

ジェンダー・労働・家族 1・2・3 8
①ジェンダー論

②ワーク・ライフ・バランス

③家族論

④まとめ

社会現象を数でとらえる

①数で見る経済生活 1・2・3 2
②数で見る社会生活 1・2・3 2
宗教と文化

①イスラム教の歴史と文化 1・2・3 2
②キリスト教の歴史と文化 1・2・3 2
日本文化論

①日本の中のアジア 1・2・3 2
②アジアの中の日本 1・2・3 2
現代文化と思想

①ヨーロッパ文化・思想論Ⅰ 1・2・3 2
②ヨーロッパ文化・思想論Ⅱ 1・2・3 2
現代生活と人権 1・2・3 8
①職場の人権

②生活と人権

③国際社会における人権

④まとめ

科　目　名
単位

履修条件／備考

                  表2-2-1-2          [他学部･他学科履修許可科目]
        文系セルフディベロップメント科目
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基 準 ２ － ２ － ２  

社 会 の グ ロ ー バ ル 化 に 対 応 す る た め の 国 際 的 感 覚 を 養 う こ

と を 目 的 と し た 語 学 教 育 が 体 系 的 か つ 効 果 的 に 行 わ れ て い る

こ と 。  
  

【 観 点  ２ - ２ - ２ - １ 】  英 語 教 育 に は ，「 読 む 」，「 書 く 」，「 聞 く 」，

「 話 す 」 の 全 て の 要 素 を 取 り 入 れ る よ

う 努 め て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ２ - ２ - ２ 】  医 療 現 場 ， 研 究 室 ， 学 術 集 会 な ど で 必

要 と さ れ る 英 語 力 を 身 に つ け る た め の

教 育 が 行 わ れ る よ う 努 め て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ２ - ２ - ３ 】  英 語 力 を 身 に つ け る た め の 教 育 が 全 学

年 に わ た っ て 行 わ れ て い る こ と が 望 ま

し い 。  

 

 
［ 現 状 ］  

「 薬 学 準 備 教 育 ガ イ ド ラ イ ン 」 及 び 「 薬 学 ア ド バ ン ス ト 教 育

ガ イ ド ラ イ ン 」 の 一 般 目 標 及 び 到 達 目 標 を 参 考 に 、 E n g l i s h  f o r  

S p e c i f i c  P u r p o s e s を 考 慮 し た 英 語 教 育 を 目 標 に 実 施 さ れ て い

る 。  

科 目 と 編 成 は （ 表 1 - 1 - 1 ）、 1 年 次 か ら 3 年 次 に 「 必 修 科 目 」

と し て 「 英 語 1 ～ 4 」（ 各 科 目 通 年 で 3 0 コ マ 、 合 計 1 2 0 コ マ ）

を 、 4 年 次 か ら 5 年 次 に 「 選 択 科 目 」 と し て 「 英 語 5 ～ 7 」（ 各

科 目 半 期 で 1 5 コ マ ） を 開 講 し て い る 。 授 業 時 間 は 9 0 分 と し 、

授 業 時 間 と コ マ 数 の 減 少 傾 向 に あ る 最 近 の 薬 科 大 学 に 比 較 し て 、

本 学 で は 十 分 な 授 業 時 間 と 授 業 コ マ 数 を 確 保 し て い る 。  

英 語 教 育 の 全 体 の 編 成 は 、 1 年 次 か ら 段 階 を 進 む に つ れ て 、

受 験 英 語 か ら 実 用 的 ・ 専 門 領 域 へ の 英 語 に 移 行 さ せ て い き 、 更

に 専 門 教 育 と の 連 携 を 計 る よ う に 配 慮 し て い る 。 具 体 的 に は 、

1 年 次 に は 受 験 英 語 か ら 解 き ほ ぐ し つ つ 、 教 育 効 果 を 期 待 す る

た め に 、「 英 語 1 、 2 」 を 同 時 並 行 で 通 年 開 講 し て い る 。 薬 学 の

専 門 教 育 が 開 始 す る 2 ～ 3 年 次 に は 、 専 門 教 育 の 知 識 取 得 や 授

業 進 行 に あ わ せ て 、 薬 学 系 の 「 英 語 3 」 を 2 年 、「 英 語 4 」 を 3

年 に 通 年 で 開 講 し て い る 。 こ れ ら 「 必 修 科 目 」 の 「 英 語 1 ～ 4 」

は 、 通 年 開 講 で あ る の で 、 前 期 に 中 間 試 験 、 後 期 に 期 末 試 験 を

実 施 す る こ と で 、 科 目 へ の 緊 張 感 の 維 持 と と も に 、 前 期 に 成 績

不 良 の 学 生 も 後 期 で 心 機 一 転 挽 回 で き る 体 制 を 敷 い て い る 。 更

に 、 高 学 年 で あ る 4 年 次 か ら 5 年 次 は 学 生 の 進 路 や ニ ー ズ 、 興

味 に 応 じ た 内 容 の 英 語 科 目 を 用 意 し て い る 。 週 1 時 間 、 各 半 期

1 5 コ マ の 授 業 数 で あ る が 、本 学 で は 上 位 学 年 は 下 位 学 年 の 選 択
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科 目 の 履 修 を 認 め て い る た め 、 5 年 次 の 実 務 実 習 期 間 中 で 、 英

語 が 履 修 で き な い 学 生 で も 、 6 年 次 に 履 修 は 可 能 で あ る 。 こ の

よ う に 、 英 語 力 を 身 に つ け る た め の 教 育 が 、 全 学 年 に わ た っ て

行 わ れ て い る 。  

基 本 的 に は 科 目 に よ っ て 「 読 む 」「 書 く 」「 聞 く 」「 話 す 」 の 学

習 の 焦 点 を 変 え て い る 。 英 語 授 業 は 教 育 効 果 を 高 め る た め に 、

授 業 運 用 は 総 て 1 ク ラ ス 4 0 名 以 下 と し て い る 。「 読 む 、 書 く 」

能 力 を 養 う 「 必 修 科 目 」 の 「 英 語 1 、 4 」 で は 、 日 本 人 教 師 4 人

に よ る オ ム ニ バ ス 、ク ラ ス は 学 籍 番 号 に よ る 運 用 で あ る 。一 方 、

「 読 む 、 聞 く 、 話 す 」 能 力 を 養 う 「 英 語 2 、 3 」 で は 、 外 国 人 教

師 に よ る 担 任 制 の 習 熟 度 別 ク ラ ス で 運 用 さ れ る 。「 聞 く 」、「話 す 」

で は 、 教 育 効 果 を 高 め る た め に 習 熟 度 別 ク ラ ス 編 成 を 実 施 し て

い る が 、 事 前 に プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト を 行 い 、 教 育 的 効 果 を 見

出 し て い る 。 選 択 科 目 は 「 英 語 5 ～ 7 」 で あ る が 、「 読 む 」 こ と

を 中 心 に 適 時 「 書 く 」 能 力 も 養 う 。 ク ラ ス は 担 任 制 で あ る 。 こ

れ ら 、 授 業 運 用 に よ り 「 読 む 」「 書 く 」「 聞 く 」「 話 す 」 の す べ て

を 取 り 入 れ て い る 。  

授 業 内 容 は 、 E n g l i s h  f o r  S p e c i f i c  P u r p o s e s の 考 え の 下 、 一

般 的 ト ピ ッ ク を 中 心 と す る 「 英 語 2 」 以 外 は 医 療 、 医 学 、 薬 学

の 専 門 英 語 を 学 習 す る 。 外 国 人 教 師 が 担 当 す る 「 英 語 2 、 3 」 は

「 読 む 、聞 く 、話 す 」生 き た 英 語 能 力 を 養 う こ と が 中 心 に な り 、

リ ス ニ ン グ 力 、 語 彙 力 、 文 法 力 、 読 解 力 の 向 上 を 図 っ て い る 。

「 英 語 2 」で は 、国 際 的 視 野 か ら み た 一 般 ト ピ ッ ク を 取 り 上 げ 、

「 英 語 3 」 で は 、 医 療 の 現 場 、 医 学 、 薬 学 の 話 題 を 素 材 に し た

英 語 力 を 養 う 。 ど ち ら も 、 個 人 で T O E I C テ ス ト を 目 指 す 学 生

に そ の 対 策 も カ バ ー す る テ キ ス ト を 使 用 し 、 全 ク ラ ス 統 一 テ キ

ス ト で あ る 。  

一 方 、 日 本 人 教 師 に よ る 「 英 語 1 」 は 比 較 的 学 習 し や す い 医

療 系 英 語 を 題 材 と し 、医 療 系 の 語 彙 や リ ー デ ィ ン グ を 学 習 す る 。

「 英 語 4 」 で は 、 専 門 教 育 の 有 機 化 学 、 生 物 系 、 臨 床 薬 学 の 学

習 の 進 行 に 対 応 さ せ 、 多 岐 に わ た る 薬 学 領 域 か ら 、 化 学 、 分 析

化 学 、 環 境 化 学 、 生 化 学 、 薬 理 学 、 微 生 物 学 、 薬 局 学 な ど を 例

に テ キ ス ト 文 献 や 論 文 を 読 む 。 こ れ ら に よ り 、 高 学 年 で の 、 研

究 室 等 で の 専 門 薬 学 英 語 や 学 術 集 会 で 使 用 さ れ る 英 語 を 学 ぶ た

め の 基 礎 能 力 を 養 う 。 選 択 英 語 の 「 英 語 5 」 は 化 学 系 英 語 、「 英

語 6 」 は 生 物 系 英 語 、「 英 語 7 」 は 医 療 系 英 語 に 特 化 し た 領 域 専

門 英 語 の 論 文 読 解 、 作 文 な ど を 学 習 す る 。  
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教 員 は 英 語 を ツ ー ル と し て 薬 学 を 学 ぶ 視 点 か ら 構 成 し て い る 。

日 本 人 教 員 は 、 ① 製 薬 、 薬 事 、 臨 床 関 連 の 英 語 翻 訳 の 実 務 家 、

② 薬 学 、 理 学 系 の 大 学 院 に て 専 門 領 域 を 履 修 し た 者 、 ③ 製 薬 企

業 で 薬 学 ・ 医 療 領 域 の 研 究 開 発 、 学 術 に 従 事 し た 者 、 ④ 薬 剤 師

な ど で あ る 。  

外 国 人 教 員 は 、 我 が 国 の 製 薬 、 医 療 関 連 企 業 で 実 務 英 語 教 育

の 実 績 や 、 T O E I C 、 T O E F L 講 師 の 経 験 、 可 能 な 限 り T E S O L あ

る い は C T E F L A 資 格 者 で 構 成 し て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

観 点 す べ て を 達 成 し て い る と 評 価 さ れ る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

今 後 、 オ ー ル ラ ウ ン ド の 英 語 運 用 力 の 向 上 の た め に 、 T O E I C

用 の 英 語 講 座 を 1 ～ 6 年 に わ た り 選 択 授 業 で 実 施 す る こ と と 及

び 作 文 に 重 点 を 置 い た 科 目 の 設 置 を 検 討 し た い 。  
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( ２ - ３ )  医 療 安 全 教 育  

基 準 ２ － ３ － １  

 

 薬 害 ・ 医 療 過 誤 ・ 医 療 事 故 防 止 に 関 す る 教 育 が 医 薬 品 の 安 全

使 用 の 観 点 か ら 行 わ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ３ - １ - １ 】  薬 害 ， 医 療 過 誤 ， 医 療 事 故 の 概 要 ， 背

景 及 び そ の 後 の 対 応 に 関 す る 教 育 が 行

わ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ３ - １ - ２ 】  教 育 の 方 法 と し て ， 被 害 者 や そ の 家 族 ，

弁 護 士 ， 医 療 に お け る 安 全 管 理 者 を 講

師 と す る な ど ， 学 生 が 肌 で 感 じ る 機 会

提 供 に 努 め る と と も に ， 学 生 の 科 学 的

か つ 客 観 的 な 視 点 を 養 う た め の 教 育 に

努 め て い る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  

薬 害 ・ 医 療 過 誤 ・ 医 療 事 故 防 止 に つ い て は 、「 薬 物 療 法 学 」「 薬

理 学 3（ 副 作 用 学 ）」「 薬 事 行 政 （ 制 度 ）・ 関 係 法 規 」 等 の 複 数 の

医 療 系 薬 学 科 目 の 授 業 に お い て 、 医 薬 品 を 安 全 使 用 す る た め に

多 角 的 な 観 点 か ら 教 育 し て い る 。  

3 年 次 に 開 講 さ れ る「 薬 物 療 法 学 」の 講 義 に お い て は 、薬 害 、

医 療 過 誤 、 医 療 事 故 の 概 要 を 解 説 し 、 特 に 薬 物 ア レ ル ギ ー に つ

い て は そ の 実 症 例 に も 触 れ 、 科 学 的 に メ カ ニ ズ ム を 解 説 し て い

る 。  

同 じ く 3 年 次 に 開 講 さ れ る 「 薬 理 学 3（ 副 作 用 学 ）」 に お い て

は 、 医 薬 品 の 副 作 用 に つ い て 、 そ の 歴 史 、 科 学 的 メ カ ニ ズ ム 、

防 止 法 の 解 説 を 行 っ て い る 。 危 険 を 回 避 し つ つ 、 疾 病 治 療 の た

め に 医 薬 品 の 効 果 を 最 大 限 に 発 揮 さ せ る こ と の 重 要 性 を 学 生 に

十 分 に 理 解 さ せ る よ う に 努 め 講 義 し て い る 。  

ま た 、「 薬 理 学 3 （ 副 作 用 学 ）」 の 講 義 の 1 コ マ 分 を 費 や し 、

「 全 国 薬 害 被 害 者 連 絡 協 議 会 」 よ り 講 師 を 招 き 、 特 別 講 演 を お

願 い し 、 学 生 が 薬 害 被 害 者 の 声 を 直 接 聞 く 機 会 を 設 け 、 学 生 が

肌 で 薬 害 を 感 じ る 機 会 の 提 供 に 努 め て い る 。 薬 害 被 害 者 に よ る

特 別 講 演 の 受 講 は 、「 薬 理 学 3 （ 副 作 用 学 ）」 の 単 位 取 得 の た め

の 必 須 条 件 と し て い る 。  

更 に 4 年 次 に 開 講 さ れ る 「 薬 事 行 政 （ 制 度 ）・ 関 係 法 規 」 に

お い て は 、 独 立 行 政 法 人 医 薬 品 医 療 機 器 総 合 機 構 法 に 基 づ い て

医 薬 品 の 副 作 用 、 生 物 由 来 製 品 を 介 し た 感 染 等 に よ る 健 康 被 害

に 対 す る 救 済 制 度 に つ い て 解 説 し て い る 。 そ れ ら の 制 度 の 制 定

- 29 - 
 



 

の 起 点 と な っ た 薬 害 と し て 、 サ リ ド マ イ ド 事 件 、 整 腸 剤 キ ノ ホ

ル ム に よ る ス モ ン （ S M O N 、 亜 急 性 脊 髄 視 神 経 症 ） 事 件 、 血 液

製 剤 に よ る H I V 感 染 事 件 等 に 関 し て 、 そ の 概 要 、 背 景 及 び そ の

後 の 対 応 に つ い て 講 義 し て い る 。 ま た 、 医 薬 品 や 生 物 由 来 製 品

に よ る 健 康 被 害 に 関 し て 、 そ れ ら の 予 防 や 健 康 被 害 が 発 生 し た

場 合 に 救 済 が 受 け ら れ る こ と に つ い て 、 患 者 に 情 報 提 供 で き る

よ う に 医 薬 品 副 作 用 被 害 救 済 制 度 と 生 物 由 来 製 品 感 染 等 被 害 救

済 制 度 の 仕 組 み に 関 し て も 教 育 し て い る 。  

医 薬 品 に よ る 特 に 重 篤 な 副 作 用 に つ い て は 、「重 篤 副 作 用 疾 患

別 対 応 マ ニ ュ ア ル （ 医 療 関 係 者 向 け ）」 の 利 用 に よ り 、 重 篤 な 副

作 用 の 概 要 等 が 把 握 で き る よ う に 指 導 し て い る 。 更 に 医 薬 品 の

相 互 作 用 等 に よ る 副 作 用 症 例 の 解 析 ・ 検 討 を 行 い 、 医 療 現 場 で

対 応 で き る よ う な 演 習 を 行 っ て い る 。  

医 療 事 故 に つ い て は 、「 医 薬 品 情 報 学 」 に お い て 「 ヒ ヤ リ ・ ハ

ッ ト 事 例 」 を も と に そ の 概 要 、 背 景 及 び そ の 後 の 対 応 に 関 す る

教 育 を 行 っ て い る 。  

実 務 に お け る 医 療 過 誤 防 止 、 医 療 事 故 防 止 に つ い て は 、 3 年

次 に 開 講 さ れ る 「 臨 床 薬 剤 学 」 に お い て 、 各 場 面 に 即 し た 対 応

に つ い て 講 義 し て い る 。 ま た 、 4 年 次 の 「 臨 床 調 剤 学 」 に お い

て は 、医 療 過 誤 や 医 療 事 故 が 起 き た と き の 対 応 策 、原 因 の 解 析 、

防 止 策 の 提 案 に つ い て P B L 形 式 の 授 業 を 実 施 し 、科 学 的 か つ 客

観 的 視 点 を 養 う 教 育 を 行 っ て い る 。  

以 上 の よ う に 医 薬 品 を 安 全 に 使 用 す る た め に 必 要 と な る 薬

害 ・ 医 療 過 誤 ・ 医 療 事 故 防 止 に 関 す る 知 識 を 十 分 に 習 得 さ せ る

た め 、 複 数 の 医 療 系 薬 学 科 目 に お い て 多 角 的 な 観 点 か ら 教 育 を

行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ．「 薬 物 療 法 学 」 の 講 義 は 3 年 次 に 行 わ れ て お り 、 症 例 へ の 学

生 の 理 解 は 十 分 で あ る と は 言 え な い が 、 早 期 に 症 例 に 触 れ る こ

と に よ り 、 上 級 学 年 で の 教 育 に つ な が る も の と 評 価 で き る 。  

 
2 ． 「 全 国 薬 害 被 害 者 連 絡 協 議 会 」 よ り 講 師 を 招 き 、 薬 害 被 害 者

の 声 を 直 接 、聞 く 機 会 を 与 え た こ と に よ り 、学 生 は 薬 害 や 医 療 過

誤 、医 療 事 故 の 悲 惨 さ を し っ か り と 認 識 し 、講 義 後 の 感 想 に お い

て も「 こ の よ う な 悲 劇 を 起 こ さ な い よ う に 、し っ か り 勉 強 し て お

か な く て は な ら な い と 感 じ た 」 等 の 内 容 が 際 立 っ て い た 。 ま た 、
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当 該 科 目 以 外 の 科 目 の 勉 強 に も ま じ め に 取 り 組 む よ う に な る と

い う 学 習 効 果 も 観 察 さ れ て い る 。  

 
3 ． 医 薬 品 の 安 全 使 用 の 観 点 か ら の 薬 害 ・ 医 療 過 誤 ・ 医 療 事 故

防 止 に 関 す る 教 育 は 、 全 般 的 に し っ か り と 行 わ れ て い る と 判 断

で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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( ２ - ４ )  生 涯 学 習 の 意 欲 醸 成  

基 準 ２ － ４ － １  

 医 療 人 と し て の 社 会 的 責 任 を 果 た す 上 で の 生 涯 学 習 の 重

要 性 を 認 識 さ せ る 教 育 が 行 わ れ て い る こ と 。  

 
 【 観 点  ２ - ４ - １ - １ 】  医 療 現 場 で 活 躍 す る 薬 剤 師 な ど に よ り

医 療 の 進 歩 や 卒 後 研 修 の 体 験 談 な ど に

関 す る 教 育 が 行 わ れ て い る こ と  。  

 

［ 現 状 ］  

3 年 次 後 期 の 「 臨 床 薬 剤 学 2 」 に お い て 、 2 名 の 病 院 薬 剤 師 に

よ る 講 義 が 行 わ れ て お り 、 病 院 で の 医 薬 品 情 報 の 活 用 や 抗 悪 性

腫 瘍 薬 の 調 製 な ど を 話 題 と し て 、 最 新 医 療 情 報 の 入 手 や 医 療 技

術 の 進 歩 に つ い て 学 習 す る こ と の 重 要 性 が 教 育 さ れ て い る 。 ま

た 、 4 年 次 前 期 の 「 薬 物 治 療 学 3 」 で は E B M に つ い て 講 義 を 行

い 、 薬 剤 師 と し て 常 に 最 新 の 医 療 技 術 や 薬 物 治 療 に つ い て の 知

識 を 入 手 し 、 患 者 や 医 療 従 事 者 に 伝 達 す る 必 要 が あ る こ と を 教

育 し て い る 。 4 年 次 に 実 施 さ れ る 「 臨 床 調 剤 学 1 」 で は 、 P B L

形 式 の 授 業 を 行 い 、「 医 療 チ ー ム の 構 成 、 各 構 成 員 の 役 割 、 連 携

と 責 任 体 制 を 学 び 、 チ ー ム 医 療 で 薬 剤 師 に 求 め ら れ る 知 識 ・ 技

能 ・ 態 度 を 理 解 す る 」 と い う 目 標 に 到 達 す る 過 程 の 中 で 、 薬 剤

師 と し て の 専 門 性 を 高 め る た め に 常 に 学 習 が 必 要 で あ る こ と を

学 生 に 認 識 さ せ て い る 。 さ ら に 、「 臨 床 薬 学 演 習 1 、 2 」 及 び 「 事

前 実 習 」 に お い て も 、 薬 剤 師 と し て 社 会 的 責 任 を 果 た す た め に

は 生 涯 に わ た り 勉 強 し 続 け る 必 要 が あ る こ と を 、 実 務 家 教 員 が

中 心 と な っ て 勉 強 会 や 学 会 へ の 参 加 な ど 自 身 の 体 験 談 を 交 え な

が ら 教 育 し て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 現 場 の 薬 剤 師 の 講 義 を と お し て 、 最 新 医 療 情 報 の 入 手 や 医

療 技 術 の 進 歩 に つ い て 学 習 す る こ と の 重 要 性 が 教 育 さ れ て い る 。 

 
2 ． 実 務 家 教 員 が 中 心 と な り 自 身 の 体 験 談 を 交 え な が ら 、 薬 剤

師 と し て 社 会 的 責 任 を 果 た す た め に は 生 涯 学 習 が 重 要 で あ る こ

と を 教 育 し て い る 。  
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［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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 ( ２ - ５ )  自 己 表 現 能 力  

基 準 ２ － ５ － １  

 自 分 の 考 え や 意 見 を 適 切 に 表 現 す る た め の 基 本 的 知 識 ， 技

能 及 び 態 度 を 修 得 す る た め の 教 育 が 行 わ れ て い る こ と 。  

 
 【 観 点  ２ - ５ - １ - １ 】  聞 き 手 及 び 自 分 が 必 要 と す る 情 報 を 把

握 し ， 状 況 を 的 確 に 判 断 で き る 能 力 を

醸 成 す る 教 育 が 行 わ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ５ - １ - ２ 】  個 人 及 び 集 団 の 意 見 を 整 理 し て 発 表 で

き る 能 力 を 醸 成 す る 教 育 が 行 わ れ て い

る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ５ - １ - ３ 】  全 学 年 を 通 し て 行 わ れ て い る こ と が 望

ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 で は 、 ま ず 1 年 次 の 集 中 授 業 「 自 己 の 探 求 」 に お い て 、

チ ー ム ビ ル デ ィ ン グ の 体 験 、 チ ー ム を つ く る 相 互 フ ィ ー ド バ ッ

ク の 体 験 、他 者 の 自 己 理 解 に 協 力 す る 体 験 を 通 じ て 、自 己 理 解 、

他 者 理 解 、 目 標 の 統 合 と い う チ ー ム ビ ル デ ィ ン グ の プ ロ セ ス を

学 ぶ 。 こ れ は 他 者 と 自 己 が 必 要 と す る 情 報 を 把 握 し て 状 況 を 的

確 に 判 断 す る た め の 基 本 的 知 識 、 技 能 、 態 度 を 習 得 す る こ と を

目 的 に し て い る 。 3 年 次 前 期 の 集 中 授 業 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

ス キ ル ベ ー シ ッ ク 」 は 、 良 識 あ る 社 会 人 と し て の 心 の あ り 方 や

行 動 の 基 本 を 学 び 対 人 対 応 力 の 素 地 を 育 む こ と を 目 指 し て い る 。

ま た 、 3 年 次 後 期 の 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 」 は 、 医 療 人

に 求 め ら れ る マ ナ ー と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 習 得 を 目 指 し 、

ケ ー ス ス タ デ ィ や ロ ー ル プ レ イ ン グ を 通 し て「 洞 察 力 ・ 傾 聴 力 ・

共 感 的 理 解 力 ・ 判 断 力 ・ 状 況 対 応 力 ・ 説 明 力 ・ 説 得 力 」 を 強 化

す る 教 育 を 実 施 し て い る 。 更 に 、 2 年 次 後 半 よ り 4 年 次 ま で に

実 施 さ れ て い る 基 礎 系 の 実 習 で は 、 少 人 数 グ ル ー プ に 分 か れ て

実 験 を 行 う が 、 実 験 結 果 を 解 析 し 解 釈 し た り 、 解 析 結 果 を 発 表

し た り す る 過 程 の 中 で 、 個 人 及 び グ ル ー プ 内 の 意 見 を 整 理 す る

能 力 が 身 に 付 け ら れ る よ う 教 育 し て い る 。  

一 方 、 4 年 次 の 実 務 実 習 事 前 学 習 に お い て も 少 人 数 グ ル ー プ

に 分 か れ て 問 題 立 脚 型 学 習 （ P B L ） 及 び 少 人 数 グ ル ー プ 討 論

（ S G D ） を 5 0 回 程 度 実 施 し て お り 、 自 分 の 考 え を 整 理 し 発 言

す る こ と 、 他 者 の 意 見 と 自 分 の 意 見 を 討 論 の 過 程 で 統 合 す る こ

と 、 グ ル ー プ 内 の 意 見 を 整 理 し 発 表 資 料 と し て ま と め る こ と 等
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を 体 験 さ せ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 で は 、 1 年 次 の 「 自 己 の 探 求 」 や 3 年 次 の 「 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン ス キ ル 」 等 の 授 業 を 実 施 し 、 他 者 と 自 己 が 必 要 と す る

情 報 を 把 握 し て 状 況 を 的 確 に 判 断 す る た め の 基 本 的 知 識 、技 能 、

態 度 を 習 得 さ せ て い る 。  

 
2 ． 2 年 次 後 半 よ り 4 年 次 ま で に 実 施 さ れ て い る 基 礎 系 の 実 習 及

び 実 務 実 習 事 前 学 習 に お い て 、 グ ル ー プ の 意 見 を 整 理 し て 発 表

す る 能 力 を 醸 成 す る 教 育 が 十 分 に 行 わ れ て い る 。  

 
3 ． 全 学 年 を 通 し て 、 自 分 の 考 え や 意 見 を 適 切 に 表 現 す る た め

の 教 育 が 十 分 に 実 施 さ れ て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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３  薬 学 教 育 カ リ キ ュ ラ ム  
 
（ ３ － １ ） 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 達 成 度  

基 準 ３ － １ － １  

  

教 育 課 程 の 構 成 と 教 育 目 標 が ， 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ

キ ュ ラ ム に 適 合 し て い る こ と 。  

【 観 点  ３ - １ - １ - １ 】 各 科 目 の シ ラ バ ス に 一 般 目 標 と 到 達

目 標 が 明 示 さ れ ， そ れ ら が 薬 学 教 育

モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 教 育 目

標 に 適 合 し て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 薬 学 部 は 平 成 1 6 年 度 設 置 の 新 設 学 部 で あ る た め 、 学 部

設 立 当 初 よ り コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 準 拠 し た カ リ キ ュ ラ ム を 設 定

し て い る 。 現 在 行 わ れ て い る 科 目 に つ い て は す べ て シ ラ バ ス に

科 目 別 の 到 達 目 標 が 明 示 さ れ て お り 、 各 科 目 別 の 授 業 計 画 表 に

は 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム に お け る 項 目 番 号 が 付 さ

れ て い る （ 資 料 ： シ ラ バ ス ）。 コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ た 薬 学 専

門 教 育 科 目 と し て 、「 薬 学 概 論 」「 医 薬 品 物 理 化 学 」「 放 射 性 医 薬

品 学 」「 医 薬 品 分 析 化 学 1 、 2 」「 医 薬 品 化 学 1 、 2 」「 医 薬 品 合 成

化 学 1 、 2 」「 物 理 薬 剤 学 」「 生 薬 化 学 1 、 2 」「 解 剖 学 1 、 2 」「 生

理 学 1 、 2 」「 生 化 学 1 、 2 」「 分 子 ・ 細 胞 生 物 学 」「 微 生 物 薬 品 化

学 1 、 2 」「 栄 養 化 学 」「 食 品 衛 生 学 」「 薬 理 学 1 ～ 3 」「 公 衆 衛 生

学 」「 環 境 衛 生 学 1 、 2 」「 病 理 学 」「 病 態 学 1 、 2 」「 薬 物 療 法 学 1 、

2 」「 薬 物 治 療 学 1 ～ 3 」「 製 剤 学 」「 薬 物 動 態 学 1 、 2 」「 臨 床 薬 剤

学 1 、 2 」「 医 薬 品 開 発 学 」「 臨 床 薬 学 」「 臨 床 調 剤 学 1 、 2 」「 薬

事 行 政 ・ 関 係 法 規 」「 一 般 用 医 薬 品 学 」「 臨 床 生 化 学 ・ 臨 床 検 査

学 」「 医 薬 品 情 報 学 」及 び こ れ ら の 科 目 に 対 す る 実 習 を 設 定 し て

い る 。 各 科 目 は こ の よ う に コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 準 ず る ス ケ ジ ュ

ー ル に 沿 っ て 授 業 が 行 わ れ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

 各 科 目 と も 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 項 目 を 網 羅

し 、 一 般 目 標 と 到 達 目 標 が 明 示 さ れ た シ ラ バ ス に よ る 授 業 が 行

わ れ て お り 、 コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 標 準 教 育 目 標 に 極 め て 良 く 適

合 し て い る 。  
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［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ３ － １ － ２  

各 到 達 目 標 の 学 習 領 域 に 適 し た 学 習 方 略 を 用 い た 教 育 が 行

わ れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  ３ - １ - ２ - １ 】 講 義 ， 演 習 ， 実 習 が 有 機 的 に 連 動 し て

い る こ と 。  

【 観 点  ３ - １ - ２ - ２ 】 医 療 現 場 と 密 接 に 関 連 付 け る た め ， 具

体 的 な 症 例 ， 医 療 現 場 で の 具 体 例 ， 製

剤 上 の 工 夫 な ど を 組 み 込 む よ う 努 め て

い る こ と 。  

【 観 点  ３ - １ - ２ - ３ 】 患 者 ・ 薬 剤 師 ・ 他 の 医 療 関 係 者 ・ 薬 事

関 係 者 と の 交 流 体 制 が 整 備 さ れ ， 教 育

へ 直 接 的 に 関 与 し て い る こ と が 望 ま し

い 。  

 

［ 現 状 ］  

各 科 目 は 基 礎 薬 学 系 （ 物 理 系 、 化 学 系 、 生 物 系 ） か ら 順 次 開

始 さ れ 、臨 床 薬 学 系 へ と 展 開 す る カ リ キ ュ ラ ム が 組 ま れ て お り 、

そ の 中 で 各 科 目 が 講 義 と 演 習 を 行 い な が ら 進 ん で い く 。 実 習 は

各 科 目 の 講 義 が 終 了 し 、 学 生 の 理 解 が 十 分 進 ん だ 後 に 講 義 内 容

に 沿 っ た 実 習 を 行 っ て い る 。 こ の よ う に 講 義 で 学 習 し た 内 容 に

つ い て の 理 解 を 深 め る と と も に 関 連 し た 技 能 を 習 得 さ せ る 構 成

と な っ て お り 、 講 義 と 実 習 が 有 機 的 に よ く 連 動 し て い る 。  

 臨 床 系 薬 学 科 目 と し て 、「 薬 物 治 療 学 」「 医 薬 品 情 報 学 」「 一 般

用 医 薬 品 学 」「 臨 床 薬 学 」「 臨 床 生 化 学 ・ 検 査 学 」「 医 薬 品 開 発 学 」

「 薬 業 経 済 学 」「 薬 事 行 政 ・ 関 係 法 規 」 で は 講 義 を 、「 薬 物 動 態

学 」「 製 剤 学 」「 薬 物 療 法 学 」「 生 薬 療 法 学 」「 臨 床 薬 剤 学 」 で は

講 義 と 実 習 を 、「 臨 床 調 剤 学 」「 臨 床 薬 学 演 習 」「 事 前 実 習 」 で は

演 習 と 実 習 が 行 な わ れ て い る 。 こ れ ら の 分 野 で は 臨 床 に 関 連 す

る 基 礎 的 な 知 識 か ら 、 実 際 の 臨 床 現 場 に お い て 必 要 な 知 識 と 実

技 の 全 て が 網 羅 さ れ て い る 。内 容 と し て は 薬 剤 師 の 使 命・倫 理 、

調 剤 手 技 、 医 薬 品 の 用 法 ・ 用 量 と 投 与 設 計 、 医 薬 品 の 管 理 、 処

方 解 析 、 服 薬 指 導 、 チ ー ム 医 療 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 、 地 域 医

療 の 役 割 、 一 般 用 医 薬 品 や 漢 方 薬 、 製 剤 法 、 バ イ タ ル サ イ ン の

採 取 、 臨 床 生 化 学 ・ 生 理 学 検 査 法 、 症 例 検 討 、 医 薬 品 情 報 収 集

と 提 供 等 で 、 医 療 現 場 に 即 応 で き る 高 度 な 授 業 内 容 と な っ て い

る 。 こ れ ら の 授 業 で は 講 義 ・ 実 習 に て 学 ぶ だ け で な く 、 与 え ら

れ た 課 題 に 沿 っ た 討 論 ・ 発 表 も 行 わ れ て い る 。 担 当 教 員 の 中 に

は 、 医 師 や 実 務 経 験 の 豊 富 な 実 務 家 教 員 が 多 数 い る 。 さ ら に 医

療 現 場 で 活 躍 す る 専 門 薬 剤 師 を 講 師 に 招 い て 、 感 染 制 御 薬 剤 師
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に よ る 「 院 内 感 染 」 の 講 義 や が ん 専 門 薬 剤 師 に よ る 「 抗 が ん 剤

の 調 製 」 な ど の 講 義 も 実 施 し て い る 。  

日 進 月 歩 の 激 し い 医 療 現 場 に 対 応 す る た め に 、 実 務 家 教 員 が

病 院 あ る い は 保 険 薬 局 で 実 務 を 行 う こ と や 、 近 隣 の 薬 剤 師 と の

定 期 的 な 懇 談 を 設 け る こ と に よ り 、 医 療 現 場 関 係 者 と の 交 流 は

充 分 に 図 ら れ て い る 。  
 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 各 科 目 の 講 義 、 演 習 、 実 習 は 内 容 、 時 間 的 に き わ め て 効 率

的 か つ 有 機 的 に 連 動 し て い る こ と は 評 価 で き る 。  

 
2 ． 臨 床 系 薬 学 科 目 は 、 コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム に 該 当 す る 項 目 に

と ど ま ら な い 多 彩 な カ リ キ ュ ラ ム 構 成 で あ る 。 臨 床 薬 剤 師 と し

て 、 臨 床 現 場 で 活 か さ れ る 教 育 を し て い る 事 は 評 価 で き る 。  

 
3 ． 臨 床 系 薬 学 科 目 の 演 習 ・ 実 習 で は 実 務 経 験 の 豊 富 な 薬 剤 師

が 主 導 し 、 か つ 医 療 現 場 か ら の 講 師 を 招 い て お り 、 多 く の 人 的

交 流 が な さ れ て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ３ － １ － ３  

  

各 ユ ニ ッ ト の 実 施 時 期 が 適 切 に 設 定 さ れ て い る こ と 。  

  
【 観 点  ３ - １ - ３ - １ 】  当 該 科 目 と 他 科 目 と の 関 連 性 に 配 慮

し た 編 成 を 行 い ， 効 果 的 な 学 習 が で

き る よ う 努 め て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

平 成 2 1 年 度 の 薬 学 部 に お け る 開 講 科 目 は 表 1 - 1 - 1 に 示 す と お

り で あ る 。  
 

1 .  講 義  

1 年 次 前 期 の 理 数 系 基 礎 科 目（ 理 科 、数 学 ）の 履 修 に 始 ま り 、

ま ず 基 礎 系 薬 学 科 目 を 中 心 に 履 修 し 、 学 年 が 進 行 す る に つ れ て

衛 生 系 薬 学 、 及 び 医 療 系 薬 学 科 目 へ と 履 修 科 目 が 有 機 的 に 関 連

性 を 保 ち な が ら シ フ ト し て い く よ う に 配 置 さ れ た カ リ キ ュ ラ ム

を 組 み 、 具 体 的 に は 以 下 の よ う に な っ て い る 。  

1 年 次 前 期 よ り 、「 薬 学 化 学 」 及 び ｢ 薬 学 数 学 ｣ 等 の 理 数 系 基 礎

科 目 の 履 修 を 開 始 し 、1 年 次 後 期 に は こ れ ら の 科 目 と 並 行 し て 、

「 医 薬 品 分 析 化 学 1 」「 医 薬 品 化 学 1 」「 生 化 学 1 」「 解 剖 学 1 」

等 薬 学 専 門 科 目 の う ち の 物 理 系 薬 学 、 化 学 系 薬 学 及 び 生 物 系 薬

学 分 野 の 基 礎 系 薬 学 科 目 の 履 修 を 開 始 し て い る 。  

2 年 次 前 期 も 引 き 続 き 、「 医 薬 品 物 理 化 学 」「 生 薬 化 学 1 」「 微

生 物 医 薬 品 学 1 」 等 の 物 理 系 、 化 学 系 及 び 生 物 系 薬 学 分 野 の 各

基 礎 系 薬 学 科 目 全 般 に 重 点 を お き 、 講 義 内 容 の 関 連 性 を 重 視 し

て 履 修 を 進 め て い る 。 一 方 、 衛 生 系 薬 学 科 目 の 「 栄 養 化 学 」 や

医 療 系 薬 学 科 目 の 「 薬 理 学 1 」 及 び 「 病 理 学 」 な ど の 履 修 も 開

始 し 、 履 修 科 目 が 基 礎 系 薬 学 科 目 単 独 か ら 、 衛 生 系 薬 学 、 医 療

系 薬 学 科 目 へ 徐 々 に シ フ ト し て い く 。 2 年 次 修 了 ま で に 基 礎 系

薬 学 専 門 科 目 の 物 理 系 、 化 学 系 及 び 生 物 系 薬 学 科 目 の 履 修 を 完

了 し 、 薬 学 全 領 域 の 基 礎 科 目 の 知 識 ・ 学 力 を 十 分 に 修 得 し た 上

で 衛 生 系 薬 学 及 び 医 療 系 薬 学 の 履 修 を 開 始 す る カ リ キ ュ ラ ム と

な っ て い る 。  

3 年 次 に お い て は 前 期 ・ 後 期 を 通 じ て 、 履 修 科 目 は 「 食 品 衛

生 学 」 及 び 「 環 境 衛 生 学 1 」 等 の 衛 生 系 薬 学 科 目 の ほ か 、「 薬 物

療 法 学 1 」「 薬 物 動 態 学 1 」「 臨 床 薬 剤 学 1 」 ｢ 薬 物 治 療 学 1 ｣ 等 の

医 療 系 薬 学 科 目 が 主 要 な 履 修 科 目 に な っ て い る 。  
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4 年 次 に お い て も 引 き 続 き 、「 医 薬 品 開 発 学 」「 臨 床 薬 学 」「 臨

床 調 剤 学 1 」「 薬 業 経 済 学 」 な ど の 医 療 系 薬 学 分 野 の 科 目 を 重 点

的 に 学 ぶ 。 更 に 法 規 ・ 制 度 関 連 科 目 の 「 薬 事 行 政 （ 制 度 ）・ 関 係

法 規 」 を 履 修 す る 。 4 年 次 修 了 時 点 で 「 臨 床 薬 学 2 」 を 除 く 、

必 修 科 目 で あ る す べ て の 薬 学 専 門 科 目 の 学 習 を 修 了 す る 。  

5 年 次 に お い て は 保 険 薬 局 、 病 院 薬 局 に お け る 各 々 1 1 週 間 に

わ た る 実 務 実 習 が 中 心 と な る 。 実 務 実 習 が 行 わ れ ず 学 生 が 大 学

に 登 校 で き る 期 間 を 利 用 し て 、 集 中 講 義 形 式 で 医 療 系 薬 学 科 目

の「 臨 床 薬 学 2（ 症 例 検 討 ・ カ ン フ ァ レ ン ス ）」を 履 修 す る ほ か 、

「 英 語 」 や 「 製 薬 産 業 論 」 な ど の 選 択 科 目 を 配 置 し て い る 。 ま

た 学 生 は 各 研 究 室 に 配 属 さ れ て 卒 業 研 究 を 開 始 す る 。  

6 年 次 に お い て は 卒 業 研 究 と 薬 学 総 合 演 習 が 主 体 と な り 、 選

択 科 目 と し て 、「 医 療 福 祉 学 」「 薬 学 疫 学 」「 香 料 学 」「 臨 床 開 発

各 論 」 等 を 開 講 す る 。  

以 上 の よ う に 1 年 次 前 期 に 理 科 ・ 数 学 な ど の 理 数 系 基 礎 科 目

を 履 修 し 、 後 期 か ら 薬 学 専 門 科 目 教 育 を 開 始 し 、 基 礎 系 薬 学 科

目 を 履 修 し た 後 に 衛 生 系 薬 学 、 医 療 系 薬 学 科 目 を 履 修 す る と い

う よ う に 学 年 進 行 に 伴 い 履 修 分 野 が 基 礎 系 か ら 医 療 系 各 分 野 ・

各 科 目 が 配 置 さ れ て お り 、 互 い に 関 連 す る 科 目 が 有 機 的 に 連 結

し た 形 態 で 学 年 進 行 と と も に 履 修 で き る よ う に 配 慮 し て い る 。  

 
2 .  実 習  

す べ て の 科 目 の 学 生 実 習 は 対 応 す る 講 義 の 履 修 が 修 了 し た 後

に 行 う と い う 形 式 の カ リ キ ュ ラ ム と な っ て い る 。 講 義 で 学 ん だ

内 容 を 実 習 で 実 験 を 行 う こ と に よ り 再 確 認 し て 理 解 を 深 め る と

同 時 に 講 義 内 容 に 関 連 し た 技 能 を 修 得 す る こ と を 目 標 と し て 実

習 を 行 っ て い る 。 こ の よ う な カ リ キ ュ ラ ム の 特 性 上 、 実 習 も 基

礎 系 薬 学 科 目 か ら 開 始 し 、 順 次 、 衛 生 系 薬 学 、 医 療 系 薬 学 科 目

関 連 の 実 習 へ と シ フ ト し て い く よ う に 配 置 さ れ て い る 。  
 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 上 述 の よ う に 1 、 2 年 次 に 基 礎 系 薬 学 科 目 を 重 点 的 に 学 び 、

そ の 後 の 衛 生 系 薬 学 、 医 療 系 薬 学 科 目 の 履 修 に 向 け て 、 基 礎 薬

学 分 野 の 知 識 ・ 学 力 を 確 実 に 修 得 さ せ る よ う に 配 慮 し て い る 。  

 
2 ． 学 年 進 行 に 伴 い 基 礎 系 薬 学 科 目 か ら 衛 生 系 薬 学 、 医 療 系 薬

学 科 目 へ と 履 修 科 目 を シ フ ト さ せ て 配 置 す る こ と に よ り 、 各 系
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列 の 関 連 科 目 が 有 機 的 に 連 結 し た 形 態 で 学 年 進 行 と と も に 履 修

で き る よ う に 配 慮 し 、 講 義 内 容 に つ い て の 学 生 の 理 解 度 を よ り

一 層 高 め る こ と が で き る よ う に 工 夫 し て い る 。 そ の 結 果 、 定 期

試 験 や 最 終 学 年 に 行 う 薬 学 総 合 演 習 試 験 の 結 果 か ら 、 学 生 は 各

科 目 に 関 し て 一 定 水 準 以 上 の 学 力 を 身 に つ け て い る と 評 価 で き

る 。  

 
3 ． ま た 各 科 目 の 学 生 実 習 に つ い て は 、 対 応 す る 当 該 科 目 の 講

義 が す べ て 修 了 し た 後 に 実 習 を 行 う の で 、 自 ず と 学 生 実 習 も 基

礎 系 薬 学 科 目 か ら 開 始 し 、 順 次 、 衛 生 系 薬 学 、 医 療 系 薬 学 関 連

科 目 の 実 習 へ と シ フ ト し て い き 、 実 習 に お い て も 各 分 野 ・ 各 系

列 の 互 い の 関 連 性・連 動 性 を 十 分 に 配 慮 し た 配 置 に な っ て い る 。

そ の 結 果 、 技 能 の 修 得 度 も 高 く 、 実 際 に 各 実 習 に つ い て 提 出 さ

れ た レ ポ ー ト 等 の 採 点 結 果 か ら 、学 生 は 実 習 内 容 を よ く 理 解 し 、

結 果 の 考 察 も 十 分 で き て お り 、 学 生 に と っ て 充 実 し た 実 習 と な

っ て い る と 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  

- 42 - 
 



 

基 準 ３ － １ － ４  

薬 剤 師 と し て 必 要 な 技 能 ， 態 度 を 修 得 す る た め の 実 習 教 育

が 行 わ れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  ３ - １ - ４ - １ 】 科 学 的 思 考 の 醸 成 に 役 立 つ 技 能 及 び

態 度 を 修 得 す る た め ， 実 験 実 習 が 十

分 に 行 わ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ３ - １ - ４ - ２ 】 実 験 実 習 が ， 卒 業 実 習 や 実 務 実 習 の

準 備 と し て 適 切 な 内 容 で あ る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  

科 学 的 思 考 の 醸 成 に 役 立 つ 技 能 及 び 態 度 を 修 得 す る た め 、 基

礎 薬 学 系 科 目 に お い て は 実 験 系 実 習 が 2 年 次 よ り 、 ま た 臨 床 薬

学 系 科 目 に つ い て は 臨 床 系 実 習 が 3 年 次 よ り 、 月 曜 か ら 木 曜 ま

で 2 コ マ ／ 日 で 4 年 次 後 期 ま で 継 続 し て 行 わ れ る 。 実 習 科 目 と

し て 「 医 薬 品 分 析 化 学 実 習 」「 医 薬 品 物 理 化 学 実 習 」「 医 薬 品 化

学 ・ 合 成 化 学 実 習 」「 生 理 学 ・ 解 剖 学 実 習 」「 生 化 学 実 習 」「 薬 理

学 実 習 」「 製 剤 学 実 習 」「 生 薬 化 学 実 習 」「 微 生 物 医 薬 品 学 実 習 」

「 生 薬 療 法 学 実 習 」「 薬 物 動 態 学 実 習 」「 安 全 性 学 実 習 」「 薬 物 療

法 学 実 習 」「 基 礎 調 剤 実 習 」「 臨 床 薬 学 演 習 1 、 2 」 を 設 定 し て お

り 、 こ れ ら の 実 習 で は 各 科 目 の 講 義 内 容 に 沿 っ た 実 験 や 実 習 が

組 ま れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 実 習 に お い て は 物 理 ・ 化 学 ・ 生 物 学

的 な 手 法 を 学 ぶ と と も に 、 実 習 全 体 の プ ロ セ ス を 経 て 得 ら れ た

デ ー タ を 解 析 し 、 そ の 結 果 ・ 考 察 を レ ポ ー ト に ま と め 、 ま た 実

習 後 に 口 頭 発 表 会 を 行 う 等 の 過 程 を 経 る こ と に よ っ て 、 理 論 的

な 考 察 力 と 情 報 発 信 力 を 育 成 し て い る 。 例 え ば 「 医 薬 品 分 析 化

学 実 習 」 で は 、 分 析 技 能 の 習 得 、 数 量 処 理 能 力 の 訓 練 、「 医 薬 品

物 理 化 学 実 習 」 で は 物 理 化 学 の 原 理 に 基 づ き 分 光 学 的 な 実 験 に

よ り 生 体 分 子 の 計 測 実 験 を 行 う 。「 医 薬 品 化 学 ・ 合 成 化 学 実 習 」

で は 、 実 際 に い く つ か の 基 本 的 な 化 学 合 成 を 自 ら 実 験 実 習 し 、

「 生 薬 化 学 実 習 」 で は 生 薬 本 体 の 扱 い や 生 物 工 学 的 な 取 り 扱 い

を 行 う 。「 生 化 学 実 習 」「 微 生 物 医 薬 品 学 実 習 」 で は 通 常 の 実 験

実 習 に 加 え て 分 子 生 物 学 を 実 際 に 学 習 す る よ う 、 遺 伝 子 工 学 の

基 礎 実 験 や 遺 伝 子 工 学 技 術 を 用 い た 生 産 技 術 の 実 習 を 行 う 。「薬

物 療 法 学 」 の 実 習 は 症 例 中 心 に 治 療 計 画 の 立 案 を E B M に 基 づ

き 学 習 す る 。「 臨 床 薬 学 演 習 」「 基 礎 調 剤 実 習 」 は 学 内 に お け る

模 擬 薬 局 等 の 実 習 室 に お い て 、 保 険 薬 局 ・ ド ラ ッ グ ス ト ア 、 病

院 薬 局 を 想 定 し て 実 施 さ れ 、 保 険 薬 局 に お け る 保 険 調 剤 、 健 康

保 険 法 、 疑 義 照 会 、 薬 歴 管 理 、 服 薬 指 導 、 調 剤 報 酬 算 定 、 病 院
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薬 局 に お け る 処 方 箋 の 受 付 か ら 投 薬 ま で の 流 れ 、 錠 剤 、 酸 剤 、

水 剤 、 外 用 剤 の 調 剤 、 製 材 、 T D M 、 医 薬 品 情 報 な ど を 行 う 。  

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 実 習 は 2 年 次 後 期 以 降 で は 重 要 な 科 目 と し て 位 置 付 け て お

り 、 4 年 次 ま で の 平 日 の 午 後 は ほ と ん ど 実 習 に 充 て ら れ る 。 こ

の よ う に 実 習 時 間 と し て 十 分 な 時 間 を 確 保 し て い る 。  

 

2 ． 基 礎 薬 学 系 の 実 習 で は 理 論 的 な 思 考 や 理 解 力 を 養 う と と も

に 、 卒 業 研 究 に 必 要 な 基 本 技 術 を 身 に つ け 、 さ ら に 結 果 を 解 析

し 、 考 察 す る 過 程 を 組 み 入 れ た レ ポ ー ト 作 成 を 行 う こ と に よ っ

て 科 学 的 な 思 考 や 技 能 を 習 得 し て い る 。 ま た 、 臨 床 系 実 習 で は

基 礎 調 剤 実 習 、 ベ ッ ド サ イ ド 実 習 な ど 実 務 実 習 に 直 結 し た 内 容

と な っ て い る 。  

 

3 ． こ れ ら の 実 習 内 容 は コ ア カ リ キ ュ ラ ム に お け る 到 達 目 標 を

網 羅 し て お り（ シ ラ バ ス 参 照 ）、卒 業 研 究 や 実 務 実 習 の 準 備 と し

て 適 切 な 内 容 で あ る と 評 価 で き る 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ３ － １ － ５  

 

学 生 の 学 習 意 欲 が 高 ま る よ う な 早 期 体 験 学 習 が 行 わ れ て い

る こ と 。  

 
【 観 点  ３ - １ - ５ - １ 】  薬 剤 師 が 活 躍 す る 現 場 な ど を 広 く 見

学 さ せ て い る こ と 。  

【 観 点  ３ - １ - ５ - ２ 】  学 生 に よ る 発 表 会 ， 総 合 討 論 な ど ，

学 習 効 果 を 高 め る 工 夫 が な さ れ て い

る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  
1 年 次 前 期 の 「 薬 学 概 論 」 の 授 業 の 一 環 と し て 、 対 象 学 生 全

員 に 以 下 の 早 期 体 験 実 習 を 実 施 し て い る 。 実 施 に 先 立 ち 、 実 習

施 設 と 事 前 に 連 携 を 取 り 、 早 期 体 験 実 習 の 実 施 内 容 に つ い て 話

し 合 い 、 十 分 な 効 果 が 得 ら れ る よ う に 準 備 し て い る 。  

大 手 調 剤 薬 局 の 薬 剤 師 を 講 師 と し て 導 入 講 義 を 行 っ た 後 、 病

院 薬 局 及 び 保 険 薬 局 体 験 実 習 を そ れ ぞ れ ２ 時 間 ず つ 実 施 し 、 薬

剤 師 が 活 躍 す る 現 場 を 広 く 見 学 さ せ て い る 。 ま た 、 病 院 で は 病

棟 で 薬 剤 師 と 医 療 従 事 者 と の 関 わ り を 体 感 し 、 保 険 薬 局 で は 施

設 に よ り 軟 膏 調 剤 や 水 剤 の 矯 臭 体 験 な ど を 取 り 入 れ る よ う に し

て い る 。 早 期 体 験 学 習 実 施 後 に 、 1 0 名 ず つ の 班 に 分 か れ て ス モ

ー ル グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン （ S G D ） を 行 い 、 体 験 し た 内 容

を 発 表 資 料 と し て ま と め さ せ て い る 。 最 後 に 発 表 会 を 行 い 、 体

験 内 容 を 共 有 化 し て い る 。 ま た 、 早 期 体 験 実 習 前 後 に 試 験 を 実

施 し 、 実 習 の 教 育 効 果 を 確 認 す る と と も に 、 ア ン ケ ー ト 調 査 を

行 っ て い る 。  
 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 病 院 薬 局 及 び 保 険 薬 局 体 験 実 習 で は 、 薬 剤 師 が 活 躍 す る 現

場 を 広 く 見 学 さ せ て い る 。 薬 剤 師 と 医 療 従 事 者 と の 関 わ り の 体

験 、 軟 膏 調 剤 、 水 剤 の 矯 臭 体 験 な ど 、 印 象 に 残 る 実 習 を 取 り 入

れ る よ う 、 施 設 に お 願 い し て い る 。  

 
2 ． 体 験 実 習 終 了 後 に 1 0 名 ず つ の 班 に 分 か れ て S G D を 行 い 、

体 験 し た 内 容 の 詳 細 を 発 表 会 で 発 表 さ せ て い る 。  

 
3 ． 実 習 前 後 の ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 で は 、 医 療 人 と し て の 意

識 や モ チ ベ ー シ ョ ン が な い と 回 答 し た 学 生 が 減 少 し て い る 。 ま
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た 、 早 期 体 験 実 習 を 通 じ て 、 将 来 の 薬 剤 師 と し て の 目 標 が 明 ら

か で な い と 回 答 し た 学 生 も 減 少 し 、 学 生 の 学 習 意 欲 が 高 ま っ て

い る こ と が 確 認 で き て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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（ ３ － ２ ） 大 学 独 自 の 薬 学 専 門 教 育 の 内 容  

基 準 ３ － ２ － １  

大 学 独 自 の 薬 学 専 門 教 育 の 内 容 が ， 理 念 と 目 標 に 基 づ い て

カ リ キ ュ ラ ム に 適 確 に 含 ま れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  ３ - ２ - １ - １ 】 大 学 独 自 の 薬 学 専 門 教 育 と し て ， 薬

学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム 及

び 実 務 実 習 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ

ム 以 外 の 内 容 が カ リ キ ュ ラ ム に 含 ま

れ て い る こ と 。  

【 観 点  ３ - ２ - １ - ２ 】 大 学 独 自 の 薬 学 専 門 教 育 内 容 が ， 科

目 あ る い は 科 目 の 一 部 と し て 構 成 さ

れ て お り ， シ ラ バ ス 等 に 示 さ れ て い

る こ と 。  

【 観 点  ３ - ２ - １ - ３ 】 学 生 の ニ ー ズ に 応 じ て ， 大 学 独 自 の

薬 学 専 門 教 育 の 時 間 割 編 成 が 選 択 可

能 な 構 成 に な っ て い る な ど 配 慮 さ れ

て い る こ と が 望 ま し い 。  

［ 現 状 ］  

本 学 薬 学 部 教 育 の 根 幹 を な し て い る 仏 教 精 神 の 涵 養 及 び 薬 剤

師 と し て の 倫 理 的 使 命 観 の 確 立 を 目 的 と し て 、 1 年 次 に 「 仏 教

概 説 1  ( 自 己 を み つ め る ) 」 及 び 「 仏 教 概 説 2  ( 仏 教 と 薬 学 ) 」、

4 年 次 に 「 人 の 生 死 を 学 ぶ ( 生 命 倫 理 ・ 医 療 倫 理 学 ) 」 及 び 「 人

の 生 死 を 学 ぶ ( 死 生 学 ) 」 を 必 修 科 目 と し て 位 置 づ け て い る 。  

1 年 次 の 前 後 期 、 毎 週 1 回 の 授 業 「 仏 教 概 説 」 に お い て は 、

本 学 の 建 学 精 神 の 基 盤 を 形 成 す る 仏 教 思 想 の 学 び を 通 し て 、 医

療 人 と し て の 薬 剤 師 に 必 要 な 共 感 的 態 度 及 び 人 と の 信 頼 関 係 を

醸 成 す る 態 度 を 身 に 付 け さ せ る こ と を 目 指 し て い る 。 ま た 、 仏

教 と 医 療 及 び 仏 教 と 薬 物 と の 関 わ り を 学 ぶ な か で 、 ア ジ ア 世 界

に 伝 承 さ れ て き た 薬 や 医 療 の 一 端 を 明 ら か に し 多 面 的 な 薬 学 理

解 へ の 一 助 と な る こ と を 企 図 し て い る 。  

4 年 次 の 「 人 の 生 死 を 学 ぶ 」 で は 、 ひ た す ら 患 者 の 立 場 か ら

の 生 命 倫 理 ・ 医 療 倫 理 学 に 徹 す る こ と に よ っ て 、 患 者 の 痛 み を

理 解 し 、 患 者 と と も に 歩 む 薬 剤 師 の 育 成 に 寄 与 し 、 ビ デ オ 教 材

を 的 確 に 導 入 し て 、 実 際 の 医 療 現 場 の 様 子 や 患 者 の 闘 病 生 活 に

つ い て 学 生 が 肌 で 感 じ る こ と が で き る よ う な 授 業 展 開 に な っ て

い る 。 が ん 告 知 や イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト に 関 し て は 比 較

文 化 的 考 察 を 行 う な ど 、 コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 内 容 以 外 の 要 素 も

織 り 込 ん で い る 。 こ れ ら 本 学 独 自 の ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 教 育 を 基 礎

と し て 、 本 学 薬 学 部 の 目 的 の 一 つ 「 医 療 人 と し て 慈 悲 の 心 を 持
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っ て 生 活 者 に 対 応 で き る 人 材 の 育 成 」 を 行 っ て い る 。  

次 に 本 学 薬 学 部 で は 香 粧 薬 学 系 科 目 と 製 薬 産 業 系 科 目 を 用 意

し て 、「 発 展 す る 香 粧 品 分 野 で 活 躍 で き る 人 材 の 育 成 」 と 「 医 薬

品 開 発 関 連 分 野 で 活 躍 で き る 人 材 の 育 成 」 を 目 指 し て い る 。 香

粧 薬 学 系 科 目 と し て 、 1 年 次 の 必 修 科 目 「 香 粧 品 概 論 」 を 通 し

て 、 香 粧 品 が 薬 事 法 で 定 義 さ れ て い る 化 粧 品 の み な ら ず 医 薬 部

外 品 を 含 む こ と 、 さ ら に 基 礎 科 学 の 進 歩 に 加 え 、 医 学 薬 学 の 進

歩 に よ り 香 粧 品 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 の た め に よ り

専 門 的 な 知 識 や 技 能 が 必 要 と な っ た こ と を 受 け て 、 薬 剤 師 に 新

た な 活 躍 の 場 が 与 え ら れ た こ と な ど を 学 習 す る 。2 ～ 5 年 次 に か

け て 選 択 科 目 の 「 香 粧 品 学 1  ( 皮 膚 健 康 科 学 ) 」「 香 粧 品 学 2  ( 化

粧 社 会 学 ) 」「 香 粧 品 学 3  ( 化 粧 品 原 材 料 ・ 製 造 学 ) 」「 香 粧 品 学

4  ( 化 粧 品 評 価 学 ) 」 及 び 「 化 粧 品 産 業 論 」 を 開 講 し 、 香 粧 品 を

多 面 的 な 側 面 か ら 学 習 し 、 さ ら に 実 習 を 含 め て 、 ス キ ン ケ ア 、

メ ー ク ア ッ プ な ど の 化 粧 技 術 、 及 び 化 粧 品 販 売 に お け る 薬 剤 師

と し て の ア ド バ イ ス 業 務 な ど を 学 ぶ 。  

ま た 、 薬 剤 師 と し て の 専 門 知 識 と 実 践 力 を 製 薬 産 業 界 に お い

て も 有 効 に 生 か す た め に 、製 薬 産 業 系 科 目 と し て 、4 年 次 の「 医

薬 品 開 発 学 」 及 び 「 薬 業 経 済 学 」 の 必 修 科 目 に 加 え て 、 5 年 次

よ り 「 生 産 技 術 論 」 ｢ 製 薬 産 業 論 ｣「 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 2 」「 薬 剤

疫 学 」「 臨 床 開 発 各 論 」 を 選 択 科 目 と し て 開 講 予 定 で あ る 。 医 薬

品 の 研 究 か ら 臨 床 試 験 、 医 薬 品 市 販 後 調 査 、 経 済 理 論 の 医 薬 分

野 へ の 応 用 な ど 、 営 業 業 務 を 含 み 実 際 に 新 薬 が 社 会 に 供 給 さ れ

る ま で を 広 く 学 習 す る 。 勿 論 5 年 次 に 配 さ れ た 科 目 は 実 務 実 習

の な い 時 期 ( 4 ～ 5 月 、 1 1 ～ 1 2 月 ) に 集 中 講 義 と し て 配 し 、 こ れ

ら の 科 目 に 興 味 を 持 つ 学 生 は 全 員 受 講 で き る よ う に 配 慮 し て い

る 。  

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 の 建 学 精 神 の 基 盤 を 形 成 す る 仏 教 思 想 の 学 び を 通 し て

の ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 教 育 ・ 医 療 倫 理 教 育 は 、 本 学 独 自 の も の で あ

る 。 ま た 、 必 修 科 目 と し て 「 人 の 生 死 を 学 ぶ 」 を 4 年 次 に 配 し

た の は 、 ま も な く 始 ま る 実 務 実 習 に 向 け て 、 学 生 が ” 患 者 と の

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ” を 学 ぼ う と す る モ チ ベ ー シ ョ ン を 高 め 、

医 療 に 関 す る 倫 理 的 ・ 社 会 的 諸 問 題 に 積 極 的 に 対 峙 す る 姿 勢 を

強 化 す る 時 期 と の 判 断 に 基 づ く 。 学 生 の ニ ー ズ に 沿 っ た カ リ キ

ュ ラ ム 設 定 と 考 え る 。  
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2 ． 本 学 薬 学 部 の 理 念 、 目 標 、 目 的 に 基 づ く 人 材 育 成 の た め に 、

薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム 以 外 の 本 学 独 自 の 薬 学 専 門

教 育 内 容 を 含 む 「 香 粧 薬 学 系 科 目 」 と 「 製 薬 産 業 系 科 目 」 を 数

多 く 開 講 し 、 学 生 の 将 来 進 む べ き 道 の 選 択 肢 を 広 め て い る こ と

は 評 価 で き る 。  

 

3 ． ま た 、 総 合 大 学 の 利 点 を 生 か し 、 本 学 他 学 部 か ら 履 修 許 可

の 出 て い る 文 系 セ ル フ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト 科 目 を 、 薬 学 部 の 時

間 割 の 空 い た 時 限 に 、 薬 学 部 学 生 が 受 講 で き る シ ス テ ム も 構 築

し て い る ( 表 2 - 2 - 1 - 2 参 照 ) 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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（ ３ － ３ ） 薬 学 教 育 の 実 施 に 向 け た 準 備  

基 準 ３ － ３ － １  

学 生 の 学 力 を ， 薬 学 教 育 を 効 果 的 に 履 修 で き る レ ベ ル ま で

向 上 さ せ る た め の 教 育 プ ロ グ ラ ム が 適 切 に 準 備 さ れ て い る こ

と 。  

 
【 観 点  ３ - ３ - １ - １ 】 個 々 の 学 生 の 入 学 ま で の 履 修 状 況 等

を 考 慮 し た 教 育 プ ロ グ ラ ム が 適 切 に

準 備 さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ３ - ３ - １ - ２ 】 観 点 ３ - ３ - １ - １  に お け る 授 業 科 目

の 開 講 時 期 と 対 応 す る 専 門 科 目 の 開

講 時 期 が 連 動 し て い る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  
本 学 で は 学 生 の 学 力 を 薬 学 教 育 の 履 修 に 必 須 の レ ベ ル ま で 向

上 さ せ る た め に 入 学 前 、 及 び 入 学 後 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て

い る 。  

 
＜ 入 学 前 教 育 プ ロ グ ラ ム ＞  

入 学 者 は 入 学 前 年 度 の 秋 に 行 わ れ る 推 薦 入 試 、 及 び A O 入 試

を 受 験 し て 入 学 す る い わ ゆ る 前 期 入 試 に よ り 選 抜 さ れ て 入 学 す

る グ ル ー プ と 1 月 ～ 2 月 に 行 わ れ る 一 般 入 試 ・ セ ン タ ー 入 試 使

用 の 後 期 入 試 に よ り 選 抜 さ れ て 入 学 す る グ ル ー プ の 2 つ に 大 別

さ れ る 。こ の う ち 前 期 入 試 の 推 薦 入 試 、及 び A O 入 試 合 格 者 は 、

入 学 決 定 後 、 翌 年 4 月 の 大 学 入 学 ま で の 期 間 が 長 い た め 、 入 学

時 ま で 学 力 を 一 定 の 水 準 に 維 持 、 さ ら に は 向 上 さ せ る こ と が 重

要 な 課 題 と な っ て い る 。 そ こ で 推 薦 入 試 、 及 び A O 入 試 合 格 者

に 対 し て は 、入 学 ま で 学 習 を 継 続 さ せ る た め に 2 月 上 旬 に 数 学 、

化 学 、 物 理 、 生 物 に つ い て 基 礎 学 力 テ ス ト を 行 う こ と と し 、 2

月 中 旬 に は そ の テ ス ト 問 題 の 解 説 （ 化 学 と 生 物 ） を 行 い 、 同 時

に 問 題 集 も 配 布 し て 、 入 学 ま で 自 習 さ せ る こ と と し 、 4 月 入 学

後 、 後 期 入 試 合 格 者 と と も に 数 学 と 理 科 3 科 目 （ 化 学 、 生 物 、

物 理 ） の プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト を 受 験 さ せ て い る 。  

 
＜ 入 学 後 教 育 プ ロ グ ラ ム ＞  

全 入 学 者 に 対 し て 、 4 月 の 入 学 直 後 に 数 学 、 化 学 、 物 理 、 生

物 に つ い て プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト を 行 っ て い る 。 そ の テ ス ト 結

果 を 分 析 し 、 各 科 目 に つ い て の 基 礎 学 力 が 不 十 分 で あ る と 判 定

さ れ た 場 合 に は 、 そ の 後 の 薬 学 専 門 科 目 を 学 習 す る 上 で 問 題 と
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な る 。 そ こ で 数 学 、 化 学 、 物 理 、 生 物 、 そ れ ぞ れ の 科 目 に つ い

て の 基 礎 学 力 が 不 十 分 で あ る と 判 定 さ れ た 学 生 に つ い て は 、 1

年 次 前 期 に 該 当 す る 科 目 の 補 習 を 受 講 さ せ る カ リ キ ュ ラ ム に な

っ て お り 、 補 習 の 最 後 に 確 認 テ ス ト を 行 う こ と に よ り 、 補 習 効

果 を 高 め て い る 。 こ の 補 習 を 行 う こ と に よ り 、 大 学 入 学 ま で に

十 分 な 学 力 を 形 成 で き な か っ た 数 学 、 及 び 理 科 の 各 科 目 に つ い

て 学 力 を 向 上 さ せ 、 薬 学 専 門 科 目 の 学 習 に 支 障 が 生 じ な い よ う

に 指 導 し て い る 。 1 年 次 前 期 に 補 習 を 行 い 、 1 年 次 後 期 に 開 始

さ れ る 基 礎 薬 学 専 門 科 目 で あ る 「 医 薬 品 化 学 1 」「 医 薬 品 合 成 化

学 1 」「 医 薬 品 分 析 化 学 1 」「 解 剖 学 1 」「 生 理 学 1 」「 生 化 学 1 」

の 学 習 に 備 え る カ リ キ ュ ラ ム と な っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． ＜ 入 学 前 教 育 プ ロ グ ラ ム ＞  

上 述 の よ う に 前 期 入 試 合 格 者 に つ い て は 、 入 学 前 よ り 数 学 、

理 科 3 科 目（ 化 学 、生 物 、物 理 ）の 学 力 水 準 を 一 定 以 上 に 維 持 ・

向 上 さ せ る た め の 試 験 ・ 問 題 解 説 ・ 問 題 集 の 自 習 等 の カ リ キ ュ

ラ ム を 組 ん で 実 践 し て お り 、 当 該 学 生 に つ い て 入 学 前 に 行 わ れ

る 基 礎 学 力 テ ス ト よ り も 入 学 後 に 行 わ れ る プ レ イ ス メ ン ト テ ス

ト に お い て 得 点 率 が 上 昇 し て い る （ 例 ； 化 学 は 約 6 0 ％ か ら 約

8 0 ％ に 、 生 物 は 約 5 5 ％ か ら 約 7 0 ％ に 上 昇 ） こ と か ら 、 こ の 入

学 前 カ リ キ ュ ラ ム が 有 意 義 で あ る こ と が 確 認 で き て い る 。  

 
2 ． ＜ 入 学 後 教 育 プ ロ グ ラ ム ＞  

ま た 、 入 学 直 後 に 行 わ れ る プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト の 結 果 、 数

学 、 理 科 3 科 目 （ 化 学 、 生 物 、 物 理 ） に つ い て 一 定 の 基 礎 学 力

に 到 達 し て い な い 学 生 に は 、 そ れ ぞ れ の 科 目 に つ い て 1 年 次 前

期 に 補 習 の 受 講 を 義 務 づ け 、 補 習 の 確 認 テ ス ト も 行 っ て お り 、

当 該 学 生 に つ い て 入 学 直 後 の プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト よ り も 補 習

の 確 認 テ ス ト に お け る 得 点 率 が 上 昇 し て い る （ 例 ； 生 物 は 約

5 0 ％ か ら 約 8 0 ％ に 、 物 理 は 約 3 5 ％ か ら 約 7 5 ％ に 上 昇 ） こ と か

ら 、 学 力 水 準 が 向 上 し て い る と 高 く 評 価 で き る 。  

 
3 ． 以 上 の よ う に 個 々 の 学 生 の 入 学 ま で の 履 修 状 況 等 を 考 慮 し

た 教 育 プ ロ グ ラ ム を 「 入 学 前 教 育 プ ロ グ ラ ム 」、 及 び 「 入 学 後 教

育 プ ロ グ ラ ム 」 と し て 実 施 し て お り 、 こ れ ら の 講 義 の 開 講 時 期

は 、 対 応 す る 専 門 科 目 の 開 講 時 期 よ り も 早 い 時 期 に 設 定 さ れ て
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い る 。 上 述 の 教 育 プ ロ グ ラ ム と そ れ に 対 応 す る 専 門 科 目 の 履 修

が 有 機 的 に 連 動 す る よ う な 時 期 に 設 定 さ れ て い る こ と に よ り 、

学 生 の 学 力 を 薬 学 教 育 を 効 果 的 に 履 修 で き る レ ベ ル ま で 向 上 さ

せ た 上 で 薬 学 専 門 科 目 の 履 修 を 開 始 す る こ と を 実 現 し て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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４  実 務 実 習  

 
（ ４ － １ ） 実 務 実 習 事 前 学 習  

基 準 ４ － １ － １  

教 育 目 標 が 実 務 実 習 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 適 合 し ，

実 務 実 習 事 前 学 習 が 適 切 に 行 わ れ て い る こ と 。  

  
［ 現 状 ］  

本 学 で は 、4 年 次 に 実 務 実 習 事 前 学 習 と し て 、「 臨 床 調 剤 学 1 」

（ 1 5 コ マ 、 2 単 位 ）、「 臨 床 調 剤 学 2 」（ 1 5 コ マ 、 2 単 位 ）、「 臨

床 薬 学 1 」（ 1 5 コ マ 、 2 単 位 ）、「 臨 床 薬 学 演 習 1 」（ 1 5 コ マ 、 2

単 位 ）、「 臨 床 薬 学 演 習 2 」（ 1 5 コ マ 、 2 単 位 ）、「 基 礎 調 剤 実 習 」

（ 1 5 コ マ 、 1 単 位 ）、「 事 前 実 習 」（ 7 8 コ マ 、 4 単 位 ） を 実 施 し

て い る 。 ま た 、 5 年 次 4 月 に は 、「 臨 床 薬 学 2 」（ 1 5 コ マ 、 2 単

位 ） を 実 施 予 定 で あ る 。 上 記 1 7 単 位 （ 計 1 8 3 コ マ ） の 実 務 実

習 事 前 学 習 の う ち 、「 臨 床 調 剤 学 1 、 2 」 の 3 0 コ マ 、「 臨 床 薬 学

1 」 の 1 5 コ マ 、「 臨 床 薬 学 演 習 1 、 2 」 の う ち の 2 2 コ マ 、「 基 礎

調 剤 実 習 」 の 1 5 コ マ 、「 事 前 学 習 」 の う ち の 6 3 コ マ 、 計 1 4 5

コ マ は 実 務 実 習 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム を 網 羅 す る よ う に 設

定 し て い る （ シ ラ バ ス 参 照 ）。 残 り 3 8 コ マ は 、 大 学 の 特 色 と し

て の 講 義 ・ 演 習 ・ 実 習 で あ る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 の 実 務 実 習 事 前 学 習 は 合 計 1 8 3 コ マ で 構 成 さ れ て お り 、

そ の う ち 1 4 5 コ マ は 実 務 実 習 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 適 合

し て い る 。  

 
2 ． 実 務 実 習 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム は 1 2 2 コ マ で あ る こ と

か ら 、 本 学 は 2 2 コ マ 多 い カ リ キ ュ ラ ム を 組 ん で お り 、 量 的 に

も 基 準 を 十 分 に 満 た し て い る と 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ４ － １ － ２  

 

学 習 方 法 ， 時 間 ， 場 所 等 が 実 務 実 習 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ

ラ ム に 基 づ い て 設 定 さ れ て い る こ と 。  

［ 現 状 ］  

実 務 実 習 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム に お け る 実 務 実 習 事 前 学

習 で は 、 1 2 2 コ マ の う ち 、 7 3 コ マ は 講 義 ・ 演 習 、 4 9 コ マ は 実

習 に 設 定 さ れ て い る 。本 学 の 実 務 実 習 事 前 学 習 で は 、「 臨 床 調 剤

学 1 、 2 」 の 3 0 コ マ 、「 臨 床 薬 学 1 」 の 1 5 コ マ 、「 臨 床 薬 学 演 習

1 、 2 」 の う ち の 2 2 コ マ 、 及 び 「 事 前 実 習 」 の う ち の 1 2 コ マ 、

計 7 9 コ マ が 講 義 ・ 演 習 で あ り 、「 基 礎 調 剤 実 習 」 の 1 5 コ マ 及

び 「 事 前 学 習 」 の う ち の 5 1 コ マ 、 計 6 6 コ マ が 実 習 で あ る 。「 基

礎 調 剤 実 習 」を 除 く 全 授 業 が 8 名 ～ 1 6 名 か ら な る ス モ ー ル グ ル

ー プ で 実 施 さ れ る 上 、 P r o b l e m  B a s e d  L e a r n i n g （ P B L ： 問 題 立

脚 型 学 習 ） 形 式 の 授 業 も 多 数 取 り 入 れ て い る 。 ま た 、「 基 礎 調 剤

実 習 」 で は 学 生 は 一 人 ず つ 課 題 を 実 施 す る 。 更 に 、 実 習 は 8 0

名 収 容 可 能 な 模 擬 薬 局 （ 模 擬 病 院 薬 局 実 習 室 、 模 擬 保 険 薬 局 実

習 室 ） と 8 0 名 収 容 可 能 な 調 剤 実 習 室 を 核 に 実 施 し て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 の 実 務 実 習 事 前 学 習 は 、 実 務 実 習 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ

ュ ラ ム で 設 定 さ れ た 講 義 ・ 演 習 と 実 習 の コ マ 数 よ り 多 く の 時 間

を 割 い て 実 施 さ れ て い る 。 ま た 、 全 授 業 が 一 人 ず つ も し く は ス

モ ー ル グ ル ー プ 形 式 で 実 施 さ れ 、 P B L 形 式 の 授 業 も 数 多 く 含 ん

で お り 、 学 習 方 法 も 適 切 で あ る と 評 価 で き る 。  

 
2 ． 本 学 の 1 学 年 の 学 生 数 1 4 5 名 を 十 分 に 収 容 で き る 、 模 擬 薬

局 や 調 剤 実 習 室 等 で 実 習 が 行 わ れ て お り 、 実 施 場 所 も 適 切 で あ

る と 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ４ － １ － ３  

実 務 実 習 事 前 学 習 に 関 わ る 指 導 者 が ， 適 切 な 構 成 と 十 分 な

数 で あ る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  

本 学 の 実 務 実 習 事 前 学 習 に は 、 常 時 1 3 名 以 上 の 臨 床 系 専 任

教 員 が 係 わ っ て い る 。 今 年 度 の 4 年 生 の 学 生 数 は 1 2 8 名 で あ る

こ と か ら 、 学 生 1 0 名 に 1 名 の 専 任 教 員 が 実 務 実 習 事 前 学 習 に

係 わ っ た こ と に な る 。 ま た 、 全 教 員 が 薬 剤 師 の 資 格 を 持 ち 、 し

か も そ の ほ と ん ど が 実 務 家 教 員 で あ る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 学 生 1 0 名 に 1 名 の 専 任 教 員 が 実 務 実 習 事 前 学 習 に 係 わ っ た

こ と は 評 価 で き る 。  

 
2 ． 実 務 実 習 事 前 学 習 に 係 わ っ た 全 教 員 が 薬 剤 師 の 資 格 を 持 ち 、

そ の ほ と ん ど が 実 務 家 教 員 で あ る 。 よ っ て 、 実 務 実 習 事 前 学 習

に 関 わ る 指 導 者 が 、適 切 な 構 成 と 十 分 な 数 で あ る と 評 価 で き る 。 

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ４ － １ － ４  

実 施 時 期 が 適 切 に 設 定 さ れ て い る こ と 。  

 
 【 観 点  ４ - １ - ４ - １ 】  実 務 実 習 に お け る 学 習 効 果 が 高 め ら れ

る 時 期 に 設 定 さ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ４ - １ - ４ - ２ 】  実 務 実 習 の 開 始 と 実 務 実 習 事 前 学 習 の

終 了 が 離 れ る 場 合 に は ， 実 務 実 習 の 直

前 に 実 務 実 習 事 前 学 習 の 到 達 度 が 確 認

さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 で は 、4 年 次 に 実 務 実 習 事 前 学 習 と し て 、「 臨 床 調 剤 学 1 」

（ 1 5 コ マ 、 2 単 位 ）、「 臨 床 調 剤 学 2 」（ 1 5 コ マ 、 2 単 位 ）、「 臨

床 薬 学 1 」（ 1 5 コ マ 、 2 単 位 ）、「 臨 床 薬 学 演 習 1 」（ 1 5 コ マ 、 2

単 位 ）、「 臨 床 薬 学 演 習 2 」（ 1 5 コ マ 、 2 単 位 ）、「 基 礎 調 剤 実 習 」

（ 1 5 コ マ 、 1 単 位 ）、「 事 前 実 習 」（ 7 8 コ マ 、 4 単 位 ） を 実 施 し

て い る 。 ま た 、 5 年 次 4 月 に は 、「 臨 床 薬 学 2 」（ 1 5 コ マ 、 2 単

位 ） を 実 施 予 定 で あ る 。 実 務 実 習 開 始 の 1 年 前 か ら 直 前 に か け

て 、 十 分 に 時 間 を か け て 実 務 実 習 事 前 学 習 を 実 施 し て い る 。  

こ れ と は 別 に 、 3 年 次 に 調 剤 学 全 般 の 講 義 と し て 「 臨 床 薬 剤

学 1 」（ 1 5 コ マ 、 2 単 位 ） と 「 臨 床 薬 剤 学 2 」（ 1 5 コ マ 、 2 単 位 ）

を 実 施 し て い る が 、 5 年 次 の 実 務 実 習 ま で 期 間 が 1 年 以 上 空 く

た め 、 復 習 の 内 容 を 実 務 実 習 事 前 学 習 に 組 み 込 ん で い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ．本 学 の 実 務 実 習 事 前 学 習 は 、 4 年 次 か ら 5 年 次 4 月 に か け て

実 施 さ れ 、 実 務 実 習 の 約 1 年 前 か ら 実 施 さ れ る こ と か ら 、 学 習

効 果 が 高 め ら れ る 時 期 と 評 価 で き る 。  

 
2 ． 3 年 次 に 調 剤 学 全 般 の 講 義 を 行 っ て い る が 、 4 年 次 に 実 務 実

習 事 前 学 習 の 中 で 復 習 し 、 到 達 度 が 確 認 さ れ て い る こ と か ら 、

十 分 に 基 準 を 満 た し て い る と 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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（ ４ － ２ ） 薬 学 共 用 試 験   

基 準 ４ － ２ － １  

実 務 実 習 を 履 修 す る 全 て の 学 生 が 薬 学 共 用 試 験 （ C B T お よ び

O S C E ） を 通 じ て 実 務 実 習 を 行 う た め に 必 要 な 一 定 水 準 の 能 力

に 達 し て い る こ と が 確 認 さ れ て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

C B T 本 試 験 は 4 年 生 の 学 生 （ 1 2 8 名 ） を 対 象 に 平 成 2 2 年 1

月 7 日（ 木 ）に 実 施 さ れ 、正 答 率 6 0 ％ 以 上 の 学 生 を 合 格 と し た 。

ま た 、 不 合 格 者 （ 1 名 ） に は 再 試 験 を 実 施 し た 。  

O S C E 本 試 験 は 平 成 2 1 年 1 2 月 2 3 日 に 4 年 生 の 学 生 （ 1 2 8

名 ） を 対 象 に 実 施 さ れ 、「 項 目 評 価 」 が 7 0 % 以 上 、 か つ 「 概 略

評 価 」 の 合 計 が 5 点 以 上 の 学 生 を 合 格 と し 、 不 合 格 の 学 生 （ 1

名 ） に は 再 試 験 を 実 施 し た 。  

C B T 及 び O S C E の 両 試 験 に 合 格 し な い 場 合 、本 学 で は 進 級 で

き な い 規 定 と な っ て い る 。 こ の た め 、 5 年 次 の 必 修 科 目 で あ る

実 務 実 習 は 、「 適 切 な 薬 学 知 識 と 技 量 を 有 し た 」学 生 の み が 受 け

る こ と が で き る シ ス テ ム に な っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

C B T 試 験 合 格 者 （ 正 答 率 6 0 % 以 上 ） で 、 か つ O S C E 試 験 合 格

者 （ 項 目 評 価 が 7 0 % 以 上 、 か つ 概 略 評 価 の 合 計 が 5 点 以 上 ） の

み が 実 務 実 習 を 受 け る こ と が で き る シ ス テ ム と し て い る 。 こ れ

に よ り 、 本 学 の 実 務 実 習 履 修 者 に つ い て は 、 薬 剤 師 法 第 1 9 条

に 関 す る 違 法 性 の 阻 却 の 要 件 の 1 つ で あ る 「 適 切 な 薬 学 知 識 と

技 量 を 有 す る こ と 」 に つ い て 要 求 を 満 た し て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ４ － ２ － ２  

薬 学 共 用 試 験 （ C B T お よ び O S C E ） を 適 正 に 行 う 体 制 が 整 備 さ

れ て い る こ と 。  

 
 【 観 点  ４ - ２ - ２ - １ 】  薬 学 共 用 試 験 セ ン タ ー の 「 実 施 要 綱 」

（ 仮 ） に 沿 っ て 行 わ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ４ - ２ - ２ - ２ 】  学 内 の C B T 委 員 会 お よ び O S C E 委 員 会 が

整 備 さ れ ， 機 能 し て い る こ と 。  

 【 観 点  ４ - ２ - ２ - ３ 】  C B T お よ び O S C E を 適 切 に 行 え る よ う ， 学

内 の 施 設 と 設 備 が 充 実 し て い る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  

「 共 用 試 験 」 は 、 薬 学 部 に お け る 薬 剤 師 養 成 教 育 に お い て 、

臨 床 能 力 の 醸 成 に 必 要 不 可 欠 な 実 務 実 習 教 育 を 実 施 す る に 際 し

て 、 実 習 す る 学 生 の 資 質 （ 知 識 、 技 能 、 態 度 ） を 大 学 が 社 会 に

対 し て 保 証 す る 試 験 と し て 位 置 づ け ら れ て い る 。  

学 生 の 資 質 の う ち 知 識 に 関 す る も の が C B T で 評 価 さ れ る 。ま

た 、 C B T は 、｢ 通 常 の 授 業 を 理 解 し て い る 学 生 が 特 別 な 準 備（ 例

え ば 1 ヶ 月 以 上 の 期 間 に わ た る 大 学 や 予 備 校 で の C B T 対 策 用 特

別 講 義 や 演 習 ） を 要 す る こ と な く 解 け る 問 題 」 と さ れ て い る 。

C B T は 、 薬 学 共 用 試 験 セ ン タ ー の 「 実 施 要 綱 」 に 沿 っ て 行 わ れ

て い る 。 本 学 部 で は 、 C B T 委 員 会 （ 実 務 家 教 員 を 除 く 教 員 よ り

な る ） を 設 置 し 、 C B T に 関 す る 教 育 体 制 を 検 討 し 実 施 し た 。 そ

の 内 容 は 、 以 下 の と お り で あ る 。 ( 1 )  受 験 す る 学 生 の 自 主 的 な

学 習 を 促 進 す る た め 、 e - l e a r n i n g シ ス テ ム を 導 入 し 、 大 学 の み

な ら ず 自 宅 等 で も 自 習 可 能 と し た 。 ( 2 )  薬 学 部 学 生 が 専 用 に 使

用 で き る コ ン ピ ュ ー タ 学 習 室 を 平 日 午 後 に つ い て 確 保 し た （ 平

日 午 前 中 は 通 常 授 業 が あ る た め 午 後 の み ）。 ( 3 )  1 年 次 及 び 2 年

次 等 で 学 習 し た 内 容 の 復 習 を 中 心 に 週 に 2 コ マ の 演 習 を 実 施 し

た 。 ( 4 )  C B T 模 擬 試 験 を 複 数 回 実 施 し 、 成 績 が 下 位 の 学 生 に つ

い て 別 途 演 習 を 行 っ た 。  

一 方 、 学 生 の 技 能 と 態 度 を 評 価 す る O S C E も 、 薬 学 共 用 試 験

セ ン タ ー の 「 実 施 要 綱 」 に 沿 っ て 行 わ れ て い る 。 薬 学 部 内 に 臨

床 系 教 員 （ 実 務 家 教 員 含 む ） と 基 礎 系 教 員 で 構 成 さ れ る O S C E

委 員 会 を 設 け 、 毎 月 1 回 ミ ー テ ィ ン グ を 実 施 し て い る 。 ま た 、

O S C E の 全 課 題 が 学 内 で 実 施 で き る よ う に 施 設 を 拡 充 し た 。 例

え ば 、 毎 年 2 課 題 実 施 さ れ る 薬 剤 調 製 （ 散 剤 、 水 剤 、 軟 膏 剤 、

錠 剤 ） の 試 験 を 実 施 で き る よ う 、 学 生 8 0 名 を 収 容 可 能 な 調 剤

実 習 室 を 設 置 し た 。ま た 、模 擬 ク リ ー ン ベ ン チ を 1 0 台 購 入 し 、
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無 菌 操 作 の 課 題 も 実 施 で き る よ う に 設 備 を 整 え た 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． C B T と O S C E は 共 に 薬 学 共 用 試 験 セ ン タ ー の 「 実 施 要 綱 」

に 沿 っ て 行 わ れ て い る 。  

 
2 ． C B T 委 員 会 を 月 1 回 及 び 必 要 に 応 じ て 適 宜 開 催 し 、 教 授 会

へ の 報 告 、 並 び に 教 員 へ の 周 知 に よ り 、 C B T へ の 対 応 を 徹 底 さ

せ て い る 。  

 
3 ． O S C E 委 員 会 を 設 け 、 毎 月 1 回 開 催 し て い る 。 臨 床 系 教 員 と

基 礎 系 教 員 で 構 成 す る こ と で 、 基 礎 系 教 員 が 薬 剤 師 実 務 教 育 に

関 わ り や す い 体 制 を 整 え て い る 。  

 
4 ． 学 生 の 自 主 的 な 学 習 を 促 進 す る た め 、 e - l e a r n i n g シ ス テ ム

を 導 入 し 、 大 学 の み な ら ず 自 宅 等 で も 自 習 可 能 と し た 。 ま た 、

薬 学 部 学 生 が 専 用 に 使 用 で き る コ ン ピ ュ ー タ 学 習 室 を 確 保 し て

い る 。  

 
5 ． 学 生 8 0 名 を 収 容 可 能 な 調 剤 実 習 室 を 設 置 す る な ど 、 施 設 や

設 備 の 拡 充 を 行 っ て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

本 学 に は コ ン ピ ュ ー タ 学 習 室 が 複 数 あ り 設 備 は 充 実 し て い る

が 、 他 学 部 学 生 の 使 用 頻 繁 も 高 い 。 こ の た め 、 本 年 度 は 5 2 台

の コ ン ピ ュ ー タ が 設 置 さ れ た 教 室 を 平 日 午 後 に 確 保 す る こ と し

か で き な か っ た 。 来 年 度 以 降 は 、 4 年 生 の み な ら ず 低 学 年 か ら

使 用 で き る よ う に 、 自 己 学 習 用 コ ン ピ ュ ー タ の 台 数 確 保 を 目 指

す 。  

O S C E に 関 し て は 調 剤 実 習 室 等 を 設 置 し た が 、 患 者 応 対 、 疑

義 照 会 、 服 薬 指 導 な ど コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 系 の 課 題 を 適 正 に 実

施 で き る 個 室 の 確 保 を 目 指 す 。  
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基 準 ４ － ２ － ３  

薬 学 共 用 試 験 （ C B T お よ び O S C E ） の 実 施 結 果 が 公 表 さ れ て

い る こ と 。  

 

 
【 観 点  ４ - ２ - ３ - １ 】  実 施 時 期 ， 実 施 方 法 ， 受 験 者 数 ， 合

格 者 数 及 び 合 格 基 準 が 公 表 さ れ て い

る こ と 。  

【 観 点  ４ - ２ - ３ - ２ 】  実 習 施 設 に 対 し て ， 観 点 ４ - ２ - ３ -

１ の 情 報 が 提 供 さ れ て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 の 平 成 2 1 年 度 薬 学 共 用 試 験 の 実 施 時 期 、 受 験 者 数 、 合

格 者 数 及 び 合 格 基 準 は 、 表 4 - 2 - 3 - 1 に 示 す と お り で あ る 。 こ れ

ら の 結 果 は 、 本 学 薬 学 部 ホ ー ム ペ ー ジ の ト ッ プ ペ ー ジ か ら 容 易

に 識 別 可 能 な 場 所 に 公 表 し 、 誰 で も 簡 単 に ア ク セ ス が 可 能 な 状

態 と し た 。 ま た 、 共 用 試 験 の 実 施 方 法 に 関 し て は 、 C B T 及 び

O S C E 共 に 薬 学 共 用 試 験 セ ン タ ー の 「 実 施 要 綱 」 に 沿 っ て 行 わ

れ た こ と 、 並 び に 薬 学 共 用 試 験 が 適 切 に 実 施 で き る よ う 学 内 の

施 設・設 備 等 を 充 実 さ せ た こ と 等 を「 自 己 評 価 2 1 」に 記 載 し た 。  

ま た 、 病 院 ・ 薬 局 実 務 実 習 の 施 設 に 対 し 、 平 成 2 1 年 度 薬 学

共 用 試 験 結 果 を 本 学 薬 学 部 ホ ー ム ペ ー ジ で 平 成 2 2 年 4 月 1 日

以 降 に 公 表 す る 旨 を 文 書 ま た は 実 務 実 習 説 明 会 に お い て 伝 達 し

た 。  

 
表 4 - 2 - 3 - 1   平 成 2 1 年 度 薬 学 共 用 試 験 結 果  

  実 施 日 程  
受 験

者 数

合 格

者 数
合 格 基 準  

本 試 験  

平 成 2 2 年 1 月 7 日  
Ｃ Ｂ Ｔ  

追 再 試 験  

平 成 2 2 年 2 月 2 6 日  

1 2 8  1 2 8  
正 答 率  

6 0 ％ 以 上  

本 試 験  

平 成 2 1 年 1 2 月 2 3 日  

細 目 評 価  

7 0 ％ 以 上  
Ｏ Ｓ Ｃ Ｅ  

追 再 試 験  

平 成 2 2 年 2 月 1 8 日  

1 2 8  1 2 8  
概 略 評 価  

5 以 上  

共 用 試 験    1 2 8  1 2 8    
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［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 薬 学 部 ホ ー ム ペ ー ジ に て 平 成 2 1 年 度 薬 学 共 用 試 験 の 実

施 時 期 、 受 験 者 数 、 合 格 者 数 及 び 合 格 基 準 を 公 表 し た 。 実 施

方 法 等 に 関 し て は 、「 自 己 評 価 2 1 」 に 記 載 し た 。  

 
2 ． 実 務 実 習 施 設 に 対 し 、 薬 学 共 用 試 験 結 果 は 本 学 ホ ー ム ペ ー

ジ に て 平 成 2 2 年 4 月 1 日 以 降 よ り 閲 覧 可 能 で あ る こ と を 周

知 し た 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ４ － ２ － ４  

薬 学 共 用 試 験 （ C B T お よ び O S C E ） の 実 施 体 制 の 充 実 に 貢 献

し て い る こ と 。  

 
 【 観 点  ４ - ２ - ４ - １ 】 C B T 問 題 の 作 成 と 充 実 に 努 め て い る こ と 。 

 【 観 点  ４ - ２ - ４ - ２ 】 O S C E 評 価 者 の 育 成 等 に 努 め て い る こ と 。 

 
［ 現 状 ］  

C B T の 問 題 に つ い て は 、国 家 試 験 問 題 を 基 に 作 成 さ れ た 問 題

等 を 中 心 に ､ e - l e a r n i n g シ ス テ ム に 約 7 , 0 0 0 問 を 入 力 し 、 自 己

学 習 ､ 模 擬 試 験 及 び 特 別 演 習 等 に 利 用 し て い る 。 毎 年 、 2 , 0 0 0 問

以 上 （ 各 教 科 ( S B O ) 担 当 教 員 当 た り 1 0 0 問 以 上 ） を 新 た に 作 成

し て 入 力 す る 予 定 と し て い る 。  

O S C E に 関 し て は 、 学 内 教 員 を 中 心 と し た メ ン バ ー よ り な る

評 価 者 育 成 の た め の ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 各 課 題 で 組 織 し 、 5

領 域 6 課 題 の 評 価 者 育 成 に 努 め て い る 。 ま た 、 実 務 実 習 受 け 入

れ 施 設 の 薬 剤 師 と 連 絡 を 取 り 、 O S C E 評 価 者 と し て の 参 加 を 呼

び か け 、 参 加 者 に 対 し て は 直 前 評 価 者 講 習 会 を 実 施 し て い る 。

各 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ は 、 評 価 者 養 成 の み な ら ず 、 試 験 場 （ ス

テ ー シ ョ ン ） の 構 成 の 決 定 や 備 品 の 購 入 や 管 理 を 行 い 、 O S C E

が 滞 り な く 実 施 で き る た め の 準 備 を 行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 各 教 科 ( S B O ) 担 当 教 員 に 対 し て 、 C B T 委 員 会 か ら 問 題 作 成 の

依 頼 を 行 い 、適 切 に 自 己 学 習 ､ 模 擬 試 験 及 び 特 別 演 習 等 に 利 用 で

き る よ う に C B T 委 員 が e - l e a r n i n g シ ス テ ム に 入 力 等 を 行 っ て

い る 。  

 
2 ． ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 各 課 題 で 組 織 し 、 O S C E 評 価 者 の 育 成

を 行 っ て い る 。  

 
3 ． 各 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ は 、 試 験 場 （ ス テ ー シ ョ ン ） の 構 成

の 決 定 や 備 品 の 購 入 や 管 理 を 行 い 、 実 施 体 制 の 充 実 に 貢 献 し て

い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。
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（ ４ － ３ ） 病 院 ・ 薬 局 実 習  

基 準 ４ － ３ － １  

実 務 実 習 の 企 画 ・ 調 整 ， 責 任 の 所 在 ， 病 院 ・ 薬 局 と の 緊 密

な 連 携 等 ， 実 務 実 習 を 行 う た め に 必 要 な 体 制 が 整 備 さ れ て い

る こ と 。  

 
 【 観 点  ４ - ３ - １ - １ 】  実 務 実 習 委 員 会 が 組 織 さ れ ， 機 能 し て

い る こ と 。  

 【 観 点  ４ - ３ - １ - ２ 】  薬 学 部 の 全 教 員 が 積 極 的 に 参 画 し て い

る こ と が 望 ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 で は 、 医 療 薬 学 教 育 充 実 を 目 指 し て 、 学 部 開 設 時 よ り 教

育 機 構 と し て 「 臨 床 薬 学 セ ン タ ー 」 を 設 置 し て い る 。「 臨 床 薬 学

セ ン タ ー 」 を 構 成 す る 教 員 は 、 本 薬 学 部 の 医 療 薬 学 系 担 当 教 員

で あ る が 、 そ の ほ と ん ど は 実 務 家 教 員 で も あ る 。 こ の 「 臨 床 薬

学 セ ン タ ー 」 で は 実 務 実 習 委 員 会 を 設 け 、 毎 月 審 議 を 行 い 、 き

め 細 や か な 指 導 を 行 う 。 図 4 - 3 - 1 - 1 に は 、 臨 床 薬 学 セ ン タ ー と

実 務 実 習 委 員 会 の 組 織 図 及 び 連 携 体 制 を 示 す 。 実 務 実 習 委 員 会

の 審 議 内 容 は 教 授 会 で 報 告 ・ 提 案 さ れ 、 決 定 事 項 が 各 研 究 室 の

図 4 - 3 - 1 - 1 ． 臨 床 薬 学 セ ン タ ー と 実 務 実 習 委 員 会 の 組 織 図  

薬学部

臨
床
薬
学
セ
ン
タ
ー

各
研
究
室

各
研
究
室

各
研
究
室

・・・

構成メンバー

• 臨床薬学センター長

• 臨床薬学センター教員1名

• 研究室教授5名

各
研
究
室

実務実習
委員会

• 卒業研究の指導
• 実習施設への巡回（実習中）
• 学生の心のケア

• 事前学習指導
• 事前学習見学会企画
• OSCE見学会企画

• 実務実習前後の巡回

17研究室 構成メンバー

• 教授1名

• 講師／助教1名

役割

役割

役割
• 各年度「保険薬局実務実習」、「病院薬局実務実習」の実施計画
• 各実習機関・施設への学生の配属（薬学部専任教員の巡回指導先の決定）
• 保険薬局実務実習・病院薬局実務実習時の学生の成績評価
• その他実務実習を効果的に実施するために必要な事項の審議

教授会
報告、提案

構成メンバー

• 医療薬学系担当教員
（実務家教員主体）
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教 員 に 徹 底 さ れ る 。  

実 務 実 習 委 員 会 の 組 織 及 び 役 割 の 概 要 は 以 下 の と お り で あ る 。 

1 )  保 険 薬 局 ・ 病 院 薬 局 実 習 を 効 果 的 に 実 施 す る た め に 「 臨 床

薬 学 セ ン タ ー 」 内 に 「 実 務 実 習 委 員 会 」 を 設 置 す る 。  

2 )  委 員 会 は 、 臨 床 薬 学 セ ン タ ー 長 、 臨 床 薬 学 セ ン タ ー 教 員 1

名 、 薬 学 部 専 任 教 員 （ 研 究 室 教 授 ） 5 名 、 及 び 薬 学 部 事 務

職 員 1 名 を も っ て 構 成 す る 。  

3 )  委 員 会 は 次 の 事 項 に つ い て 審 議 ・ 決 定 す る 。  

・ 各 年 度 「 保 険 薬 局 実 務 実 習 」「 病 院 薬 局 実 務 実 習 」 の 実 施

計 画  

・ 各 実 習 機 関 ・ 施 設 へ の 学 生 の 配 属  

（ 薬 学 部 専 任 教 員 の 巡 回 指 導 先 の 決 定 ）  

・ 保 険 薬 局 実 務 実 習 ・ 病 院 薬 局 実 務 実 習 時 の 学 生 の 成 績 評

価  

・ そ の 他 実 務 実 習 を 効 果 的 に 実 施 す る た め に 必 要 な 事 項  

4 )  委 員 会 に 事 務 局 を 置 く 。 事 務 局 は 次 の 事 務 を 担 当 す る 。  

・ 各 実 習 機 関 ・ 施 設 と の 連 絡 、 調 整  

・「 実 務 実 習 」 に 係 る 文 書 、 記 録 等 の 管 理  

・ そ の 他 委 員 会 を 補 佐 す る た め に 必 要 な 事 務  

5 )  緊 急 時 の 対 応  

・ 実 務 実 習 時 、 学 生 及 び 実 習 医 療 機 関 （ 指 導 薬 剤 師 な ど ）

か ら の 緊 急 体 制 に 対 応 す る た め に 、 緊 急 連 絡 網 を 設 け て

い る  

・ 報 告 ・ 連 絡 ： 学 生 が 報 告 ・ 連 絡 す る 場 合 は 配 属 先 研 究 室

の 担 当 教 員 へ 、 医 療 機 関 が 報 告 ・ 連 絡 す る 場 合 は 臨 床 薬

学 セ ン タ ー へ 先 ず 一 報 す る よ う な 体 制 を 組 ん で い る  

 
ま た 、 巡 回 指 導 等 は 薬 学 部 専 任 教 員 全 員 が 対 応 す る 。 巡 回 指

導 は 1 施 設 当 た り 3 回 （ 実 習 前 、 実 習 中 、 実 習 終 了 後 ） 行 う 。

た だ し 、 薬 局 の 実 習 前 と 後 の 巡 回 は 、 エ リ ア 単 位 で 実 施 す る 。

巡 回 指 導 の 概 要 を 以 下 に 示 す 。  

巡 回 指 導 教 員 の 配 置 と 人 数 ： 巡 回 指 導 は 、 臨 床 薬 学 セ ン タ ー

教 員 1 2 名 と 1 7 研 究 室 の 教 員 3 4 名（ 各 研 究 室 に 専 任 教 員 2 名 ）

が 実 施 す る 。 実 習 前 と 実 習 終 了 後 の 巡 回 指 導 は 臨 床 薬 学 セ ン タ

ー 教 員 が 担 当 し 、 年 間 4 7 病 院 と 6 6 薬 局 エ リ ア に 対 し て 実 施 す

る 。 実 習 中 の 巡 回 指 導 は 、 そ の 学 生 の 卒 業 研 究 を 指 導 す る 各 研

究 室 の 専 任 教 員 が 担 当 す る 。 学 生 は 4 年 次 後 期 か ら 各 研 究 室 に

- 64 - 
 



 

7 ～ 8 名 ず つ 配 属 さ れ る の で 、 各 研 究 室 の 専 任 教 員 は 、 配 属 学 生

が 実 習 す る 病 院 及 び 薬 局 施 設 の 巡 回 指 導 を 実 習 中 に 行 う 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 で は 、 医 療 薬 学 教 育 の 充 実 を 目 指 し て 、 学 部 開 設 時 よ

り 教 育 機 構 と し て 「 臨 床 薬 学 セ ン タ ー 」 を 設 置 し て い る 。 こ の

「 臨 床 薬 学 セ ン タ ー 」 で は 、 実 務 実 習 委 員 会 が 組 織 さ れ 、 そ の

審 議 内 容 は 教 授 会 で 報 告 ・ 提 案 さ れ 、 決 定 事 項 が 各 研 究 室 の 教

員 に 徹 底 さ れ る 。 ま た 、 実 務 実 習 中 の 緊 急 時 対 応 も 行 う 。  

 
2 ． 薬 学 部 の 全 教 員 が 積 極 的 に 実 習 施 設 の 巡 回 指 導 に 参 画 す る

こ と が 教 授 会 を 通 じ て 確 認 さ れ て い る 。 実 習 前 と 実 習 終 了 後 の

巡 回 は 臨 床 薬 学 セ ン タ ー 教 員 が 担 当 し 、 年 間 4 7 病 院 と 6 6 薬 局

エ リ ア に 対 し て 実 施 す る こ と で 、 病 院 ・ 薬 局 と の 緊 密 な 連 携 を

図 る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ４ － ３ － ４  

学 生 の 病 院 ・ 薬 局 へ の 配 属 が 適 正 に な さ れ て い る こ と 。  

 

 【 観 点  ４ - ３ - ４ - １ 】  学 生 の 配 属 決 定 の 方 法 と 基 準 が 事 前 に

提 示 さ れ ，配 属 が 公 正 に 行 わ れ て い る こ

と 。  

 【 観 点  ４ - ３ - ４ - ２ 】  学 生 の 配 属 決 定 に 際 し ，通 学 経 路 や 交 通

手 段 へ の 配 慮 が な さ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ４ - ３ - ４ - ３ 】  遠 隔 地 に お け る 実 習 が 行 わ れ る 場 合 は ，

大 学 教 員 が 当 該 学 生 の 実 習 及 び 生 活 の

指 導 を 十 分 行 う よ う に 努 め て い る こ と 。 

 
［ 現 状 ］  

学 生 の 実 習 時 期 と 実 習 施 設 の 割 り 振 り に 関 し て は 、 学 生 に 対

し て 希 望 調 査 を 行 い 、 実 習 時 期 、 エ リ ア （ 保 険 薬 局 実 務 実 習 の

場 合 ）、 及 び 病 院 を 選 ば せ 、 そ の 希 望 調 査 の 結 果 を も と に 、 学 生

の 実 習 時 期 と 実 習 施 設 を 割 り 振 っ て い る 。 希 望 が 競 合 し た 場 合

は 、 成 績 順 に 割 り 振 り を 行 う 旨 を 学 生 に 書 面 並 び に 口 頭 に て 伝

達 し 、 検 討 期 間 を 設 け た 後 に 決 定 し て い る 。  

希 望 調 査 時 に 学 生 の 現 住 所 と 最 寄 駅 及 び そ の 間 の 移 動 手 段 に

つ い て も 調 査 し て い る （ 現 住 所 が 下 宿 先 の 場 合 は 実 家 に つ い て

も 同 様 に 調 査 ）。病 院 薬 局 実 務 実 習 の 場 合 は 、こ の 調 査 に 基 づ き 、

現 住 所 ま た は 実 家 か ら 9 0 分 程 度 以 内 に 通 学 で き る 施 設 で 実 習

を 行 え る よ う 配 慮 し て 配 属 を 決 定 し て い る 。 遠 隔 地 で 実 習 を 行

う 場 合 に は 、 往 復 交 通 費 並 び に 実 習 期 間 中 宿 泊 代 金 は 大 学 負 担

と な る こ と を 、 書 面 並 び に 口 頭 に て 事 前 に 説 明 し て い る 。  

な る べ く 大 学 近 郊 の 実 習 施 設 に な る よ う 施 設 の 選 定 を 実 施 し

て い る が 、 実 習 施 設 が 遠 隔 地 （ 長 野 県 及 び 山 梨 県 ） に あ る 場 合

も 、 例 外 な く 巡 回 を 実 施 す る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 学 生 の 配 属 決 定 の 方 法 と 基 準 が 事 前 に 提 示 さ れ 、 配 属 が 公

正 に 行 わ れ て い る 。  

 
2 ． 学 生 の 配 属 決 定 に 際 し 、 通 学 経 路 や 交 通 手 段 へ の 配 慮 が な

さ れ て い る 。  

 
3 ． 遠 隔 地 に お け る 実 習 が 行 わ れ る 場 合 は 、 大 学 教 員 が 当 該 学

生 の 実 習 及 び 生 活 の 指 導 を 十 分 行 う よ う に 努 め て い る 。  
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［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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５  問 題 解 決 能 力 の 醸 成 の た め の 教 育  

 

（ ５ － １ ） 自 己 研 鑽 ・ 参 加 型 学 習  

基 準 ５ － １ － １  

全 学 年 を 通 し て ， 自 己 研 鑽 ・ 参 加 型 の 学 習 態 度 の 醸 成 に 配

慮 し た 教 育 が 行 わ れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  ５ - １ - １ - １ 】 学 生 が 能 動 的 に 学 習 に 参 加 す る よ う

学 習 方 法 に 工 夫 が な さ れ て い る こ

と 。  

【 観 点  ５ - １ - １ - ２ 】 １ ク ラ ス あ た り の 人 数 や 演 習 ・ 実 習

グ ル ー プ の 人 数 が 適 正 で あ る こ と 。  

  
［ 現 状 ］  

本 学 で は 自 己 研 鑽 ・ 参 加 型 学 習 の 一 環 と し て 、 問 題 立 脚 型 学

習 （ P B L ） で あ る 実 習 を 取 り 上 げ て い る 。 各 専 門 科 目 に は そ れ

ぞ れ 必 修 の 実 習 単 位 が あ り 、 学 生 は す べ て の 実 習 を 受 講 す る 必

要 が あ る 。 こ れ ら の 実 習 は 実 習 内 容 に よ り 、 主 に 1 名 か ら 4 名

ま で の グ ル ー プ 学 習 を 旨 と し て い る 。 こ れ ら の グ ル ー プ は そ れ

ぞ れ の 大 き さ に よ り 小 規 模 実 習 か ら 中 、 大 規 模 実 習 ま で を 網 羅

し 、 小 規 模 実 習 で は 各 人 が す べ て の 実 習 過 程 に 参 加 し 、 実 習 の

構 築 法 、 デ ー タ 解 析 な ど に つ い て 考 察 し な け れ ば な ら な い 。 一

方 で 中 規 模 実 習 や 大 規 模 実 習 で は 各 人 が そ れ ぞ れ の 役 割 を チ ー

ム の 中 で 担 当 し 、 チ ー ム プ レ イ を 学 習 す る と と も に チ ー ム 研 究

の 中 で デ ー タ を 共 有 し 解 析 す る と い う 実 習 を 積 む 。 こ れ ら の 実

習 で は 基 礎 的 な 実 験 か ら 、 臨 床 実 習 ま で が 含 ま れ 、 問 題 演 習 、

研 究 講 演 発 表 会（ 質 疑 応 答 を 含 む ）、レ ポ ー ト の 提 出 な ど が 義 務

付 け ら れ て い る 。  

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 少 人 数 グ ル ー プ 制 と 実 験 演 習 や 講 演 発 表 会 な ど を 通 じ て 、

学 生 は 能 動 的 に 学 習 に 参 加 す る こ と が 必 須 と な っ て い る 。  

 

2 ． 演 習 、 実 習 に 関 し て は 小 グ ル ー プ 制 を と っ て お り 、 各 グ ル

ー プ は 主 に 1 名 か ら 4 名 で 構 成 さ れ て お り 、 す べ て の 学 生 が 参

加 す る 適 正 人 数 で 行 わ れ て い る 。  
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本 学 に お い て は 、 後 述 （ 基 準 5 - 1 - 2 ） す る よ う に 全 学 年 を 通 し

て 、 自 己 研 鑽 ・ 参 加 型 の 学 習 は 適 正 に 行 わ れ て い る と 判 断 さ れ

る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ５ － １ － ２  

充 実 し た 自 己 研 鑽 ・ 参 加 型 学 習 を 実 施 す る た め の 学 習 計 画

が 整 備 さ れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  ５ - １ - ２ - １ 】 自 己 研 鑽 ・ 参 加 型 学 習 が ， 全 学 年 で

実 効 を 持 っ て 行 わ れ る よ う 努 め て い

る こ と 。  

【 観 点  ５ - １ - ２ - ２ 】 自 己 研 鑽 ・ 参 加 型 学 習 の 単 位 数 が 卒

業 要 件 単 位 数 （ 但 し ， 実 務 実 習 の 単

位 は 除 く ） の １ ／ １ ０ 以 上 と な る よ

う 努 め て い る こ と 。  

【 観 点  ５ - １ - ２ - ３ 】 自 己 研 鑽 ・ 参 加 型 学 習 と は 、 問 題 立 脚

型 学 習（ P B L ）や 卒 業 研 究 な ど を い う 。  

 

［ 現 状 ］  

本 学 に お け る 自 己 研 鑽 ・ 参 加 型 学 習 は 主 に 実 習 を 通 じ て 行 な

っ て い る 。 実 習 は 2 年 次 後 半 よ り 4 年 次 ま で 必 修 科 目 と し て 実

施 さ れ て い る 。 1 年 次 で は 薬 学 専 門 実 習 の 代 わ り に 、 P B L 型 授

業 と し て ソ ー シ ャ ル ス タ デ ィ 科 目 の 「 自 己 の 探 求 」 を 設 定 し て

い る 。 ま た 4 年 次 後 期 に は 学 生 は 各 研 究 室 に 配 属 さ れ 、 5 年 次

よ り 卒 業 研 究 を 始 め る 。 こ の 卒 業 研 究 は 6 年 次 ま で 継 続 し て 行

わ れ る 。 さ ら に 5 ・ 6 年 次 に は 「 起 業 セ ミ ナ ー 」 及 び 「 イ ン タ

ー ン シ ッ プ 」 の 授 業 が 予 定 さ れ て お り 、 こ れ ら の 参 加 型 授 業 や

企 業 等 の 就 業 経 験 を 通 し て 、 職 業 観 を 養 い 、 医 療 産 業 、 薬 業 界

の 社 会 的 位 置 づ け 、 環 境 、 業 界 特 有 の 知 識 な ど を 理 解 す る こ と

が 可 能 と な っ て い る 。 こ れ ら の 実 習 単 位 数 は 卒 業 必 要 単 位 で あ

る 2 2 7 単 位 中 3 9 単 位 を 占 め て い る 。実 験 実 習 で は「 基 準 5 - 1 - 1 」

で 記 述 さ れ る よ う に 、 少 人 数 制 を と っ て 各 実 習 に 取 り 組 む よ う

に な っ て い る 。 P B L 形 式 の 例 を あ げ る と 、「 臨 床 調 剤 学 」 で は

各 課 題 が 設 定 さ れ 、 そ れ ら の 課 題 に 対 し て 討 議 、 発 表 会 を 通 し

て 問 題 に 対 す る 解 答 を 自 ら 導 き 出 す 内 容 と な っ て い る 。 課 題 と

し て は 「 フ ァ ー マ シ ュ ー テ ィ カ ル ケ ア 」「 チ ー ム 医 療 に お け る

自 己 の 能 力 や 責 任 範 囲 の 限 界 」「 求 め ら れ る 知 識 、 技 能 、 態 度

と は 」「 患 者 に 適 し た 剤 型 と は 」「 患 者 の 特 性 に 適 し た 用 法 ・ 用

量 と は 」「 病 態 に 適 し た 用 法 ・ 用 量 と は 」「 院 内 感 染 の 回 避 方 法

と は 」「 模 擬 症 例 の 副 作 用 の 初 期 症 状 と 検 査 所 見 」「 誤 り を 生 じ

や す い 調 剤 例 と そ の 原 因 」及 び「 事 故 が 起 こ っ た 場 合 の 対 処 法 」

等 の 課 題 に つ い て 各 自 解 答 を 討 議 し 発 表 会 を 行 な っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  
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1 ．2 年 次 か ら 4 年 次 ま で の 各 学 年 で 基 礎 科 目 実 習 が 必 修 単 位 と

し て 組 ま れ て お り 、ほ ぼ 全 学 年 で 実 行 を 伴 っ て 施 行 さ れ て い る 。 

 
2 ． 自 己 研 鑽 ・ 参 加 型 学 習 の 単 位 数 は 卒 業 要 件 単 位 数 2 2 7 単 位

中 3 9 単 位 で 、 1 ／ 1 0 以 上 を 占 め て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  

- 71 - 
 



 

『 学  生 』  

 
６  学 生 の 受 入  

基 準 ６ － １  

教 育 の 理 念 と 目 標 に 照 ら し て ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー（ 入

学 者 受 入 方 針 ） が 設 定 さ れ ， 公 表 さ れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  ６ - １ - １ 】  ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー （ 入 学 者 受 入

方 針 ）を 設 定 す る た め の 責 任 あ る 体 制 が

と ら れ て い る こ と 。  

【 観 点  ６ - １ - ２ 】  入 学 志 願 者 に 対 し て ， ア ド ミ ッ シ ョ ン ・

ポ リ シ ー な ど 学 生 の 受 入 に 関 す る 情 報

が 事 前 に 周 知 さ れ て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 の 教 育 理 念 は 、 学 則 第 2 条 第 1 項 で 定 め ら れ て お り 、 そ れ

に 基 づ き 薬 学 部 薬 学 科 の 教 育 目 的 は 、 学 則 第 2 条 第 2 項 第 6 号 で

定 め て い る 。 薬 学 部 薬 学 科 の ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー は 、 入

学 志 願 者 募 集 に 関 す る 基 本 方 針 と し て 、 武 蔵 野 女 子 学 院 入 学 試

験 委 員 会 で 審 議 決 定 さ れ 、 そ の 内 容 は 以 下 の と お り で あ る 。  

入 学 志 願 者 に 対 し て は ホ ー ム ペ ー ジ 等 に 公 表 す る と と も に 、

オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 、 高 校 訪 問 、 高 校 内 ガ イ ダ ン ス 、 入 試 説 明

会 等 を 通 し て 説 明 し 、 浸 透 す る よ う に 努 力 し て い る 。  

 

 [ ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー ]  

本 学 で は 、 以 下 の と お り 、 薬 学 科 の 教 育 目 的 を 定 め て お り 、

こ の 目 的 に 共 感 し 、 学 識 、 能 力 、 人 間 性 等 を 高 め て い く 意 欲 を

持 っ た 人 材 の 入 学 を 期 待 し て い る 。  

 

薬 学 科 の 教 育 目 的  

6 年 一 貫 教 育 の 趣 旨 を 生 か し 、 教 養 教 育 か ら 基 礎 薬 学 教 育 、

医 療 薬 学 教 育 へ と 系 統 的 な 教 育 を 行 う こ と で 、 医 療 人 と し て 高

い 倫 理 観 と 高 度 な 専 門 知 識 を 兼 ね 備 え た 実 践 力 の あ る 薬 剤 師

の 育 成 を 目 的 と す る 。  
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ま た 、 上 記 の 教 育 目 的 に 適 応 す る 人 材 を 選 抜 す る た め 、 本 学 で

は 多 様 な 能 力 を 持 っ た 生 徒 を 、 多 面 的 に 評 価 す る こ と を 目 的 と

し て 複 数 の 入 試 制 度 を 設 け 、 選 抜 し て い る 。  

M ス カ ラ 入 試 （ A O 入 試 ）  

本 学 の 教 育 内 容 や 教 育 シ ス テ ム に 深 く 共 感 し 、 本 学 で 学

び た い と い う 意 欲 の 強 い 者 を 積 極 的 に 受 入 れ て い く こ と を

方 針 と し て い る 。 そ の た め に 十 分 時 間 を か け て 選 考 を 行 い 、

学 力 試 験 だ け で は 見 出 す こ と の で き な い 能 力 や 意 欲 、 将 来

の 可 能 性 等 を も と に 、 本 学 が 求 め る 学 生 像 に あ っ た 生 徒 を

書 類 審 査 及 び 面 接 に よ り 審 査 ・ 評 価 し 、 選 抜 す る 。  

指 定 校 推 薦 入 試 ／ 付 属 校 ・ 系 列 校 推 薦 入 試  

高 等 学 校 と の 信 頼 関 係 を 基 本 と し て 、 本 学 の 教 育 内 容 や

教 育 シ ス テ ム を 理 解 し 、 本 学 教 育 に 必 要 な 学 力 を 有 し て い

る と と も に 、 本 学 を 専 願 と し 、 学 習 意 欲 を 持 つ 生 徒 で あ る

こ と を 学 校 長 が 推 薦 す る 者 の 中 か ら 学 力 と 人 物 像 の 適 性 に

つ い て 多 面 的 か つ 総 合 的 に 審 査 ・ 評 価 し 、 選 抜 す る 。  

一 般 入 試  

本 学 の 教 育 内 容 や 教 育 シ ス テ ム を 理 解 し 、 か つ 学 習 意 欲

を も っ て 入 学 を 強 く 希 望 す る 志 願 者 の 中 か ら 、 基 礎 学 力 と

専 門 教 育 を 主 と す る 教 科 の 理 解 度 、 並 び に 人 物 等 の 適 性 等

に つ い て 、 学 力 試 験 及 び 書 類 審 査 を 行 い 、 多 面 的 か つ 総 合

的 に 審 査 ・ 評 価 し 、 選 抜 す る 。  

セ ン タ ー 試 験 入 試  

本 学 の 教 育 内 容 や 教 育 シ ス テ ム を 理 解 し 、 か つ 学 習 意 欲

を も っ て 入 学 を 強 く 希 望 す る 「 大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 」 を

受 験 し た 志 願 者 の 中 か ら 、 基 礎 学 力 と 専 門 教 育 を 主 と す る

教 科 の 理 解 度 、 並 び に 人 物 等 に つ い て 、 書 類 審 査 を 行 い 、

多 面 的 か つ 総 合 的 に 審 査 ・ 評 価 し 、 選 抜 す る 。  
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［ 点 検 ・ 評 価 ］  

ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー の 設 定 に 当 た っ て は 、 学 部 教 授 会

等 で 審 議 さ れ 、 理 事 会 で 決 定 さ れ た 教 育 目 的 と 合 致 し て お り 、

十 分 な 責 任 あ る 体 制 を と っ て い る 。 ま た 本 学 で は 、 ア ド ミ ッ シ

ョ ン ・ ポ リ シ ー に 沿 っ た 多 様 な 選 抜 方 法 を 実 施 し て い る が 、 そ

れ ぞ れ の 入 試 の 特 性 に 基 づ い た 学 生 数 を 確 保 し て い る 。  

こ の こ と は 、 学 生 の 受 入 に 関 す る 情 報 が 事 前 に 周 知 さ れ 、 本

学 の ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー が 受 験 生 に 理 解 さ れ て い る 結 果

で あ る 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ６ － ２  

 

学 生 の 受 入 に 当 た っ て ， 入 学 志 願 者 の 適 性 及 び 能 力 が 適 確

か つ 客 観 的 に 評 価 さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ６ - ２ - １ 】  責 任 あ る 体 制 の 下 ，入 学 者 の 適 性 及 び 能

力 の 評 価 な ど 学 生 の 受 入 に 関 す る 業 務

が 行 わ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ６ - ２ - ２ 】  入 学 者 選 抜 に 当 た っ て ，入 学 後 の 教 育 に

求 め ら れ る 基 礎 学 力 が 適 確 に 評 価 さ れ

て い る こ と 。  

【 観 点  ６ - ２ - ３ 】  医 療 人 と し て の 適 性 を 評 価 す る た め ，入

学 志 願 者 に 対 す る 面 接 が 行 わ れ て い る

こ と が 望 ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 は 基 準 6 - 1 の ア ド ミ ッ シ ョ ン・ポ リ シ ー に 基 づ い た 多 様 な

能 力 を 持 っ た 学 生 を 求 め 、 入 試 ご と に 選 抜 の 方 針 を 明 確 に 定 め

実 施 し て い る 。 責 任 体 制 と し て は 、 学 長 を 本 部 長 と し た 入 学 試

験 本 部 を 設 置 し 、 学 生 募 集 か ら 入 学 試 験 に 至 る ま で の 業 務 を 統

轄 し て い る 。 特 に 入 試 業 務 は 、 専 任 教 員 と 事 務 職 員 で 実 施 組 織

を 構 成 し 、 厳 正 な 環 境 で 安 全 に 実 施 で き る よ う 努 め て い る 。 そ

の 一 方 策 と し て 、 各 学 部 教 員 か ら 入 試 実 務 委 員 １ 名 ず つ を 選 出

し 、 そ の 委 員 が 入 試 セ ン タ ー 事 務 部 と 密 接 に 連 携 を と り 、 教 職

員 が 適 切 に 運 営 で き る 体 制 を 作 っ て い る 。  

 ま た 、 入 試 当 日 に は 、 学 長 自 ら 当 該 入 試 の も つ 意 味 と そ れ ぞ

れ の 入 試 の 特 性 等 に つ い て 担 当 教 員 に 説 明 し 、 入 試 の 重 要 性 に

つ い て 注 意 を 喚 起 し て い る 。 更 に 、 具 体 的 な 入 試 実 施 要 項 に つ

い て 入 試 セ ン タ ー 事 務 部 の 職 員 が 詳 細 な 説 明 を 行 い 、 実 施 に 際

し ト ラ ブ ル が 生 じ な い よ う 慎 重 に 対 応 し て い る 。  

 入 学 者 選 抜 に 際 し て は 、 学 部 長 、 学 科 長 、 入 試 実 務 委 員 が 高

校 で の 成 績 や 試 験 の 成 績 等 を 総 合 的 ・ 合 理 的 に 判 断 し て 合 格 候

補 者 を 選 出 し て い る 。  

本 学 部 で は 、 医 療 人 と し て よ り 高 度 な 専 門 知 識 と 実 践 力 を 持

つ 薬 剤 師 を 育 成 す る こ と を 目 的 と し て 、 入 学 後 の カ リ キ ュ ラ ム

を 編 成 し て い る 。 特 に 入 学 後 に は 「 化 学 」 を 中 心 に 「 物 理 」「 生

物 」 及 び 「 数 学 」 等 の 基 礎 学 力 が 求 め ら れ る 。 一 方 、 こ れ か ら

の 薬 剤 師 は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 、 問 題 解 決 能 力 、 論 理 的

思 考 能 力 、 国 際 性 、 倫 理 観 の 保 有 等 が 期 待 さ れ て お り 、 こ れ ら

の 要 請 に 応 え る べ く 、 「 共 通 科 目 」 及 び 「 学 科 科 目 」 を 配 置 し
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て い る 。  

現 在 の 入 学 試 験 科 目 は 、 英 語 、 理 科 （ 化 学 ） 、 数 学 等 入 学 後

に 求 め ら れ る 基 礎 学 力 と し て 必 要 不 可 欠 な 科 目 を 試 験 科 目 に 課

し 、 評 価 し て い る 。 ま た 、 前 述 の ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー に

基 づ き 、 学 力 試 験 、 書 類 審 査 、 面 接 等 の 手 段 に よ っ て 、 入 学 希

望 者 の 学 習 意 欲 、 基 礎 学 力 及 び 医 療 人 と し て の 適 性 を 多 面 的 に

審 査 し て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

責 任 あ る 体 制 の 下 、 学 生 の 受 入 業 務 が 行 わ れ て い る 。 入 学 者

選 抜 に 当 た っ て 、 入 学 後 の 教 育 に 求 め ら れ る 基 礎 学 力 を 的 確 に

評 価 し て お り 、 医 療 人 と し て の 適 性 も 多 面 的 な 方 法 で 審 査 し て

い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ６ － ３  

 

入 学 者 定 員 が ， 教 育 の 人 的 ・ 物 的 資 源 の 実 情 に 基 づ い て 適

正 に 設 定 さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ６ - ３ - １ 】  適 正 な 教 育 に 必 要 な 教 職 員 の 数 と 質 が

適 切 に 確 保 さ れ て い る こ と （「 9 ． 教 員 組

織 ・ 職 員 組 織 」 参 照 ）。  

【 観 点  ６ - ３ - ２ 】  適 正 な 教 育 に 必 要 な 施 設 と 設 備 が 適 切

に 整 備 さ れ て い る こ と （「 1 0 ． 施 設 ・ 設

備 」 参 照 ）。  

 
［ 現 状 ］  

現 在 薬 学 部 新 入 生 定 員 数 は 1 4 5 名 に 定 め ら れ て い る 。 こ れ に

対 し 、教 育 に 直 接 関 わ る 薬 学 部 に 所 属 す る 専 任 教 員（ 教 授 以 下 、

准 教 授 、 講 師 、 助 教 ） の 員 数 は 5 0 名 で あ る 。 ま た 、 実 務 教 育 を

担 当 す る 教 員 は 、 本 学 専 任 の 1 2 名 か ら な り 、 臨 床 手 技 の 他 、 医

療 人 と し て の 心 構 え に つ い て も 教 授 し て い る 。  

ま た 本 学 で は 、 こ れ ら の 専 任 教 員 全 員 が 構 成 員 と な る 産 官 学

共 同 研 究 の 「 薬 学 研 究 所 」 を 開 設 し 、 教 員 自 ら が 研 究 者 と し て

研 究 所 で 研 究 を 行 な い 、 新 し い “ 知 ” を 生 産 し て い る 。 そ の 真

贋 を 見 き わ め る 心 技 を 磨 き 、 自 ら の 資 質 を 高 め て い る 。 こ の よ

う に し て 薬 学 を 深 く 理 解 し た 教 員 が 学 生 を 教 育 す る シ ス テ ム に

よ り 、 最 新 の 研 究 成 果 を 授 業 に フ ィ ー ド バ ッ ク し 、 高 い 教 育 を

継 続 的 に 確 保 し て い る 。  

施 設 ・ 設 備 に つ い て は 、 講 義 室 の 定 員 は お よ そ 1 5 0 名 、 学 生

実 習 室 の 定 員 は 8 0 名 （ 1 実 習 は 1 学 年 の 半 数 ず つ が 交 代 で 行 う ）

で あ る 。 ま た 、 実 務 実 習 事 前 学 習 の た め の 模 擬 薬 局 と 模 擬 病 院

の 他 、 一 斉 に 調 剤 実 習 を 行 う た め の 設 備 （ 定 員 8 0 名 ） を 備 え て

い る 。  

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

学 生 1 人 当 た り の 教 員 数 と 質 は 適 切 に 確 保 さ れ 、 授 業 に 必 要

な 施 設 ・ 設 備 は 充 足 し て い る 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ６ － ４  

 

学 生 数 が 所 定 の 定 員 数 と 乖 離 し な い こ と 。  

【 観 点  ６ - ４ - １ 】  入 学 者 の 受 入 数 に つ い て ， 所 定 の 入 学

定 員 数 を 上 回 っ て い な い こ と 。  

【 観 点  ６ - ４ - ２ 】 入 学 者 を 含 む 在 籍 学 生 数 に つ い て ， 収 容

定 員 数 と 乖 離 し な い よ う 努 め て い る こ

と 。  

 
［ 現 状 ］  

平 成 2 1 年 度 の 薬 学 部 入 学 定 員 数 は 1 4 5 名 、入 学 者 数 は 1 5 0 名 で

あ り 、 在 校 生 を 含 め た 在 籍 者 数 ( 6 年 制 の み ) は 5 6 8 名 で あ る 。  

 年 度 別 の 入 学 定 員 充 足 率 は 、 表 6 - 4 - 1 の と お り で あ る 。 ま た 、

年 度 別 収 容 定 員 充 足 率 は 、 表 6 - 4 - 2 の と お り で あ る 。  

 

表 6 - 4 - 1  年 度 別 入 学 定 員 充 足 率  

年 度  H 1 8  H 1 9  H 2 0  H 2 1  

入 学 定 員 ( 名 )  1 4 5  1 4 5  1 4 5  1 4 5  

入 学 者 数 ( 名 )  1 4 4  1 4 6  1 4 0  1 5 0  

入学定員充足率( ％ ) 9 9 . 3  1 0 0 . 7  9 6 . 6  1 0 3 . 4  

 

表 6 - 4 - 2  年 度 別 収 容 定 員 充 足 率 （ 6 年 制 の み ）  

年 度  H 1 8  H 1 9  H 2 0  H 2 1  

収 容 定 員 ( 名 )  1 4 5  2 9 0  4 3 5  5 8 0  

在 籍 者 数 ( 名 )  1 4 4  2 8 8  4 2 1  5 6 8  

収容定員充足率( ％ )  9 9 . 7  9 9 . 3  9 6 . 7  9 7 . 9  

 

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］   

薬 学 部 が 6 年 制 と な っ た 平 成 1 8 年 度 か ら の 入 学 者 数 を 見 る と 、

多 少 の 変 動 は 見 ら れ る が 概 ね 計 画 ど お り に 安 定 し た 入 学 者 数 を

維 持 し て き て い る 。 ま た 在 籍 者 数 に つ い て も 、 収 容 定 員 数 と ほ

ぼ 乖 離 な く 、 推 移 し て い る 。 こ の こ と は 、 表 6 - 4 - 3 の と お り 退 学

率 等 が 低 い こ と か ら 見 て も 、 入 学 後 の 学 力 不 足 や ミ ス マ ッ チ が

少 な く 、 収 容 定 員 と 乖 離 し な い 要 因 の ひ と つ で あ る と 評 価 し て

い る 。  
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表 6 - 4 - 3  年 度 別 退 学 率  

年 度  H 1 8  H 1 9  H 2 0  H 2 1  

在 籍 者 数 ( 名 )  1 4 4  2 8 8  4 2 1  5 6 8  

退 学 者 数 ( 名 ) ※  3  7  3  －  

退 学 率 ( % )  2 . 0 8  2 . 4 3  0 . 7 1  －  

※ 退 学 者 数 に は 、 除 籍 者 を 含 む 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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７  成 績 評 価 ・ 修 了 認 定  

基 準 ７ － １  

成 績 評 価 が ， 学 生 の 能 力 及 び 資 質 を 正 確 に 反 映 す る 客 観 的

か つ 厳 正 な も の と し て ， 次 に 掲 げ る 基 準 に 基 づ い て 行 わ れ て

い る こ と 。  

（ １ ） 成 績 評 価 の 基 準 が 設 定 さ れ ， か つ 学 生 に 周 知 さ れ て

い る こ と 。  

（ ２ ） 当 該 成 績 評 価 基 準 に 従 っ て 成 績 評 価 が 行 わ れ て い る

こ と 。  

（ ３ ） 成 績 評 価 の 結 果 が ， 必 要 な 関 連 情 報 と と も に 当 事 者

で あ る 学 生 に 告 知 さ れ て い る こ と 。  

 

 
［ 現 状 ］  
  （ 1 ） 成 績 評 価 の 基 準 に つ い て は 、 定 期 試 験 等 の 結 果 （ 点 数 ）

を も と に 以 下 の よ う に 設 定 さ れ て い る 。  

＜ 成 績 評 価 の 基 準 ＞  

成 績 評 価 は 6 段 階 に 分 か れ て お り 、 そ の 基 準 は 下 記 の よ う に

厳 密 に 設 定 さ れ て い る 。  
 

[ 合 格 ]  
S ： 1 0 0 ～ 9 0 点 ： G P A  4 . 0  ： き わ め て 優 れ た 成 績 を 表 す 。  
A ：  8 9 ～ 8 0 点 ： G P A  3 . 0  ： 優 れ た 成 績 を 表 す 。  
B ：  7 9 ～ 7 0 点 ： G P A  2 . 0  ： 十 分 と 認 め ら れ る 成 績 を 表 す 。   
C ：  6 9 ～ 6 0 点 ： G P A  1 . 0  ： 合 格 で は あ る が 、 十 分 で は な い  
 成 績 を 表 す 。 本 学 が 目 指 す 単 位

取 得 の 到 達 レ ベ ル で は な い 。    
 

[ 不 合 格 ]  
D ： 5 9 点 以 下  ： G P A  0 . 0  ： 合 格 と 認 め ら れ る 最 低 限 の 成 績

に 達 し て い な い こ と を 表 す 。  
Ｘ ： 評 価 不 能   ： G P A  0 . 0  ： 出 席 不 良 や 評 価 不 能 で あ る こ と

を 表 す 。  
 

上 述 の 成 績 評 価 基 準 の ほ か 、 本 学 で は 学 生 の 勉 学 意 欲 を 高 め

る こ と を 目 的 と し て 、 各 学 生 の 学 習 到 達 度 を 評 価 す る た め に

G P A 制 度 を 導 入 し て い る 。  
 
＜ G P A （ G r a d e  P o i n t  A v e r a g e ） 制 度 ＞  

G P A と は そ れ ぞ れ の 科 目 で 得 た 評 価 を ポ イ ン ト に 置 き 換 え 、

- 80 - 
 



 

計 算 式 に よ り 数 値 を 算 出 す る 成 績 評 価 シ ス テ ム で あ る 。 G P A

は 大 学 で 学 ぶ 学 生 に と っ て 、学 習 の 到 達 度 を 客 観 的 に 測 る 指 針

と な り 、 本 学 で は 進 級 や 卒 業 判 定 に 用 い て い る 。  

 
G P A 計 算 方 式 ＝ （ 科 目 単 位 数 × 成 績 ポ イ ン ト ） の 総 和  ÷  

総 履 修 単 位 数  

 
＜ 学 習 到 達 目 標 の 設 定 ＞  

本 学 は 学 習 到 達 目 標 を G P A  2 . 0 と し て い る 。 本 学 は 卒 業 基 準

に 入 学 時 か ら の 通 算 の G P A が 2 . 0 以 上 で あ る こ と を 盛 り 込 ん

で い る 。 ま た 各 学 期 の G P A が  2 . 0 未 満 で あ っ た 学 生 に 対 し て

は ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー に よ る 学 修 指 導 を 実 施 し て い る 。  

 
以 上 の 成 績 評 価 の 基 準 、 G P A 制 度 、 及 び 学 習 到 達 目 標 の 設 定

等 に つ い て は 、履 修 要 覧 に 明 記 し て い る と 同 時 に 入 学 後 の オ リ

エ ン テ ー シ ョ ン 、 さ ら に 各 上 級 学 年 に 進 級 時 の 4 月 上 旬 の 履

修 ガ イ ダ ン ス に お い て も 教 務 課 、及 び 薬 学 科 長 か ら そ れ ぞ れ 口

頭 説 明 を 行 い 、 学 生 に 周 知 さ れ て い る 。  

 
（ 2 ） 各 科 目 の 担 当 教 員 は 試 験 ・ レ ポ ー ト 等 の 採 点 結 果 に 基 づ  

い て 、 上 述 （ 1 ） に 示 し た 成 績 評 価 基 準 に 従 っ て 厳 正 に 成 績 評

価 を 行 い 、そ の 結 果 を 教 務 課 に 提 出 す る シ ス テ ム と な っ て い る 。 

 
（ 3 ） 成 績 評 価 の 結 果 は 、 本 学 で は イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た

「 W e b 成 績 公 開 シ ス テ ム 」 に よ り 、 学 生 に 告 知 し て い る 。「 W e b

成 績 公 開 シ ス テ ム 」 の 操 作 法 は 履 修 要 覧 に 詳 細 に 記 載 さ れ て お

り 、 学 生 は そ れ を 参 考 に ア ク セ ス す る こ と と な っ て い る 。 ま た

成 績 評 価 結 果 に つ い て は イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 告 知 の ほ か 、

学 年 末 の 3 月 に 学 生 及 び 保 護 者 宛 に 成 績 証 明 書 の 配 布 ・ 送 付 も

合 わ せ て 行 っ て い る 。 さ ら に 「 W e b 成 績 公 開 シ ス テ ム 」 に よ る

前 期 ・ 後 期 期 末 試 験 後 の 成 績 評 価 の 発 表 と 同 時 に 追 再 試 験 情 報

の 掲 示 も 行 っ て い る ほ か 、 該 当 す る 学 生 に は 追 再 試 験 情 報 に 関

す る 郵 便 物 を 発 送 し て い る 。  

 
成 績 の 通 知 時 期 は 以 下 の と お り で あ る 。  

＜ W e b 成 績 公 開 シ ス テ ム ＞  
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[ 前 期 ]  

8 月 下 旬 に 成 績 通 知 画 面 で 成 績 が 確 認 で き る よ う に 、 ま た 、

9 月 下 旬 に 前 期 の 追 再 試 験 対 象 者 の 成 績 が 確 認 で き る よ う

に 掲 示 し て い る 。  

 
[ 後 期 ]  

2 月 中 旬 に 成 績 通 知 画 面 で 成 績 が 確 認 で き る よ う に 、 ま た 、

3 月 上 旬 に 後 期 の 追 再 試 験 対 象 者 の 成 績 が 確 認 で き る よ う

に 掲 示 し て い る 。  

3 月 上 旬 に 卒 業 年 次 生 に 対 し て 、卒 業 判 定 結 果 を 掲 示 し て い

る 。  

  
＜ 成 績 証 明 書 の 配 布 ＞  

・ 卒 業 生 に は 卒 業 式 当 日 に 「 成 績 証 明 書 」 を 配 布 し て い る 。  

・ 3 月 中 に 全 学 生 に 対 し 、「 成 績 証 明 書 」 を 送 付 し て い る 。  

 
ま た 、 教 務 課 は 成 績 に 関 す る 問 い 合 わ せ を 下 記 の 期 間 、 受

付 け る シ ス テ ム に な っ て い る 。  

前 期 科 目 ： 8 月 中 下 旬 頃  

後 期 科 目 及 び 通 年 科 目 ： 2 月 中 下 旬 頃  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

（ 1 ） に つ い て  

1 ． 上 述 の よ う に 成 績 評 価 の 基 準 が 詳 細 に 厳 密 に 設 定 さ れ て

い る ほ か 、 G P A 制 度 も 導 入 さ れ て い る 。  

 
2 ． こ れ ら は 履 修 要 覧 に 明 記 さ れ て い る ほ か 、 入 学 後 の オ リ

エ ン テ ー シ ョ ン 、 さ ら に 各 上 級 学 年 に 進 級 時 の 4 月 上 旬 の 履

修 ガ イ ダ ン ス に お い て も 教 務 課 、 及 び 薬 学 科 長 か ら そ れ ぞ れ

口 頭 説 明 を 行 い 、 学 生 へ の 周 知 を 徹 底 さ せ て い る 。  

 
（ 2 ） に つ い て  

成 績 評 価 は 各 科 目 の 担 当 教 員 に よ っ て 、 上 述 の 成 績 評 価 基

準 に 忠 実 に 従 っ て 厳 正 に 行 わ れ て い る 。  

 
（ 3 ） に つ い て  

1 ． 成 績 評 価 の 結 果 に つ い て 、 本 学 で は イ ン タ ー ネ ッ ト を 利
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用 し た 「 W e b 成 績 公 開 シ ス テ ム 」 に よ り 、 学 生 に 告 知 し て お

り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 可 能 な P C が あ れ ば 、 必 要 な と き

に ほ ぼ 年 間 を 通 し て 成 績 を 確 認 で き る よ う に 便 宜 を 図 っ て い

る 。  

 
2 ．「 W e b 成 績 公 開 シ ス テ ム 」 に よ る 前 期 ・ 後 期 定 期 試 験 後 の

成 績 評 価 発 表 と 同 時 に 追 再 試 験 情 報 に 関 す る 掲 示 も 行 っ て い

る ほ か 、 追 再 試 験 情 報 の 郵 便 物 を 該 当 す る 学 生 に 発 送 し て お

り 、 成 績 評 価 だ け で な く 必 要 な 関 連 情 報 も 学 生 に 確 実 に 告 知

す る シ ス テ ム に な っ て い る 。  

 
3 ． 学 生 が 成 績 に 関 す る 問 い 合 わ せ を 希 望 し た 場 合 に は 教 務

課 が 対 応 す る シ ス テ ム が 整 備 さ れ て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

 特 に な し 。  
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基 準 ７ － ２  

 

履 修 成 果 が 一 定 水 準 に 到 達 し な い 学 生 に 対 し ， 原 則 と し て

上 位 学 年 配 当 の 授 業 科 目 の 履 修 を 制 限 す る 制 度 が 採 用 さ れ て

い る こ と 。  

【 観 点  ７ - ２ - １ 】 進 級 要 件 （ 進 級 に 必 要 な 修 得 単 位 数 及 び  

成 績 内 容 ）， 留 年 の 場 合 の 取 り 扱 い （ 再  

履 修 を 要 す る 科 目 の 範 囲 ） 等 が 決 定 さ れ ，  

学 生 に 周 知 さ れ て い る こ と 。  
 
［ 現 状 ］  
＜ 進 級 基 準 に つ い て ＞  

薬 学 部 の 学 生 は 卒 業 後 、 医 療 の 一 翼 を 担 う 人 材 と し て 、 確 か

な 知 識 ・ 技 能 と 高 い 倫 理 観 が 求 め ら れ る 。 そ の た め 本 学 で は 下

記 の よ う に 進 級 基 準 を 設 定 し て い る （ 資 料 5 を 参 照 の こ と ）。  

[ 1 → 2 年 生 に 進 級 ]  

・ 各 学 年 に お い て 履 修 す べ き 必 修 科 目 （ 前 年 度 以 前 の 未 履 修

科 目 を 含 む ） の う ち 未 履 修 科 目 の 数 が 2 科 目 以 内 で あ る こ

と 。  

 
・ 薬 学 専 門 必 修 科 目 の 単 年 度 G P A （ 開 講 表 に お い て は 進 級

G P A と 記 載 さ れ て い る 。） が 1 . 3 以 上 で あ る こ と 。  

 
[ 2 → 3 、 3 → 4 、 4 → 5 、 5 → 6 年 生 に 進 級 ]  

・ 各 学 年 に お い て 履 修 す べ き 必 修 科 目 （ 前 年 度 以 前 の 未 履 修

科 目 を 含 む ） の う ち 未 履 修 科 目 の 数 が 2 科 目 以 内 で あ る こ

と 。  

 
・ 薬 学 専 門 必 修 科 目 の 単 年 度 G P A が 1 . 5 以 上 で あ る こ と 。  

 
・ 5 年 次 へ の 進 級 は 上 述 の 進 級 基 準 に 加 え て 薬 学 総 合 演 習 １

の 単 位 認 定 が 必 須 で あ る 。  

 
[ 卒 業 判 定 ]  

・ 卒 業 所 要 単 位 （ 2 2 7 単 位 ） を 満 た す こ と （ 表 7 - 2 - 1 ）。  

・ 総 合 G P A （ ＊ ） が 2 . 0 以 上 で あ る こ と 。  

   ＊ ： 在 学 中 に 履 修 し た 科 目 全 て の 成 績 平 均 値  
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 各 学 年 に お け る 必 修 科 目 、 選 択 科 目 等 全 科 目 に つ い て 、 単 位

数 も 含 め た 開 講 表 は 表 1 - 1 - 1 に 示 す と お り で あ る 。  

各区分で取得すべき

最低単位数

 建学科目      　   4 　仏教概説1･2(4単位）

 健康体育科目           1 　体育実習1(1単位）

　英語1～4(8単位）

　コンピュータ活用2(2単位）

　コミュニケーションスキル(2単位）

　10科目20単位必修

　4科目8単位選択必修

　自己の探求(1単位）

　キャリアデザイン(2単位）

科
目

学
科

 必修         170 　別頁(開講表)参照

　上記所要単位以外の共通科目・学科科目

　他学部・他学科履修許可科目

　合        計         227

 ソーシャルスタディ科目           3

表7-2-1　卒業所要単位数[薬学科（6年制)]

授業科目の区分 特　記

　自由選択科目           9

共
通
科
目

 モミュニケーション科目          12

 セルフディベロップメント科目         28

 
 

 ＜ 原 級 留 年 の 取 扱 い に つ い て ＞  

 休 学 の 場 合 を 除 い て 、 同 一 学 年 の 在 籍 は 2 年 以 内 と す る 。 そ

れ を 超 え た 場 合 は 除 籍 と な る 。  

原 級 留 年 と な っ た 学 生 に は 学 年 制 が 適 用 さ れ る 。 学 年 制 に お

い て は 単 位 制 と 異 な り 不 合 格 と な っ た 科 目 だ け を 履 修 す る の で

は な く 、 当 該 学 年 の 全 科 目 を 履 修 し 直 す こ と に な る 。 た だ し 、

前 年 度 評 価 が S 及 び A 評 価 の 科 目 及 び 単 位 認 定 済 み の 実 習 科 目

は 、 再 履 修 を 免 除 す る （ 薬 学 共 用 試 験 に 関 わ る 科 目 を 除 く ）。  

原 級 留 年 と な っ た 場 合 は 別 途 、 再 履 修 指 定 科 目 の 履 修 指 導 を

行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 上 述 の 通 り 、 進 級 に つ い て は 取 得 単 位 数 と 成 績 評 価 で あ る

単 年 度 G P A の 結 果 を 総 合 し て 決 定 す る こ と と な っ て い る 。こ れ

に よ り 、 履 修 成 果 が 一 定 の 水 準 に 到 達 し て い な い 学 生 は 進 級 で

き な い 制 度 と な っ て お り 、 学 生 の 履 修 成 果 を 一 定 水 準 以 上 に 保

つ こ と が で き て い る と 判 断 さ れ る 。  
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2 ． 留 年 す る 場 合 は 学 年 制 と な っ て お り 、 前 年 度 成 績 評 価 S 、 あ

る い は A 以 外 で あ っ た 全 て の 必 修 科 目 を 再 履 修 す る こ と と な り 、

各 学 年 の 履 修 科 目 に つ い て 確 実 に 一 定 水 準 以 上 の 学 力 に 到 達 し

た 学 生 が 進 級 し 、 上 位 学 年 配 当 の 科 目 を 履 修 す る こ と が で き る

と い う 学 習 シ ス テ ム が 整 備 さ れ て い る 。  

 
3 ． ま た 進 級 要 件 、 及 び 原 級 留 年 の 取 り 扱 い に つ い て は 、［ 現 状 ］

の 項 目 に 記 載 の と お り 、 厳 密 に 規 定 さ れ て お り 、 そ の 内 容 は 履

修 要 覧 （ 資 料 5 ） に 記 載 さ れ て い る 。 入 学 後 の オ リ エ ン テ ー シ

ョ ン に お い て も 履 修 要 覧 を 参 照 し な が ら 、 進 級 基 準 、 及 び 原 級

留 年 の 取 り 扱 い に つ い て 学 生 に 口 頭 で 説 明 し て い る 。 ま た 、 各

年 度 初 め の 4 月 上 旬 の 履 修 ガ イ ダ ン ス に お い て も 教 務 課 、 及 び

薬 学 科 長 か ら そ れ ぞ れ 二 重 に 口 頭 説 明 を 行 い 、 学 生 に 確 実 に 告

知 さ れ る よ う に 十 分 配 慮 し 、 実 施 し て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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８  学 生 の 支 援  

（ ８ － １ ） 修 学 支 援 体 制  

基 準 ８ － １ － １  

 

学 生 が 在 学 期 間 中 に 教 育 課 程 上 の 成 果 を 上 げ ら れ る よ う ，

履 修 指 導 の 体 制 が と ら れ て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - １ - １ - １ 】 入 学 者 に 対 し て ， 薬 学 教 育 の 全 体 像

を 俯 瞰 で き る よ う な 導 入 ガ イ ダ ン ス

が 適 切 に 行 わ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - １ - １ - ２ 】 入 学 前 の 学 習 状 況 に 応 じ て ， 薬 学 準

備 教 育 科 目 の 学 習 が 適 切 に 行 わ れ る

よ う に ， 履 修 指 導 が な さ れ て い る こ

と 。  

【 観 点  ８ - １ - １ - ３ 】 履 修 指 導 （ 実 務 実 習 を 含 む ） に お い

て ， 適 切 な ガ イ ダ ン ス が 行 わ れ て い

る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

入 学 者 に 対 し て は 、 入 学 式 後 に ガ イ ダ ン ス を 1 週 間 実 施 し 、

学 科 の 教 員 や 教 務 課 の 職 員 が 履 修 及 び 履 修 登 録 に つ い て の 説 明

を 実 施 し て い る 。 ま た 、 前 期 授 業 開 始 前 に 1 泊 2 日 に て 行 わ れ

る オ リ エ ン テ ー シ ョ ン キ ャ ン プ の 中 で も 、 先 輩 学 生 に よ る 履 修

相 談 の プ ロ グ ラ ム が 組 ま れ て い る 。 学 生 に は ガ イ ダ ン ス 期 間 に

物 理 、 化 学 、 生 物 、 数 学 の プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト を 実 施 し 、 テ

ス ト の 成 績 に よ り 基 準 点 に 満 た な い 学 生 に は 補 習 を 用 意 し て い

る 。 こ の 4 科 目 の 補 習 は 、 各 々 6 コ マ ず つ 設 け ら れ て い る 。 更

に 「 薬 学 物 理 学 1 、 2 」「 薬 学 化 学 1 、 2 」「 薬 学 生 物 学 1 、 2 」「 薬

学 数 学 1 、 2 」 の 合 計 8 科 目 は 、 専 門 科 目 へ の 導 入 と し て 1 年 次

に 設 け ら れ て い る 。  

履 修 指 導 は 毎 年 各 学 年 に お い て 学 期 初 頭 の ガ イ ダ ン ス に て 実

施 す る 。 更 に 各 講 義 を 始 め る に あ た り 、 当 該 科 目 の 到 達 目 標 及

び 授 業 の 概 要 、成 績 評 価 の 方 法 を 説 明 し て い る 。シ ラ バ ス に も 、

同 様 な 事 柄 が 記 載 さ れ て い る 。 実 務 実 習 に 関 し て は 、 臨 床 薬 学

セ ン タ ー の 教 員 に よ り 実 習 開 始 前 に ガ イ ダ ン ス を 実 施 す る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 .  入 学 式 後 の ガ イ ダ ン ス に お い て 、 学 生 に は 履 修 等 に つ い て

の わ か り や す い 説 明 が な さ れ て い る 。  
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2 .  1 泊 2 日 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン キ ャ ン プ で は 、 教 員 や 先 輩

学 生 と フ ラ ン ク に 話 し 合 え る 機 会 を 設 け て お り 、 そ の 後 の 学 習

に プ ラ ス に な っ て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ８ － １ － ２  

 

教 員 と 学 生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 十 分 に 図 る た め の 学

習 相 談 ・ 助 言 体 制 が 整 備 さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - １ - ２ - １ 】 担 任 ・ チ ュ ー タ ー 制 度 や オ フ ィ ス ア

ワ ー な ど が 整 備 さ れ ， 有 効 に 活 用 さ れ

て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 で は 、 学 生 の 学 習 面 ・ 生 活 面 に お け る 悩 み や 問 題 に 対

し て 適 切 な 助 言 ・ 指 導 が 与 え ら れ る よ う に 、 専 任 教 員 に よ る

「 ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー 制 度 」 を 設 け て い る 。  
具 体 的 に は 、 1 年 次 か ら 4 年 次 前 期 ま で は 、 約 4 0 名 を 単 位

に ク ラ ス を 編 成 し 、 専 任 教 員 ( 教 授 ) が ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー に

な っ て い る 。 4 年 次 後 期 か ら 6 年 次 は 、 7 ～ 8 名 が 卒 業 研 究 の

た め の 研 究 室 に 配 属 さ れ  ( 配 属 研 究 室 ) 、 配 属 研 究 室 の 担 当 教

授 が 、 ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー と な る 。 ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー は 、

個 人 面 談 等 で 学 生 に さ ま ざ ま な ア ド バ イ ス を 与 え て い る 。  
ま た 、 教 員 ・ 学 科 ・ 学 生 支 援 部 が 一 体 と な っ て 、 次 の よ う

な 体 制 で 学 生 た ち を サ ポ ー ト し て い る 。 ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー

は 、 1 人 ひ と り の 学 生 に 対 し て 、 入 学 し て か ら 卒 業 ま で を 、

図 8 - 1 - 2 - 1 の よ う に 学 修 ・ 生 活 ・ 進 路 の 3 つ の 側 面 か ら 、 全

面 的 な 支 援 を す る 。 各 学 生 の 学 習 上 の 個 人 記 録 を 作 成 し て い

る 。 そ れ を 参 考 に し て 、 定 期 的 に 個 人 面 談 を 行 い 、 指 導 ・ 相

談 を し て い る 。 ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー の 役 割 の 中 で 、 特 に 重 要

な こ と は 、 G P A の 数 値 に 基 づ き 、 成 績 不 良 者 へ の 適 切 な 指 導

を 行 っ て い る こ と で あ る 。 年 に 数 回 、 ク ラ ス 会 等 を 行 い 、 教

員 と 学 生 の 親 睦 の 場 も 設 け て い る 。  
上 記 以 外 に 新 入 生 が 入 学 し て か ら 、 で き る だ け 早 く 大 学 の

環 境 に 慣 れ 大 学（ 建 学 の 精 神 、学 科 の 教 育 理 念 等 ）を 理 解 し 、

大 学 で の 学 習 が 円 滑 に で き る よ う に と オ リ エ ン テ ー シ ョ ン キ

ャ ン プ を 実 施 し て い る 。 上 級 学 生 の 協 力 も 得 て 、 1 泊 2 日 の

日 程 で 、「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 を キ ー ワ ー ド に 、 大 学 で の 学

習 に と け 込 む た め の プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て い る 。  
専 任 教 員 が 授 業 の な い 時 間 を 設 定 し 、 研 究 室 を 開 放 す る オ

フ ィ ス ア ワ ー の 制 度 を 設 け 、 学 生 が 教 員 と 学 習 に 関 し 相 談 で

き る 環 境 を 整 え て い る 。  
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                                     教務課 

                                     学生課 

                                           キャリア開発課 

                                           大学保健室 

                                           学生相談室 

                                           国際交流課 

 

 

 

 

     学生        学生         学生 

 

 

 

 

 

【クラスアドバイザーの役割】

項　　目 内　　　　　　容 方　　法 協力関係部署

 1．学修に関する ・履修登録科目に関する相談

    こと ・学修の進め方に関する相談

・学科の専門に関する相談

・その他学修全般に関する相談 ・オフィスアワー

・履修登録と成績の把握   の活用

・成績不良者指導

 2．学生生活に関 ・学生生活に関する相談 ・個別面談  学生課

 　 すること ・健康管理に関すること  大学保健室・学生相談室

 3．進路に関する ・転部・転科に関する相談 ・ＧＰＡを考慮に  教務課

    こと ・再入学、復籍に関する相談   入れた指導

・休学や退学及び復学に関する指導

・就職に関する相談

・キャリア関連科目の履修相談

 教務課

 学生課

 キャリア開発課

学      科 

クラスアドバイザー 

面接 相談

学生支援部 

クラス 

 
図 8 - 1 - 2 - 1   ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー の 役 割  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 .  ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー は 、 比 較 的 少 人 数 を 担 当 す る の で 、 学

生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 良 好 で あ る 。  

 
2 .  1 年 次 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン キ ャ ン プ 以 外 に も 、 年 数 回 の

ク ラ ス 会 等 を 開 催 し 、学 生 と の 懇 談 の 場 を 設 け て い る こ と は 評

価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

学 生 へ の 学 習 支 援 に つ い て は 、『 学 生 自 身 が 学 問 に 対 す る 高

い 自 己 目 標 を 持 ち 続 け る こ と 』 へ の 支 援 が 最 も 重 要 で あ る 。 6

年 間 と い う 長 期 間 、 薬 剤 師 に な る と い う 目 標 を 失 わ な い よ う に

勉 学 に 励 む よ う 指 導 し な け れ ば な ら な い 。 4 年 次 前 期 ま で は 、
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教 授 が ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー を 担 当 し て い る が 、 教 授 数 が 現 時 点

で 1 7 名 の た め 、 ほ ぼ 全 員 が 担 当 し て い る 。 4 年 次 後 期 か ら は 配

属 学 生 の ア ド バ イ ザ ー も 担 当 す る こ と に な り 、 そ の 負 担 は か な

り 大 き く な る 。 6 年 制 で は 、 5 年 次 の 実 務 実 習 、 6 年 次 の 卒 業 研

究 に お け る 配 属 学 生 の 指 導 、 悩 み や 訴 え を 聞 く こ と 等 に 、 多

く の 時 間 が 必 要 と な る 。学 生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が よ り 重

要 に な っ て く る 6 年 制 で は 、指 導 教 員 数 の 増 加 を 検 討 し た い 。  
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基 準 ８ － １ － ３  

 

学 生 が 在 学 期 間 中 に 薬 学 の 課 程 の 履 修 に 専 念 で き る よ う ，

学 生 の 経 済 的 支 援 及 び 修 学 や 学 生 生 活 に 関 す る 相 談 ・ 助 言 ，

支 援 体 制 の 整 備 に 努 め て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - １ - ３ - １ 】 学 生 の 健 康 相 談 （ ヘ ル ス ケ ア ， メ ン タ ル

ケ ア な ど ）， 生 活 相 談 ， ハ ラ ス メ ン ト の

相 談 等 の た め に ， 保 健 セ ン タ ー ， 学 生 相

談 室 を 設 置 す る な ど 必 要 な 相 談 助 言 体

制 が 整 備 さ れ ， 周 知 さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - １ - ３ - ２ 】 医 療 系 学 生 と し て の 自 覚 を 持 た せ ， 自 己

の 健 康 管 理 の た め に 定 期 的 な 健 康 診 断

を 実 施 し ，受 診 す る よ う 適 切 な 指 導 が 行

わ れ て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 は 、 学 生 の 学 業 を 奨 励 し 、 個 性 あ る 優 秀 な 人 材 を 社 会

に 送 り 出 す こ と を 使 命 と し て 、 本 学 独 自 の 奨 学 制 度 を 設 け て

い る （ 表 8 - 1 - 3 - 1 ）。 学 外 奨 学 金 （ 日 本 学 生 支 援 機 構 等 ） に つ

い て も 、ふ さ わ し い 人 材 を 選 考 ・ 推 薦 し て い る（ 表 8 - 1 - 3 - 2 ）。

4 月 の ガ イ ダ ン ス で 奨 学 金 説 明 会 を 行 い 、 採 用 条 件 を 明 確 に し

て い る 。 ま た 、 優 秀 な 成 績 で 入 学 し た 学 生 に 対 し て 、 1 年 間

ま た は 数 年 間 に わ た り 授 業 料 減 免 を 実 施 し て い る ( 表

8 - 1 - 3 - 3 ）。  
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奨学金名 資格 給付年額 選考 募集期間 H21実績 うち薬学部

開学記念奨学金（一般） 優秀な学生で経済上修学困難な学生 12万円
1.成績
2.論文

3.家計状況
5月中旬 51名 9名

開学記念奨学金（特別）
特に優秀な学生で熱意を持って研究に精
進する学生

15万円
1.成績
2.論文
3.面接

5月中旬 7名 1名

沼田奨学金
学業・人物ともに優秀で仏教伝道を志す
者

50万円以内
1.成績
2.論文
3.面接

5月中旬 16名 1名

高楠大蔵経記念奨学金
仏教精神を体し、学業・人物共に優秀な
者

24万円以内
1.成績
2.論文
3.面接

5月中旬 1名 0名

即如門主伝統奉告法要
記念奨学金

仏教精神を体し、学業・人物共に優秀な
者

12万円
1.成績
2.論文
3.面接

5月中旬 1名 0名

武蔵野大学教育ローン
利子補給奨学金

本学指定の金融機関教育ローンを利用
し、学費を完納した者

教育ローンの利息分
のうち5万円（上
限）

家計状況等
当年度

学費完納後
1名 1名

武蔵野大学後援会奨学金
在学中の保護者の死去等による家計事情
の急変

18万円～48万円
家計事情の
急変等の
証明書

随時 29名 3名

武蔵野大学学修奨励金
（特別奨励賞）※1

前年度の学業成績が優秀な者 20万円 27名 3名

武蔵野大学学修奨励金
（努力賞）※1

前年度の成績が前々年度より著しく向上
し、努力の成果が見られる者

10万円 54名 6名

武蔵野女子学院
「ステップアップ」奨学金
※2

国内外の大学院（武蔵野大学大学院以
外）へ進学、もしくは海外の学部へ留学
を予定する学生で、本学に戻って後輩を
指導するに十分な能力と意欲を有する卒
業生

100万円
1.成績
2.書類
3.面接

5月～6月 2名以内 0名

表 ８-１-３-１　学内奨学金一覧

※2・・・詳細は総務課へ問い合わせるか、大学ホームページ「奨学金の案内」を確認してください

成績等 5月中旬

※1・・・各学科で推薦され、学生が申請するものではありません

 

●日本学生支援機構奨学金（貸与）

種類 本学受給件数 薬学部受給件数

自宅通学者 30,000円または54,000円 1年生 7月から

自宅外通学者 30,000円または64,000円 2年生以上 4月から

●財団法人　埼玉学生誘掖会

　・対象者：学費負担困難な成績優秀者

　・年間給付額：250,000円

　・受給者：薬学科3年生　1名

表 ８-１-３-２　平成21年度学外奨学金一覧

貸与月額 貸与開始月

第一種 370 58

169第二種
3万、5万、8万、10万、12万、14万
から選択

4～9月の間で希望
する月から
（各学年共通）

1,221
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入試区分 内容 定員 適用者数

ａ合格  4年間授業料半額免除 (※) 1 0

ｂ合格  2年間授業料半額免除 2 2

ａ合格   6年間授業料半額免除 (※) 2 0

ｂ合格  4年間授業料半額免除 (※) 5 0

ａ合格  6年間授業料半額免除 (※) 2 0

ｂ合格  4年間授業料半額免除 (※) 5 0

ａ合格  4年間授業料半額免除 (※) 2 0

ｂ合格  2年間授業料半額免除 3 0

※2年毎に継続の可否の審査を行う。

　　　　　　　表8-1-3-3　　21年度入学 薬学部授業料減免制度   　　　　 (単位：名)

ＡＯ入試(Ｍスカラ方式)

全学部統一入試(一般入試Ｓ日程)

一般入試Ａ日程(センター利用)

メイン入試(一般入試A日程)

 

 
学 生 の 健 康 相 談 ( ヘ ル ス ケ ア 、 メ ン タ ル ケ ア ) に 関 し て は 、 健

康 管 理 セ ン タ ー 事 務 室 を 中 心 と し た 体 制 （ 図 8 - 1 - 3 - 1 ） で 以 下

の 支 援 を 行 っ て い る 。  

（ a ）  学 生 等 の 健 康 診 断 及 び 健 康 相 談 に 関 す る 業 務  

（ b ）  学 生 等 の 精 神 衛 生 に 関 す る 業 務  

（ c ）   学 生 等 の 健 康 診 断 の 事 後 措 置 等 健 康 の 維 持 増 進 に 関 す

る 業 務  

（ d ）  大 学 の 環 境 衛 生 及 び 伝 染 病 の 予 防 に 関 す る 業 務  

（ e ）  大 学 の 保 健 管 理 の 充 実 、 向 上 の た め の 調 査 研 究  

（ f ）  セ ン タ ー の 目 的 達 成 の た め に 必 要 な そ の 他 の 業 務  

大 学 保 健 室 の 勤 務 体 制 は 専 任 の 看 護 師 2 名 、 事 務 職 員 1 名 、

学 生 相 談 室 に は 常 時 2 ～ 3 名 体 制 の 5 名 の カ ウ ン セ ラ ー が 交 代

で 勤 務 し て い る 。 平 成 2 0 年 度 の 学 生 相 談 室 に お け る 延 べ の 面

接 （ 全 学 部 ） は 4 5 2 件 で あ っ た 。  

生 活 相 談 全 般 に 関 し て 主 に ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー が 担 当 し 、 奨

学 金 や 正 課 外 の 活 動 は 、 学 生 課 が 常 時 窓 口 で 対 応 し て い る 。  

ハ ラ ス メ ン ト に 関 し て は 、「 セ ク シ ャ ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 」「 ア

カ デ ミ ッ ク ・ ハ ラ ス メ ン ト 」 の な い 快 適 な 教 育 環 境 の 確 保 を 目

指 し て 、 大 学 全 体 で こ の 問 題 に 取 り 組 ん で い る 。 ハ ラ ス メ ン ト

防 止 委 員 会 で は 、 学 生 及 び 教 職 員 が ハ ラ ス メ ン ト に つ い て 正 し

く 理 解 し 、 防 止 す る こ と に 力 点 を 置 き 、 パ ン フ レ ッ ト を 作 成 し
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て い る 。 ま た 、 学 生 が 相 談 し や す い よ う 、 心 理 臨 床 セ ン タ ー 、

相 談 室 、 健 康 支 援 室 、 ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー 等 広 く 相 談 窓 口 を 設

け て い る （ 図 8 - 1 - 3 - 1 ）。  

 

同時間に面談：大学保健室で受付

身体面 健康相談

救急処置

＜校医＞精神科医（非常勤）
　　　小川医師
　　　　

心理臨床センター

　４回／月
　　　　水曜日　13：00～16：30

＜カウンセラー＞（５人の非常勤）
　　　月～土曜日
　　　２～３人体制

 
身
 

体
 

面

＜校医＞内科医（非常勤）
　　　　大野医師　１～２回／月　木曜日
　　　　             　13：30～15：00
        指田医師　１～２回／月　月曜日
　　　　　　　　　　　13：00～14：30

＜大学保健室員＞
　　　①保健師　　常勤嘱託　２名
　　　②事務職　　派遣　　　  1名
　　　③栄養士　　非常勤　（授業期間中）

 
心
　
理
　
面

学
生
支
援
部
　
学
生
課

指導､助言

相談

指導､助言

指導､助言 連絡､相談､報告

相談､報告

各
部
署

連携、
協力

●情報交換　1日2回
　　・9時40分～9時50分　　・16時30分～16時40分
●ケース会議
　　・毎週水曜日　14時40分～16時10分
●情報の一元管理
　　・大学保健室にて管理（面談記録ファイル）
　　　朝、予約の入っているケースのファイルを持っていく
　　・予約状況：　①パソコンの共通フォルダ
　　・予約状況：　②紙ベース
●受付カードの統一

　アドバイザー
　関係部署

治療的、予防的な側面から継続的
な面談が必要な場合

学
生
相
談
室

メンタル面相談
（原則予約制）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

事
務
室

学
生

大
学
保
健
室

学
 

生
 

部
 

長

 
図 8 - 1 - 3 - 1  健 康 管 理 セ ン タ ー 事 務 室 組 織 図   

 
毎 年 4 月 の 年 度 初 め に 全 学 年 を 対 象 に 、 健 康 診 断 を 実 施 し

て お り 、 2 1 年 度 の 受 診 率 は 9 9 . 4 ％ で あ る 。 定 期 健 康 診 断 検 査

項 目 は 表 8 - 1 - 3 - 4 に 示 す 。 薬 学 部 は 保 険 薬 局 及 び 病 院 薬 局 実

習 も あ る こ と か ら 、 全 学 生 に 実 施 す る 項 目 以 外 に 結 核 感 染 の

有 無 ( ツ ベ ル ク リ ン 反 応 ) 、 麻 疹 、 風 疹 、 水 疱 瘡 、 流 行 性 耳 下

腺 炎 、 B 型 肝 炎 の 抗 体 価 検 査 を 実 施 し て い る 。  

 

検査項目 対象者

１　　胸部間接レントゲン　100㎜　１枚

２　　尿検査（蛋白、糖）

３　　視力（スクリノスコープ）

４　　身長・体重測定（BMI）

５　　医師診察

６　　一般血球検査（WBC、RBC、Hb、Ht、Plt）

７　　血圧測定

８　　心電図検査

９　　尿２次検査（沈査） 1年生及び経過観察者

全学生

1年生及び経過観察者

表 ８-１-３-４　平成21年度　学生定期健康診断検査項目　
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［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 .  学 外 の 奨 学 金 以 外 に 多 く の 本 学 独 自 の 成 績 優 秀 者 を 対 象 と

し た 奨 学 金 制 度 を 設 け て い る こ と は 、 学 業 の 励 み に な り 評 価 で

き る 。 更 に 家 計 事 情 の 急 変 に 対 す る 奨 学 金 も 設 け て い る こ と も

評 価 で き る 。 多 く の 薬 学 部 学 生 も こ れ ら の 対 象 に な っ て い る 。  

 
2 .  健 康 管 理 セ ン タ ー 事 務 室 を 中 心 に し た 学 生 の 健 康 相 談 や ハ

ラ ス メ ン ト の た め の 体 制 が 整 備 さ れ て い る こ と は 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

薬 学 部 は 他 学 部 と 比 較 し て 、 授 業 料 等 も 高 額 で あ る 。 昨 今 の

社 会 事 情 に よ り 、 経 済 的 に 困 窮 す る 学 生 も 増 え て い る 。 薬 学 部

独 自 の 奨 学 金 を 設 け る こ と や 金 額 の 増 額 が 必 要 で あ る 。  
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基 準 ８ － １ － ４  

  

学 習 及 び 学 生 生 活 に お い て ， 人 権 に 配 慮 す る 体 制 の 整 備 に

努 め て い る こ と 。  

［ 現 状 ］  

個 人 の 尊 厳 や 名 誉 等 の 人 権 を 守 る た め 本 学 で は 、「 ハ ラ ス メ

ン ト 防 止 規 程 」 を 定 め 、 本 学 の 教 職 員 、 大 学 院 生 、 学 生 間 で 発

生 す る セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 、 ア カ デ ミ ッ ク ・ ハ ラ ス メ

ン ト に よ り 個 人 の 人 権 が 侵 害 さ れ る こ と を 防 止 し て い る 。 上 記

の 規 程 に 基 づ き 、「 ハ ラ ス メ ン ト 防 止 委 員 会 」 を 設 け 、 ハ ラ ス メ

ン ト に 関 す る 予 防 、 教 育 、 広 報 等 の 活 動 を 行 い 、 大 学 全 体 で こ

の 問 題 に 取 り 組 ん で い る 。「 ハ ラ ス メ ン ト 防 止 委 員 会 」 で は 、 学

生 が ハ ラ ス メ ン ト に つ い て 正 し く 理 解 し 、 ま た 防 止 す る こ と に

力 点 を 置 き 、 パ ン フ レ ッ ト ” S T O P  H A R A S S M E N T ” を 作 成 し 、 全

学 生 、 全 教 職 員 に 配 布 し て い る 。 ま た 、 学 生 が 相 談 し や す い よ

う に 、 心 理 臨 床 セ ン タ ー 、 学 生 相 談 室 、 大 学 保 健 室 や ク ラ ス ア

ド バ イ ザ ー 等 の 相 談 窓 口 を 広 く 設 け て い る（ 図 8 - 1 - 3 - 1 ）。更 に 、

「 ハ ラ ス メ ン ト 対 応 委 員 会 」 を 設 け 、 ハ ラ ス メ ン ト が 発 生 し た

場 合 に は 事 実 調 査 等 を 行 い 、 必 要 で あ れ ば ハ ラ ス メ ン ト の 被 害

者 と 加 害 者 の 調 停 等 を 行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 .  現 時 点 で は 、 薬 学 部 に お い て 人 権 に 関 す る 問 題 は 生 じ て い

な い 。  

 
2 .  上 記 に 記 載 し た よ う に 、 学 生 生 活 に お け る 人 権 に 対 す る 配

慮 は 十 分 整 備 さ れ て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

多 く の 相 談 窓 口 が あ る こ と を 全 て の 学 生 は 認 識 し て い る わ け

で は な い の で 、 今 後 、 こ れ ら に つ い て の イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン

を 徹 底 す る 。 更 に 、 プ ラ イ バ シ ー を 念 頭 に お い た 対 応 を 心 が け

た い 。  
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基 準 ８ － １ － ５  

学 習 及 び 学 生 生 活 に お い て ， 個 人 情 報 に 配 慮 す る 体 制 が 整

備 さ れ て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 は 「 個 人 情 報 管 理 規 程 」 を 定 め 、 学 内 の 管 理 体 制 、 学 外

か ら の 問 い 合 わ せ へ の 管 理 体 制 及 び 個 人 情 報 の 保 護 に 努 め て い  

る 。ま た 、こ の 規 定 に 基 づ き「 個 人 情 報 保 護 委 員 会 」を 設 置 し 、

全 学 的 見 地 か ら 個 人 情 報 保 護 の 維 持 ･ 向 上 、個 人 情 報 保 護 対 策 の

企 画 ･ 推 進 及 び 個 人 情 報 保 護 教 育 の 推 進 ･ 啓 発 に 努 め て い る 。  

教 職 員 が 学 生 デ ー タ を 活 用 す る と き は 、使 用 責 任 者 が 、目 的 、

項 目 、 使 用 後 の 処 理 方 法 等 を 記 述 し た 誓 約 書 を 所 管 部 署 の 学 生   

課 に 提 出 し て デ ー タ を 受 け 取 る 等 厳 格 な 管 理 、対 応 を し て い る 。 

 学 外 か ら の 問 い 合 わ せ に つ い て は 、 親 権 者 、 親 族 、 警 察 関 係

者 等 の い か な る 者 に 対 し て も 、 原 則 と し て 一 切 回 答 し な い こ と

と し て い る 。 た だ 、 捜 査 資 料 と し て 警 察 等 の 捜 査 機 関 か ら 文 書

に よ る 照 会 が あ っ た 場 合 は 、 求 め ら れ て い る 範 囲 で 回 答 す る こ

と と し て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

現 時 点 で は 、 個 人 情 報 に 関 す る 問 題 は 生 じ て い な い 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ８ － １ － ６  

  

身 体 に 障 害 の あ る 者 に 対 し て ， 受 験 の 機 会 が 確 保 さ れ る と

と も に ， 身 体 に 障 害 の あ る 学 生 に つ い て ， 施 設 ・ 設 備 上 及 び

学 習 ・ 生 活 上 の 支 援 体 制 の 整 備 に 努 め て い る こ と 。  

［ 現 状 ］  
受 験 生 か ら 本 学 へ の 応 募 の 意 思 が 伝 え ら れ た 段 階 で 、本 人（ 保

護 者 同 伴 ） と 入 試 、 学 生 課 、 受 験 予 定 学 科 の 各 担 当 者 と で 、 授

業 等 が 行 わ れ る 教 室 等 の 現 場 見 学 、 本 学 の 支 援 体 制 を 説 明 、 確

認 し た 上 で 受 験 を さ せ て い る 。   

入 学 生 に 対 し て は 、 学 生 課 が 窓 口 に な り 障 害 に 応 じ 、 教 室 変

更 、 ノ ー ト テ イ カ ー 、 拡 大 器 の 利 用 等 を 行 っ て い る 。  

施 設 ・ 設 備 面 に つ い て は 、 各 校 舎 出 入 口 の ス ロ ー プ 、 身 障 者  

用 ト イ レ や 駐 車 ス ペ ー ス 、 エ レ ベ ー タ や 車 椅 子 用 昇 降 機 、 点 字

ブ ロ ッ ク 等 の 設 備 を 進 め 、 学 内 の バ リ ア フ リ ー 環 境 の 整 備 を 推

し 進 め て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

現 時 点 で 、 薬 学 部 に は 身 体 に 障 害 の あ る 学 生 は い な い 。  

他 学 部 に は 身 体 に 障 害 の あ る 学 生 が 就 学 し て い る が 、 問 題 点

は な い 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ８ － １ － ７  

 

学 生 が そ の 能 力 及 び 適 性 ， 志 望 に 応 じ て 主 体 的 に 進 路 を 選

択 で き る よ う ， 必 要 な 情 報 の 収 集 ・ 管 理 ・ 提 供 ， 指 導 ， 助 言

に 努 め て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - １ - ７ - １ 】 学 生 が そ れ ぞ れ の 目 指 す 進 路 を 選 択

で き る よ う ， 適 切 な 相 談 窓 口 を 設 置

す る な ど 支 援 に 努 め て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - １ - ７ - ２ 】 学 生 が 進 路 選 択 の 参 考 に す る た め の

社 会 活 動 ， ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 等 に 関

す る 情 報 を 提 供 す る 体 制 整 備 に 努 め

て い る こ と 。  

［ 現 状 ］  

 本 学 で は 、 入 学 時 か ら 前 期 授 業 開 始 前 に 「 初 頭 ガ イ ダ ン ス 」

を 全 学 的 に 実 施 し て い る 。 そ の 際 「 一 般 常 識 ・ 基 礎 学 力 テ ス

ト 」及 び「 適 性 ・ 適 職 検 査 」の 2 つ の 適 性 検 査 を 毎 回 実 施 し 、

こ れ ら の 自 己 能 力 の 分 析 結 果 を 、 各 自 に フ ィ ー ド バ ッ ク し て

い る 。 現 時 点 で は 、 薬 学 部 生 は 3 年 次 ま で 参 加 し 、 自 己 能 力

の 変 化 を 経 時 的 に 把 握 し 、進 路 の 参 考 に 役 立 て て い る 。一 方 、

全 学 的 に 「 資 格 取 得 対 策 講 座 」（ T O E I C や 漢 字 検 定 等 ）、「 就 職

支 援 プ ロ グ ラ ム 」 を 設 け 、 薬 学 部 学 生 に も 開 放 し て い る 。 利

用 実 態 は 、 講 座 ・ 検 定 で 毎 年 1 0 名 前 後 、 支 援 プ ロ グ ラ ム ・ 就

職 相 談 は 若 干 名 が 利 用 し て い る 。 薬 剤 師 を 目 指 す 薬 学 生 の 特

質 を 踏 ま え て 、 柔 軟 に 進 路 を 選 択 で き る よ う に 、 薬 学 部 で は

就 職 プ ロ ジ ェ ク ト を 設 け て い る 。 構 成 は 、 担 当 教 員 ( 教 授 、 特

任 教 員 ） 3 名 と 担 当 事 務 職 員 2 名 か ら な り 、 学 生 の 就 職 に 関

す る 必 要 な 情 報 の 収 集 、 管 理 、 提 供 、 指 導 、 助 言 等 を 行 な っ

て い る 。 こ れ ら に は 、 ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー も 当 然 関 与 し て い

る 。  

 進 路 や 就 職 の 情 報 は 、 薬 学 部 独 自 に 「 薬 学 部 生 就 職 資 料 室 」

を 設 け 、 薬 学 部 事 務 室 就 職 担 当 に て 、 収 集 、 管 理 し 、 ま た 学

生 の 就 職 窓 口 の 機 能 を 果 た し て い る 。  

一 方 、 薬 剤 師 と し て の 能 力 や 知 識 を 理 解 し 、 自 ら の 進 路 を

決 定 し 、 薬 学 出 身 者 の 活 躍 領 域 を 広 げ ら れ る 人 材 を 育 成 す る

授 業 科 目 を 設 け て い る 。 1 年 次 に 1 単 位 の 「 自 己 の 探 求 」（ 自

己 と 他 己 を み つ め て 理 解 す る ）、 3 年 次 に 2 単 位 の 「 キ ャ リ ア

デ ザ イ ン 」 を 必 修 科 目 と し て 、 ま た 6 年 次 に 「 起 業 セ ミ ナ ー 」

及 び 「 イ ン タ ー ン シ ッ プ 」 を 各 1 単 位 選 択 科 目 と し て 開 講 し

て い る 。「キ ャ リ ア デ ザ イ ン 」で は 、薬 学 領 域 の 多 く の 職 業 を 、

学 生 自 ら 調 査 し 、 現 状 と 将 来 に つ い て 各 人 発 表 す る 。 発 表 後
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製 本 し た 全 員 分 の 調 査 資 料 を 3 、4 年 次 生 全 員 及 び 各 研 究 室 に

配 布 す る こ と で 、 学 生 と ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー を 始 め と す る 全

て の 教 員 に 、 薬 学 生 の 進 路 に 関 す る 情 報 を 共 有 し て い る 。 こ

の よ う に 、 薬 学 事 務 室 就 職 担 当 や 就 職 プ ロ ジ ェ ク ト 関 係 者 等

の 相 談 窓 口 だ け で な く 、 全 て の 教 員 も 進 路 相 談 に 対 応 で き る

よ う 努 力 を し て い る 。  

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 関 し て は 、 窓 口 を 設 け て 斡 旋 す る 体 制

は 実 施 し て い な い 。 掲 示 板 に 掲 示 す る の み で あ り 、 学 生 が 直

接 問 い 合 わ せ る よ う に な っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 .  大 学 全 体 と は 独 立 し て 、 学 生 の 進 路 選 択 に 関 す る 適 切 な 窓

口 を 薬 学 部 独 自 に 設 置 し 、 資 料 整 備 を 行 っ て い る 。  

 
2 .  ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 関 し て は 、 薬 学 部 独 自 の 体 制 整 備 は 実

施 し て い な い 。  

  
［ 改 善 計 画 ］  

進 路 や 就 職 に 関 す る 窓 口 さ ら な る 整 備 を 進 め て い く 。 ボ ラ ン

テ ィ ア 活 動 に 関 し て は 、 薬 学 部 独 自 が よ い の か 大 学 本 部 や 他 学

部 と の 連 携 が よ い の か 今 後 検 討 し た い 。  
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基 準 ８ － １ － ８  

 

学 生 の 意 見 を 教 育 や 学 生 生 活 に 反 映 す る た め の 体 制 が 整 備

さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - １ - ８ - １ 】 在 学 生 及 び 卒 業 生 に 対 し て ， 学 習 環

境 の 整 備 等 に 関 す る 意 見 を 聴 く 機 会

を 設 け ， そ の 意 見 を 踏 ま え た 改 善 に

努 め て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - １ - ８ - ２ 】 学 習 及 び 学 生 生 活 に 関 連 す る 各 種 委

員 会 に お い て は ， 学 生 か ら の 直 接 的

な 意 見 を 聴 く 機 会 を 持 つ が 望 ま し い 。 

 
［ 現 状 ］  

ク ラ ス ア ド バ イ ザ ー 制 度 に お い て 、 学 生 た ち が 常 に 担 当 教 員

に 自 分 の 学 習 上 の 悩 み や 相 談 を 伝 え る こ と が で き る 体 制 に な っ

て い る 。 そ れ に よ っ て 、 各 学 科 の 授 業 の あ り 方 等 に つ い て 、 学

生 た ち の 意 見 が 反 映 さ れ る こ と に な る 。 そ こ で は 、 学 生 と 教 員

と の 双 方 向 の 深 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 重 要 で あ る 。  

学 生 た ち が 大 学 生 活 に お い て 、 日 頃 抱 い て い る さ ま ざ ま な 意

見 ・ 提 案 ・ 感 想 等 を 汲 み 上 げ る た め に 、 学 内 5 か 所 （ 学 生 ホ ー

ル 、食 堂 等 ）に 提 案 箱 を 設 置 し て い る 。こ の「 提 案 箱 」制 度 は 、

学 生 た ち が 自 由 に 不 満 、 質 問 、 提 案 を 発 言 で き る よ う に す る 学

内 シ ス テ ム で あ る 。ま た 学 生 向 け の ホ ー ム ペ ー ジ か ら も「 t e i a n 」

と し て メ ー ル を 送 れ る よ う に な っ て い る 。 提 案 箱 か ら 意 見 書 を

定 期 的 に 回 収 し て 、 基 本 的 に 図 8 - 1 - 8 - 1 で 示 し た 体 制 で 対 応 し

て い る 。 提 案 箱 に 寄 せ ら れ た 意 見 の 件 数 （ 全 学 部 ） は 、 平 成 1 8

年 度 1 2 件 、 1 9 年 度 3 2 件 、 2 0 年 度 6 8 件 で あ っ た 。 内 容 は 、 施

設 ・ 設 備 （ 大 学 食 堂 含 む ）、 マ ナ ー 、 教 員 に 対 す る 意 見 が 多 か っ

た 。  

授 業 評 価 に お い て 、 学 生 へ の 質 問 表 の 中 に 授 業 、 教 室 環 境 、

そ の 他 に 対 す る 自 由 記 述 欄 を 設 け て お り 、 学 生 の 意 見 等 を 汲 み

上 げ 、 そ の 結 果 を 教 員 に 還 元 し て い る 。  
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＜提案等
発信＞

＜受信＞ ＜集約＞ ＜仕分＞ ＜検討＞
＜回答
作成＞

＜確認＞ ＜公開＞ ＜受理＞

【学生】
各部署
窓口

【庶務】
注③

【庶務】 【庶務】 【学生】

アドバ
イザー

学生 学生課 学長 学生課

教職員

提案箱
(記名式)
注①提案
箱は6月
と11月に
取りまと
め

【提案等
対応委員
会】
＜委員長＞
副学長
<委員>
学部長・
学科長・
教務部長・
学生部長・
学生支援
部長・
教務課長・
学生課長・
副学長の
指名する
学生指導
委員

【学生
指導委
員会】
注②

掲示
(MUSCAT)

本人

【回答
責任者】

注
④

 
＜ 注 の 説 明 ＞  

① 各 部 署 ・ ア ド バ イ ザ ー ・ 教 職 員 で 独 自 に 対 応 が 可 能 で あ れ ば 敏 速

に 対 応 、 問 題 に よ っ て は ハ ラ ス メ ン ト 相 談 員 へ 。  

② 集 約 さ れ た 提 案 に つ い て 学 生 指 導 委 員 会 に お い て 即 決 で き る も

の 、 即 決 で き な い も の に 仕 分 け す る 。  

③ 即 決 で き る 問 題 は 、 学 生 支 援 部 学 生 課 を 通 じ て 各 部 署 ・ 学 科 等 へ

回 答 依 頼 を し 、 学 生 支 援 部 を 通 じ て 回 答 。  

④ 即 決 し え な い ・ 検 討 を 要 す る 問 題 は 副 学 長 を 委 員 長 と す る 提 案 等

対 応 委 員 会 で 協 議 さ れ 回 答 案 を 作 成 す る 。  

図 8 - 1 - 8 - 1  学 生 か ら の 提 案 に 対 す る 対 応 の 流 れ 図  
 

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

提 案 箱 、「 t e i a n 」 や 授 業 評 価 の 自 由 記 述 欄 に よ り 、 学 生 の 意

見 を 聞 き 、 は や い 対 応 が で き る 体 制 が 整 備 さ れ て い る こ と は 評

価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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（ ８ － ２ ） 安 全 ・ 安 心 へ の 配 慮  

基 準 ８ － ２ － １  

 

学 生 が 安 全 か つ 安 心 し て 学 習 に 専 念 す る た め の 体 制 が 整 備

さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - ２ - １ - １ 】 実 習 に 必 要 な 安 全 教 育 の 体 制 が 整 備 さ れ

て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - ２ - １ - ２ 】 実 務 実 習 に 先 立 ち ， 必 要 な 健 康 診 断 ，

予 防 接 種 な ど が 実 施 さ れ て い る こ と 。 

【 観 点  ８ - ２ - １ - ３ 】 各 種 保 険 （ 傷 害 保 険 ， 損 害 賠 償 保 険 等 ）

に 関 す る 情 報 の 収 集 ・ 管 理 が 行 わ れ ，

学 生 に 対 し て 加 入 の 必 要 性 等 に 関 す

る 適 切 な 指 導 が 行 わ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ８ - ２ - １ - ４ 】 事 故 や 災 害 の 発 生 時 や 被 害 防 止 の た め

の マ ニ ュ ア ル が 整 備 さ れ ， 講 習 会 な ど

の 開 催 を 通 じ て 学 生 及 び 教 職 員 へ 周

知 さ れ て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

各 実 習 の は じ め の ガ イ ダ ン ス に て 、 そ れ ぞ れ の 実 習 に 対 応 し

た 安 全 教 育 を 行 な っ て い る 。 健 康 診 断 は 毎 年 4 月 に 実 施 し て い

る 。 そ の 項 目 は 表 8 - 1 - 3 - 4 の と お り で あ る 。  

基 準 8 - 1 - ３ に 記 載 し た が 、 入 学 時 の 結 核 感 染 の 有 無 ( ツ ベ ル

ク リ ン 反 応 ) 、 麻 疹 、 風 疹 、 水 疱 瘡 、 流 行 性 耳 下 腺 炎 、 B 型 肝 炎

の 抗 体 価 検 査 の 結 果 が 陰 性 の 学 生 に は 、 予 防 接 種 を 受 け る 様 に

勧 め て い る 。 イ ン フ ル エ ン ザ の 予 防 接 種 も 勧 め て い る 。  

更 に 、「 臨 床 薬 剤 学 2 」 に お い て 感 染 制 御 認 定 薬 剤 師 を 講 師 に

迎 え て 「 医 療 従 事 者 と し て 必 要 な 感 染 対 策 の 基 礎 知 識 」 と い う

課 題 に て 講 義 を お 願 い し て い る 。 内 容 は 院 内 感 染 関 係 法 令 と 動

向 、 標 準 予 防 策 、 感 染 経 路 別 予 防 策 、 予 防 接 種 の 重 要 性 、 実 習

中 の 注 意 す べ き 事 柄 で あ る 。  

本 学 で は 、 正 課 授 業 中 ・ 学 校 行 事 中 ・ 課 外 活 動 中 の 災 害 に 対

す る 被 害 救 済 の 補 償 制 度 と し て （ 財 ） 日 本 国 際 教 育 支 援 協 会 を

通 じ て 学 生 教 育 研 究 災 害 傷 害 保 険 に 全 学 生 が 加 入 し 、 被 保 険 者

に な っ て い る 。 そ れ に 加 え て 薬 学 部 の 学 生 ( 4 年 制 ) で は 、 実 習

先 で の 傷 害 ･ 賠 償 に 対 応 で き る 学 生 教 育 研 究 賠 償 責 任 保 険 に 加

入 し て い る 。  

本 学 に お い て は 総 務 部 総 務 課 が 防 災 及 び 警 備 等 の 業 務 を 担 当

し て い る 。「 武 蔵 野 女 子 学 院 毒 物 及 び 劇 物 危 険 防 止 管 理 規 程 」や

「 武 蔵 野 大 学 放 射 線 障 害 予 防 規 程 」 に 則 り 、 毒 物 ・ 劇 物 等 の 危
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険 物 や 放 射 能 物 質 を 扱 っ て お り 、安 全 の 確 保 と 事 故 防 止 に 努 め 、

講 習 会 も 実 施 し て い る 。 学 校 法 人 全 体 の 武 蔵 野 女 子 学 院 防 火 管

理 者 連 絡 会 を 設 け 、 防 火 ・ 災 害 等 の 発 生 を 予 防 す る と と も に 、

学 生 へ の 防 災 教 育 を 行 っ て い る 。 地 震 ・ 火 災 発 生 時 に 学 生 の 安

全 を 確 保 す る た め 、「 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 と 「 地 震 ・ 火 災 等 突

発 時 初 動 対 応 マ ニ ュ ア ル 」 を 作 成 し て い る 。 大 規 模 な 地 震 ・ 火

災 等 が 発 生 し た 場 合 に は 、 学 院 長 を 本 部 長 に し て 災 害 対 策 本 部

が 設 置 さ れ る こ と に な っ て お り 、こ の 事 態 に 備 え て 、情 報 集 約 、

対 応 等 の 指 示 ､ 伝 達 等 の 役 割 分 担 表 が 作 成 さ れ て い る 。学 内 に は 、

飲 料 水 、 食 料 、 毛 布 、 タ オ ル 、 簡 易 ト イ レ 、 テ ン ト 等 の 生 活 用

品 、 ガ ー ゼ 、 消 毒 薬 等 の 救 急 用 品 、 そ れ に ヘ ル メ ッ ト 、 軍 手 、

懐 中 電 灯 、電 池 等 の 防 災 用 品 が 約 3 , 0 0 0 名 分 、備 蓄 さ れ て い る 。

学 生 手 帳 に は 学 内 で 火 災 が 発 生 し た 場 合 、地 震 が 発 生 し た 場 合 、

警 戒 宣 言 が 発 表 さ れ た 場 合 、 そ れ ぞ れ の 留 意 事 項 を 掲 載 し て い

る 。 ま た 、 構 内 の 避 難 経 路 も 図 示 し て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 .  実 務 実 習 に 対 応 で き る 健 康 診 断 及 び 各 種 保 険 に 関 し て は 、

十 分 な 対 応 が 必 要 で あ る 。  

 
2 .  学 内 で の 事 故 や 災 害 の 発 生 時 に お け る 被 害 防 止 の た め の マ

ニ ュ ア ル は 整 備 さ れ 、 講 習 会 等 も 定 期 的 に 開 催 さ れ て い る こ と

は 評 価 で き る 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

 特 に な し 。  
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『 教 員 組 織 ・ 職 員 組 織 』  

  

 ９  教 員 組 織 ・ 職 員 組 織  
 
（ ９ － １ ） 教 員 組 織  

基 準 ９ － １ － １  

 理 念 と 目 標 に 応 じ て 必 要 な 教 員 が 置 か れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  ９ - １ - １ - １ 】 大 学 設 置 基 準 に 定 め ら れ て い る 専 任

教 員 （ 実 務 家 教 員 を 含 む ） の 数 及 び

構 成 が 恒 常 的 に 維 持 さ れ て い る こ と 。 

【 観 点  ９ - １ - １ - ２ 】 教 育 の 水 準 の 向 上 を よ り 一 層 図 る た

め に 専 任 教 員 数 （ 実 務 家 教 員 を 含 む ）

が 大 学 設 置 基 準 に 定 め ら れ て い る 数

を 大 幅 に 超 え る よ う 努 め て い る こ と

（ 例 え ば ， １ 名 の 教 員 （ 助 手 等 を 含

む ） に 対 し て 学 生 数 が １ ０ 名 以 内 で

あ る こ と が 望 ま し い ）。  

【 観 点  ９ - １ - １ - ３ 】 観 点 ９ - １ - １ - ２ に お け る 専 任 教 員 は

教 授 ， 准 教 授 ， 講 師 ， 助 教 の 数 と 比

率 が 適 切 に 構 成 さ れ て い る こ と が 望

ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

 本 学 薬 学 部 （ 収 容 定 員 8 7 0 名 ： 6 年 制 ） に お け る 専 任 教 員 数

は 各 研 究 室 2 名 の 配 置 で 、 1 7 研 究 室 に 3 3 名 （ 教 授 1 7 名 、 准

教 授 1 名 、 講 師 4 名 、 助 教 1 1 名 ）、 そ の 他 、 薬 学 教 育 支 援 セ ン

タ ー 専 任 教 員 2 名 （ 講 師 1 名 、 助 教 1 名 ）、 臨 床 薬 学 セ ン タ ー

教 員 1 2 名 （ 准 教 授 1 名 、 講 師 1 1 名 ）、 教 養 教 育 専 任 教 員 3 名

（ 教 授 1 名 、 准 教 授 2 名 ） の 合 計 5 0 名 を 配 置 維 持 し て い る  

（ 表 9 - 1 - 1 - 1 ）。  

 大 学 設 置 基 準 に 定 め ら れ て い る 専 任 教 員 数 は 3 1 名 で あ る が 、

本 学 の 薬 学 部 教 員 数 は 5 0 名 で あ る 。ま た 薬 学 部 在 籍 学 生 は 5 9 5

名 （ 平 成 2 1 年 度 5 月 1 日 現 在 ） で あ り 、 教 員 １ 名 に 対 す る 学

生 数 は 約 1 2 名 で あ る （ 表 9 - 1 - 1 - 2 ）。  

専 任 教 員 の 職 位 比 率 は 教 授 3 6 ％（ 1 8 名 ）、准 教 授 8 ％（ 4 名 ）、

講 師 3 2 ％（ 1 6 名 ）及 び 助 教 2 4 ％（ 1 2 名 ）で あ る（ 表 9 - 1 - 1 - 1 ）。  
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研究室

薬学教育支援センター

臨床薬学センター

教養教育担当

　　計

  職位比率

講師 合計所属／職位 教授 准教授 助教

33
2

1
12

100%36% 32%8%

3
5016

11
1

12
24%

4
1
11

1

1

18
2
4

　(単位:名）

表9-1-1-1　薬学部専任教員配置及び職位比率表（平成21年5月1日現在）

17

 

 

表9-1-1-2　教員１名に対する学生数（平成21年5月1日現在）

教員１名に対する
学生数(B÷A)

武蔵野大学薬学部
在席学生数

(B)

大学設置基準上の

教員人数

(武蔵野大学薬学部

収容定員870名)

50 1259531

　(単位:名）

薬学部教員数(A)

武蔵野大学

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 .  専 任 教 員 数 は 常 に 5 0 名 前 後 で あ り 、教 員 構 成 も 維 持 さ れ て

い る 。  

 
2 .  5 0 名 の 専 任 教 員 数 は 、 設 置 基 準 上 の 人 数 （ 3 1 名 ） を 大 幅

に 上 回 っ て い る 。  

 
3 .  専 任 教 員 は 特 定 の 職 位 に 偏 る こ と な く 、 各 職 位 そ れ ぞ れ に

バ ラ ン ス よ く 適 正 に 配 置 し て い る 。  

 

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  

 

- 107 - 
 



 

基 準 ９ － １ － ２  

 専 任 教 員 と し て ， 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 し ， か つ ， そ

の 担 当 す る 専 門 分 野 に 関 す る 教 育 上 の 指 導 能 力 と 高 い 見 識 が

あ る と 認 め ら れ る 者 が 配 置 さ れ て い る こ と 。  

（ １ ） 専 門 分 野 に つ い て ， 教 育 上 及 び 研 究 上 の 優 れ た

実 績 を 有 す る 者  

 

（ ２ ） 専 門 分 野 に つ い て ， 優 れ た 知 識 ・ 経 験 及 び 高 度

の 技 術 ・ 技 能 を 有 す る 者  

［ 現 状 ］  

( 1 )  本 学 で は 、 高 度 薬 科 学 研 究 者 を 養 成 す る た め に 、 大 学 院 に

薬 科 学 研 究 科 （ 博 士 後 期 課 程 ） を 開 設 し て い る 。 全 て の 薬 学 部

教 授 （ 1 7 名 ） は 博 士 の 学 位 を 有 し 、 大 学 院 に お け る 各 薬 学 の 専

門 分 野 に て も 研 究 指 導 を 行 っ て い る 。 准 教 授 2 名 、 専 任 講 師 6

名 も 博 士 の 学 位 を 有 し 、 教 育 上 及 び 研 究 上 の 優 れ た 実 績 を 有 す

る 者 を 配 置 し て い る 。 ま た 、 臨 床 薬 学 従 事 者 の 養 成 と い う 立 場

か ら 、 医 学 博 士 4 名 を 含 ん で い る 。  

 

( 2 )  薬 の 専 門 家 と し て 患 者 の 薬 物 療 法 を 効 果 的 か つ 安 全 に 行 う

た め 、 臨 床 薬 学 セ ン タ ー を 設 置 し て お り 、 臨 床 経 験 豊 富 な 教 員

1 2 名 が 模 擬 保 険 薬 局 ・ 病 院 薬 局 等 の 充 実 し た 設 備 を 用 い て 、 事

前 実 務 実 習 か ら 実 務 実 習 に 至 る ま で の 実 践 的 な 臨 床 薬 学 教 育 を

行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

基 準 9 - 1 - 1 ( 1 ) 及 び 9 - 1 - 2 ( 2 ) に 相 当 す る 教 員 が 十 分 配 置 さ れ て

い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ９ － １ － ３  

 

理 念 と 目 標 に 応 じ て 専 任 教 員 の 科 目 別 配 置 等 の バ ラ ン ス が 適

正 で あ る こ と 。  

【 観 点  ９ - １ - ３ - １ 】 薬 学 に お け る 教 育 上 主 要 な 科 目 に つ い て ，

専 任 の 教 授 又 は 准 教 授 が 配 置 さ れ て い

る こ と 。  

【 観 点  ９ - １ - ３ - ２ 】 教 員 の 授 業 担 当 時 間 数 は ， 適 正 な 範 囲 内

で あ る こ と 。  

【 観 点  ９ - １ - ３ - ３ 】 専 任 教 員 の 年 齢 構 成 に 著 し い 偏 り が な い

こ と 。  

【 観 点  ９ - １ - ３ - ４ 】 教 育 上 及 び 研 究 上 の 職 務 を 補 助 す る た め ，

必 要 な 資 質 及 び 能 力 を 有 す る 補 助 者 が 適

切 に 配 置 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。  

 

［ 現 状 ］  

平 成 2 1 年 度 に お け る 本 学 薬 学 部 の 助 教 以 上 の 専 任 教 員 は 5 0

名 で 、 教 授 及 び 准 教 授 の う ち 、 専 門 科 目 で あ る 学 科 科 目 担 当 教

員 は 1 9 名 、 基 礎 教 育 の 共 通 科 目 担 当 教 員 は 3 名 の 合 計 2 2 名 で

あ る ( 表 9 - 1 - 3 - 1 ) 。   

6 年 制 の 学 生 が 卒 業 に 必 要 な 履 修 単 位 数 は 、 履 修 要 覧 に 示 さ

れ る と お り 、 必 修 科 目 2 1 0 単 位 、 選 択 科 目 1 7 単 位 の 合 計 2 2 7

単 位 で あ る 。必 修 科 目 2 1 0 単 位 の う ち 、共 通 科 目 に は 4 0 単 位 、

学 科 科 目 に は 1 7 0 単 位 が 配 置 さ れ て い る が 、 専 任 の 教 授 、 准 教

授 の 担 当 す る 単 位 数 は 1 7 7 単 位 ( 1 7 7 ／ 2 1 0 : 8 4 . 3 % ) で あ り 、 薬 学

に お け る 教 育 上 主 要 な 科 目 の 配 置 さ れ た 学 科 科 目 で は 、 専 任 の

教 授 、 准 教 授 の 担 当 す る 単 位 数 は 1 6 2 単 位 ( 1 6 2 ／ 1 7 0 : 9 5 . 3 % ) と

な っ て い る 。  

 本 学 薬 学 部 の 1 授 業 時 間 は 9 0 分 で 、 1 5 コ マ か ら な り 2 単 位

が 与 え ら れ る 。「 基 礎 科 目 実 習 」 は 毎 日 2 コ マ で 1 2 日 間 行 い 、

1 単 位 が 与 え ら れ る 。 教 授 、 准 教 授 の 年 間 担 当 の 授 業 科 目 数 は

1 か ら 4 科 目 と バ ラ ツ キ は あ る が 、 全 て の 科 目 の 講 義 は 1 回 限

り で 、 同 じ 講 義 を 2 度 や る こ と は な く 、「 基 礎 科 目 実 習 」 で は

学 生 を 半 数 に 分 け 、同 一 科 目 の 実 習 を 1 回 行 う 。こ の 他 に 教 授 、

准 教 授 は オ ム ニ バ ス 形 式 の 「 薬 学 総 合 演 習 1 ～ 3 」、 及 び 「 卒 業

研 究 」 へ の 対 応 が あ る 。  

 本 学 薬 学 部 の 専 任 教 員 の 構 成 年 齢 は 、 平 成 2 1 年 5 月 １ 日 現

在 で 、3 0 歳 ま で が 4 名 ( 8  % ) 、3 1 歳 か ら 4 0 歳 ま で が 1 3 名 ( 2 6  % ) 、
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4 1 歳 か ら 5 0 歳 ま で が 1 4 名 (  2 8  % ) 、 5 1 歳 か ら 6 0 歳 ま で が 1 2

名 ( 2 4  % ) 、6 1 歳 以 上 が 7 名 (  1 4  % ) と な っ て い る 。( 表 9 - 1 - 3 - 2 ) 。

平 均 年 齢 は 、教 授 が 5 4 . 8 歳 、准 教 授 が 4 6 . 8 歳 ，専 任 講 師 が 4 5 . 9

歳 、 助 教 が 3 4 . 2 歳 、 全 体 で 4 6 . 4 歳 と な っ て い る 。  

 教 育 に 係 る 支 援 ・ 補 完 体 制 と し て 、 語 学 や 体 育 実 技 を 含 む い

わ ゆ る 一 般 教 養 科 目 な ど 薬 学 専 門 分 野 以 外 の 科 目 に つ い て は 、

総 合 大 学 の 利 点 を 生 か し 本 学 他 学 部 の 先 生 方 に お 願 い す る 一 方 、

非 常 勤 講 師 に 委 嘱 し て い る 。 そ の 結 果 、 共 通 科 目 の 必 修 科 目 4 0

単 位 中 2 2 単 位 ( 5 5 % ) が 薬 学 部 専 任 教 員 以 外 の 担 当 で 高 率 に な っ

て い る が 、 薬 学 教 育 上 主 要 な 必 修 専 門 科 目 に お け る 薬 学 部 専 任

教 員 以 外 の 教 員 へ の 委 嘱 率 は 4 . 7 % ( 8 単 位 ／ 7 0 単 位 ) と 低 い ( 資

料 5 、 履 修 要 覧 6  頁 ) 。  

 ま た 、 研 究 を 支 援 す る ス タ ッ フ と し て 、 客 員 教 授 、 客 員 研 究

員 、 特 別 研 究 員 ( ポ ス ト ・ ド ク タ ー ) 及 び ア ル バ イ ト 研 究 員 か ら

な る が 、 原 則 と し て 客 員 教 授 と 客 員 研 究 員 は 無 給 で 研 究 に 従 事

し て も ら っ て い る ( 資 料 1 0 、 教 育 ・ 研 究 年 報 ) 。  

 

表9-1-3-1　平成21年度　専任教員授業科目担当表

　(単位:名)

区　分 教　授 准教授 合　計

共通科目担当 1 2 3
専門科目担当 17 2 19

計 18 4 22  
 

学部 職位
71才
以上

66～
70才

61～
65才

56～
60才

51～
55才

46～
50才

41～
45才

36～
40才

31～
35才

26～
30才 合計

平均年齢
(歳)

教授 3 3 2 3 5 2 18 54.8
准教授 1 1 2 4 46.8

専任講師 1 1 5 1 2 3 3 16 45.9
助教 1 3 4 4 12 3
計 3 4 3 9 8 6 6 7 4 50 46.4

    表9-1-3-2　専任教員年齢構成表（平成21年5月1日現在）

薬学部

　　　（単位:名）

4.2

 

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 上 述 の よ う に 、 薬 学 に お け る 教 育 上 主 要 な 科 目 に は 専 任 の

教 授 又 は 准 教 授 が 適 正 に 配 置 さ れ て い る 。 本 学 薬 学 部 教 員 の 大

学 設 置 基 準 上 の 基 準 数 は 3 1 名 で 、 配 置 数 は 助 教 以 上 5 0 名 で あ
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り 、 基 準 を 上 回 る ( 表 9 - 1 - 3 - 2 ) 。 特 に 、 実 務 実 習 の 必 修 、 長 期 化

に 伴 っ て 求 め ら れ る 教 員 は 、 1 1 名 の 実 務 家 教 員 を 含 む 1 3 名 を

配 置 し 、 病 院 薬 局 や 調 剤 薬 局 の 現 場 で 培 わ れ た 実 務 教 育 の 内 容

を 薬 学 教 育 の 中 に 反 映 さ せ て い る 。  

 
2 ． 本 学 薬 学 部 に お け る 1 学 年 の 学 生 数 は 1 5 0 名 前 後 で あ る 。

一 度 に 全 員 の 講 義 を 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 担 当 す る 授 業 科 目

数 の 最 も 多 い 教 員 で も 年 間 4 科 目 以 下 で 、 教 員 一 人 当 た り の 授

業 回 数 は 多 く な い ( 資 料 5 、 履 修 要 覧 6  頁 ) 。  

 
3 ． 本 学 薬 学 部 で は 教 員 の 定 年 は 原 則 と し て 6 5 歳 で 、 任 期 制 が

適 用 さ れ 5 年 間 の 期 限 付 任 用 (  再 任 可 ) で あ る 。 ま た 、 助 教 及 び

講 師 の 任 期 は 配 属 教 授 の 任 期 ま で と な っ て い る こ と か ら 人 事 の

停 滞 は 少 な い 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

  専 任 教 員 以 外 で の 教 育 ・ 研 究 支 援 体 制 の 充 実 の た め 、 平 成 2 1

年 度 か ら 開 設 さ れ た 大 学 院 の 学 生 や 卒 業 生 を 対 象 と し た テ ィ ー

チ ン グ ・ ア シ ス タ ン ト 制 度 を 設 け る こ と が 急 務 で あ る 。  
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基 準 ９ － １ － ４  

教 員 の 採 用 及 び 昇 任 に 関 し ， 教 員 の 教 育 上 の 指 導 能 力 等 を

適 切 に 評 価 す る た め の 体 制 が 整 備 さ れ ， 機 能 し て い る こ と 。  

 
【 観 点  ９ - １ - ４ - １ 】 教 員 の 採 用 及 び 昇 任 に お い て は ， 研 究 業

績 の み に 偏 る こ と 無 く ， 教 育 上 の 指 導

能 力 等 が 十 分 に 反 映 さ れ た 選 考 が 実 施

さ れ て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 は 、 教 育 を 重 視 す る 大 学 で あ り 、 教 員 の 採 用 及 び 昇 任 に

関 し て は 、 研 究 業 績 と と も に 教 育 上 の 指 導 能 力 に 重 き を 置 い た

評 価 を 行 っ て い る 。 最 近 3 年 間 で の 新 規 採 用 は 教 授 3 名 、 准 教

授 1 名 、 講 師 2 名 、 助 教 9 名 、 実 習 助 手 3 名 で あ り 、 昇 任 は 准

教 授 2 名 、 講 師 4 名 で あ る 。     

教 員 の 採 用 及 び 昇 任 に つ い て は 、 武 蔵 野 大 学 薬 学 部 ・ 薬 学 研

究 所 教 員 資 格 審 査 委 員 会 内 規 で 採 用 時 及 び 昇 任 時 に お け る 基 準

点 を 定 め て い る 。 基 準 点 は 研 究 歴 ・ 業 績 点 及 び 教 育 点 で 構 成 さ

れ 、教 育 上 の 指 導 能 力 を 反 映 し た 基 準 に な っ て い る（ 表 9 - 1 - 4 - 1 、

表 9 - 1 - 4 - 2 ）。  

実 際 の 採 用 に 関 し て は 、 一 次 選 考 に お い て 上 記 の 基 準 点 に 照  

ら し 、 研 究 歴 ・ 業 績 と と も に 十 分 な 教 育 上 の 指 導 実 績 が あ る か

を 評 価 し 、 書 類 審 査 に よ り 選 考 す る 。 二 次 選 考 で は 学 長 及 び 学

院 長 、 学 内 理 事 を 含 め た 選 考 委 員 が 面 接 を 行 い 、 十 分 な 教 育 上

の 指 導 能 力 が あ る か を 確 認 ・ 評 価 し た う え で 選 考 し て い る 。  

昇 任 に 関 し て は 、 研 究 業 績 と と も に 教 育 上 の 指 導 能 力 に つ い  

て 、 学 部 長 が 学 科 長 と 協 議 し て 評 価 を 行 い 、 学 長 に 昇 任 の 推 薦

を し 、 昇 任 人 事 の 手 続 き を 行 っ て い る 。  

 

表 9 - 1 - 4 - 1   採 用 時 の 基 準 点 及 び 教 育 点 （ 通 算 期 間 ）  

・ 採 用 時 の 基 準 点  

採 用 職 位  教 育 歴  研 究 ・ 業 績  計  

教 授 （ 通 算 期 間 ）   3 5 点 ま で 7 0 点 以 上  8 0 点 以 上

准 教 授 （ 通 算 期 間 ）  1 5 点 ま で 4 5 点 以 上  5 0 点 以 上

専 任 講 師 （ 通 算 期 間 ） 5 点 ま で 2 3 点 以 上  2 5 点 以 上

助 教 （ 通 算 期 間 ）  6 点 以 上  6 点 以 上
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・ 採 用 時 の 教 育 点  

大 学 等 の 教 育 機 関  常 勤  2  点  

大 学 等 の 教 育 機 関  非 常 勤  1  点  

そ の 他 の 教 育 機 関  常 勤 ・ 非 常 勤  0 . 5 点  

 

表 9 - 1 - 4 - 2   昇 任 時 の 基 準 点 及 び 教 育 点  

・ 昇 任 時 の 基 準 点  

昇 任 職 位  教 育 歴  研 究 ・ 業 績  計  

教 授 （ 准 教 授 在 任 期 間 ） 1 2 点 ま で 1 5 点 以 上  2 0 点 以 上

准 教 授 （ 講 師 在 任 期 間 ） 5 点 ま で 7 . 5 点 以 上  1 0 点 以 上

専 任 講 師 （ 通 算 期 間 ）  3 点 ま で 6 点 以 上  6 点 以 上

 
・ 昇 任 時 の 教 育 点 （ 社 会 活 動 を 含 む ）  

教 学 管 理 職  2 点

委 員 会 委 員 長 （ 相 当 す る も の を 含 む ）  1 点

本 学 の 常 勤 教 員  1 点

委 員 会 委 員  （ 相 当 す る も の を 含 む ）  0 . 5 点

高 校 訪 問 等 進 学 説 明 会 の 担 当  0 . 5 点 ～ 1 点

資 格 取 得 講 座 の 担 当  0 . 5 点 ～ 1 点

ア ド バ イ ザ ー  0 . 5 点

基 準 超 過 授 業 （ １ コ マ に つ い て ）  0 . 5 点

学 会 理 事 等 （ １ 学 会 に つ い て ）  1 点

大 学 が 有 益 と 認 め ら れ た 社 会 活 動  0 . 5 点 ～ １ 点

 

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

採 用 、 昇 任 と も に 上 述 の よ う に 、 教 員 の 教 育 上 の 指 導 能 力 等

を 適 切 に 評 価 す る 体 制 の も と に 、研 究 業 績 の み に 偏 る こ と 無 く 、

教 育 上 の 指 導 能 力 等 が 十 分 に 反 映 さ れ た 選 考 が 行 わ れ て い る 。  

 

 

［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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（ ９ － ２ ） 教 育 ・ 研 究 活 動  

基 準 ９ － ２ － １  

理 念 の 達 成 の 基 礎 と な る 教 育 活 動 が 行 わ れ て お り ， 医 療 及 び

薬 学 の 進 歩 発 展 に 寄 与 し て い る こ と 。  

 

【 観 点  ９ - ２ - １ - １ 】 医 療 及 び 薬 学 の 進 歩 発 展 に 寄 与 す る た め ，

時 代 に 即 応 し た カ リ キ ュ ラ ム 変 更 を 速 や

か に 行 う こ と が で き る 体 制 が 整 備 さ れ ，機

能 し て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ２ - １ - ２ 】時 代 に 即 応 し た 医

療 人 教 育 を 押 し 進 め る た め ， 教 員 の 資 質

向 上 を 図 っ て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ２ - １ - ３ 】 教 員 の 資 質 向 上 を 目 指 し ， 各 教 員 が ， そ の

担 当 す る 分 野 に つ い て ，教 育 上 の 経 歴 や 経

験 ，理 論 と 実 務 を 架 橋 す る 薬 学 専 門 教 育 を

行 う た め に 必 要 な 高 度 の 教 育 上 の 指 導 能

力 を 有 す る こ と を 示 す 資 料（ 教 員 の 最 近 ５

年 間 に お け る 教 育 上 又 は 研 究 上 の 業 績 等 ）

が ，自 己 点 検 及 び 自 己 評 価 結 果 の 公 表 等 を

通 じ て 開 示 さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ２ - １ - ４ 】専 任 教 員 に つ い て は ，そ の 専 門 の 知 識 経 験

を 生 か し た 学 外 で の 公 的 活 動 や 社 会 的 貢

献 活 動 も 自 己 点 検 及 び 自 己 評 価 結 果 の 公

表 等 を 通 じ て 開 示 さ れ て い る こ と が 望 ま

し い 。  

［ 現 状 ］  

本 学 薬 学 部 は 平 成 1 6 年 4 月 に 開 設 さ れ た こ と か ら 、 カ リ キ

ュ ラ ム は 当 初 か ら 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 準 拠 し

た も の で あ り 、 社 会 の ニ ー ズ に 応 え る こ と の で き る 薬 剤 師 、 薬

学 研 究 者 の 育 成 を 目 指 し 、 知 識 教 育 に 加 え 技 能 教 育 、 態 度 教 育

を 組 み 込 ん だ カ リ キ ュ ラ ム を 組 ん で い る 。 こ れ ま で に 二 度 の 4

年 制 卒 業 生 を 世 に 送 り 出 し て い る が 、 こ の 間 も し ば し ば カ リ キ

ュ ラ ム の 変 更 を 行 っ て お り 、 そ の 変 更 体 制 は 整 備 さ れ 、 機 能 し

て い る 。 薬 学 部 教 務 運 営 委 員 会 で 検 討 ・ 作 成 さ れ た カ リ キ ュ ラ

ム 変 更 案 は 、教 授 会 の 承 認 を 得 た の ち 薬 学 部 運 営 会 議 ( 資 料 1 1 )

に 諮 ら れ 、 内 容 及 び 予 算 上 の 許 可 が 得 ら れ れ ば 次 年 度 の 履 修 要

覧 上 で 変 更 さ れ 、 年 度 初 頭 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 学 生 に 周 知

さ れ る 。  

時 代 に 即 応 し た 医 療 人 教 育 を 押 し 進 め る た め に 、 医 療 薬 学 系

担 当 教 員 は も と よ り 基 礎 教 育 を 担 当 す る 教 員 も 、 早 期 体 験 実 習

へ の 同 伴 、 実 務 実 習 先 へ の 訪 問 、 薬 学 教 育 改 革 大 学 人 会 議 ア ド
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バ ン ス ト ワ ー ク シ ョ ッ プ や O S C E 見 学 会 へ の 参 加 、 学 内 に お け

る O S C E 評 価 委 員 の 教 育 会 等 を と お し て 、 薬 学 教 育 6 年 制 導 入

の 趣 旨 に 基 づ く 教 員 の 資 質 向 上 を 図 っ て い る 。 ま た 、 本 学 で は

全 学 的 に フ ァ カ ル テ ィ ・ デ ベ ロ ッ プ メ ン ト ( F D ) 研 修 や 各 科 目 の

学 生 に よ る 授 業 評 価 を 実 施 し 、 教 員 の 教 育 ・ 研 究 活 動 の 向 上 に

努 め て い る 。  

本 学 薬 学 部 ・ 薬 学 研 究 所 で は 、 学 部 開 設 以 来 、 毎 年 教 育 ・ 研

究 年 報 を 発 刊 し ( 資 料 1 0 ) 、 各 教 員 の 教 育 ・ 研 究 の 概 要 、 教 育 ・

研 究 の 自 己 点 検 ・ 評 価 、 学 術 論 文 ・ 総 説 ・ 著 書 ・ 学 会 発 表 リ ス

ト 、 研 究 助 成 金 等 の 獲 得 、 及 び 社 会 的 貢 献 活 動 な ど を ま と め 、

配 布 、 公 表 等 を 通 じ て 開 示 し て い る 。 ま た 、 薬 学 部 で は 専 任 教

員 は 任 期 制 が 適 用 さ れ 5 年 間 の 期 限 付 任 用 ( 再 任 可 ) で あ る が 、

再 任 を 受 け る た め の 条 件 と し て 直 近 5 年 間 の 教 育 ・ 研 究 業 績 が

重 要 な 評 価 対 象 の 一 つ と な っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 上 述 の 薬 学 部 運 営 会 議 は 、 学 院 長 、 学 長 を 始 め と す る 数 名

の 本 学 理 事 と 、 薬 学 部 長 、 薬 学 科 長 、 薬 学 研 究 所 長 、 臨 床 薬 学

セ ン タ ー 長 、 及 び 学 院 長 が 指 名 す る 職 員 で 構 成 さ れ 、 薬 学 部 に

関 わ る 重 要 事 項 を 審 議 ・ 決 定 す る 会 議 で あ る ( 資 料 1 1 ) 。 通 常 月

に 一 回 開 催 さ れ 、 教 授 会 か ら 上 程 さ れ る カ リ キ ュ ラ ム の 変 更 原

案 も こ こ で 速 や か に 審 議 ・ 決 定 さ れ る 。  

 
2 ． 本 学 に お い て は 、 薬 学 部 が 設 置 さ れ る 以 前 か ら 「 自 己 点 検 ・

評 価 委 員 会 」 を 設 置 し 、 そ の 自 己 点 検 の 一 環 と し て 学 生 に よ る

「 授 業 評 価 」 を 実 施 し て き た 。 薬 学 部 は こ の 全 学 的 な 取 り 組 み

の 中 で 、 開 設 当 初 か ら 教 育 ・ 研 究 の 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 学

生 に よ る「 授 業 評 価 」を 実 施 し て い る 。学 生 に よ る 授 業 評 価 の 、

特 に 自 由 記 述 に 示 さ れ た 学 生 の 要 望 を 集 約 し 担 当 教 員 に 示 し 、

担 当 教 員 は そ れ に 文 書 で 答 え る こ と で 、F D の 基 礎 的 な 資 料 と し

て の 活 用 が な さ れ て い る 。 な お 、 担 当 教 員 の 自 由 記 載 に 関 す る

回 答 は ま と め ら れ 開 示 さ れ て い る ( 資 料 1 2 ) こ と は 評 価 に 値 す

る 。 ま た 、 毎 年 数 回 の 全 学 的 な 学 内 F D 研 修 会 が 実 施 さ れ 、 専 任

教 員 の 出 席 が 義 務 づ け ら れ て い る 。 こ れ 等 は F D 研 修 報 告 書 ( 資

料 1 3 ) と し て ま と め ら れ 、 全 専 任 教 員 に 配 布 さ れ る 。  

 
3 ． 教 員 自 ら が 研 究 す る こ と に よ り 「 知 」 の 真 贋 を 見 極 め る 力
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を 養 う と と も に 、 創 成 さ れ た 「 知 」 を 学 生 に 伝 達 し よ う と い う

趣 旨 の も と に 設 立 さ れ た 薬 学 研 究 所 に お け る 研 究 成 果 は 、 毎 年

発 刊 さ れ る 研 究 年 報 や 平 成 2 1 年 5 月 に ま と め ら れ た ハ イ テ

ク ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー 整 備 事 業 の 研 究 成 果 報 告 書 ( 資 料 1 4 )

で 広 く 開 示 さ れ て い る 。 薬 学 部 教 員 の 資 質 向 上 に は 研 究 は 必 須

の も の で あ り 、 本 学 薬 学 研 究 所 の 存 在 は 高 く 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

  特 に な し 。  
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基 準 ９ － ２ － ２  

 

教 育 の 目 的 を 達 成 す る た め の 基 礎 と な る 研 究 活 動 が 行 わ

れ ， 医 療 及 び 薬 学 の 進 歩 発 展 に 寄 与 し て い る こ と 。  

 
【 観 点  ９ - ２ - ２ - １ 】 教 員 の 研 究 活 動 が ， 最 近 ５ 年 間 に お

け る 研 究 上 の 業 績 等 で 示 さ れ て い る

こ と 。  

【 観 点  ９ - ２ - ２ - ２ 】 最 新 の 研 究 活 動 が 担 当 す る 教 育 内 容

に 反 映 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 は 平 成 1 5 年 4 月 、 薬 学 部 設 置 1 年 前 に 薬 学 研 究 所 を 設

置 し て い る 。 平 成 1 6 年 4 月 に 薬 学 部 が 開 設 さ れ た が 、 日 々 新

た な “ 知 ” が 付 け 加 わ る 薬 学 を 学 生 に 教 え る 教 員 は 、 そ の “ 知 ”

の 真 贋 を 自 ら 見 極 め て 取 り 入 れ る の で な け れ ば な ら ず 、 そ の た

め に は 教 員 自 ら が 研 究 者 と な り 、 研 究 所 で 実 験 し 新 し い “ 知 ”

を 生 産 す る こ と に よ り 、 そ の 真 贋 を 極 め る 心 技 を 磨 か ね ば な ら

な い と の 考 え を も と に 、 薬 学 部 教 員 が 薬 学 研 究 所 研 究 員 を 併 任

す る シ ス テ ム を 取 っ て い る 。 本 薬 学 研 究 所 は 3 部 門 か ら な り 、

そ れ ぞ れ 、「 超 微 量 分 析 研 究 部 門 」 は 生 体 成 分 、 環 境 物 質 、 医 薬

品 な ど の 超 微 量 分 析 法 の 研 究 、「 老 人 ・ 女 性 薬 学 研 究 部 門 」 は 老

人 や 女 性 に 関 す る 薬 物 の 体 内 動 態 の 研 究 、「 医 薬 品 開 発 研 究 部

門 」 は 医 薬 品 開 発 に 関 す る 新 し い ア プ ロ ー チ 法 の 研 究 を 行 っ て

い る 。 平 成 1 6 年 度 か ら 平 成 2 0 年 度 に 文 部 科 学 省 の 私 立 大 学 学

術 研 究 高 度 化 推 進 事 業 の 「 ハ イ テ ク ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー 整 備

事 業 」 に 選 定 さ れ 、 約 5 億 5 千 万 円 の 予 算 を 獲 得 し 、 最 新 の 大

型 機 器 類 な ど を 有 す る 研 究 環 境 を 整 備 し た （ 場 所 の 大 き さ 、 機

器 に つ い て の 別 表 1 ハ イ テ ク 報 告 書 ）。採 択 さ れ た テ ー マ は 、「老

年 性 疾 患 に 関 す る 分 子 基 盤 研 究 と 治 療 法 に 関 す る 研 究 」で あ り 、

近 年 の 高 齢 化 社 会 と 共 に 増 加 す る 老 年 性 疾 患 の 分 子 基 盤 研 究 と

治 療 法 に 関 す る 研 究 を 推 進 し た 。 こ こ で 、 得 た 最 新 の 研 究 成 果

を 授 業 や 卒 業 研 究 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に 努 め て い る 。 ５

年 間 で 英 文 学 術 論 文 1 2 1 件 、学 会 報 告 3 1 6 件 の 成 果 を 挙 げ て い

る （ 資 料 1 0 教 育 研 究 年 報 ）。 研 究 所 構 成 員 と し て は 、 客 員 教 授

（ 9 4 名 ／ 5 年 間 ）、客 員 研 究 員 ( 1 0 7 名 ／ 5 年 間 ) 、特 別 研 究 員（ 2 1

名 ／ 5 年 間 ）及 び 他 大 学 院 か ら の 研 究 受 託 学 生（ 2 1 名 ／ 5 年 間 ）

を 受 け 入 れ て お り（ 別 表 3 や 薬 学 事 務 保 存 資 料 お よ び 年 報 参 照 ）、

活 発 な 外 部 と の 共 同 研 究 体 制 を 維 持 し て い る 。 ま た 他 の 競 争 的
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資 金 も 着 実 に 獲 得 し て い る （ 競 争 的 資 金  別 表 4 ）。 産 学 共 同 研

究 を 推 進 す る 方 向 性 を 持 ち 、 平 成 1 9 年 度 に は 特 定 寄 付 研 究 部

門（ 細 胞 情 報 可 視 化 ）を 新 た に 加 え 、研 究 の 推 進 を 図 っ て い る 。  

以 上 の 研 究 活 動 内 容 は 日 々 の 授 業 及 び 実 習 の 中 で 最 新 情 報 と

し て 触 れ る と と も に 、 卒 業 研 究 の テ ー マ と し て 学 生 指 導 に 反 映

し て い る 。 ま た 4 年 次 の 学 生 研 究 室 配 属 前 に は 、 各 研 究 室 の 研

究 業 績 発 表 会 に 学 生 を 出 席 さ せ 、 薬 学 研 究 に 対 す る 取 り 組 み を

周 知 さ せ る こ と を 行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

ハ イ テ ク ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー 整 備 事 業 と し て 、 生 体 機 能 を 制

御 す る 薬 物 を 合 成 、 あ る い は 天 然 素 材 か ら 探 し 、 創 薬 研 究 に つ

な げ 発 展 さ せ る 統 合 型 研 究 を 目 指 す 「 老 年 性 疾 患 に 関 す る 研 究

プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 立 ち 上 げ た 。 5 年 を 終 了 し 、 ス タ ッ フ 間 の 協

力 体 制 も 整 っ て き て い る 。 3 回 の 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し 、

社 会 に も 成 果 を 公 表 す る こ と に 努 め た 。 さ ら に 、 こ れ ら 公 開 シ

ン ポ ジ ウ ム に は 学 部 学 生 も 参 加 さ せ 、 科 学 的 発 表 の あ り 方 、 ま

た 教 員 の 研 究 に 対 す る 姿 勢 を 学 ば せ る 場 と し て 活 用 し た 。 今 後

5 、 6 年 次 生 で 卒 業 研 究 を 開 始 す る 時 に 、 そ の 成 果 が 生 か さ れ る

と 考 え る 。毎 年 、教 育 研 究 年 報 を 発 行 し 、業 績 を 公 開 し て い る 。

ま た 、 自 己 評 価 委 員 会 を 立 ち 上 げ 自 己 評 価 を す る と と も に 、 研

究 所 運 営 委 員 会 を 組 織 し 、 共 同 研 究 施 設 の 維 持 ・ 利 用 の 推 進 を

図 っ て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

「 老 年 性 疾 患 に 関 す る 分 子 基 盤 研 究 と 治 療 法 に 関 す る 研 究 」の

プ ロ ジ ェ ク ト に 次 ぐ 新 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 立 ち 上 げ を 計 画 し て

い る 。  
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基 準 ９ － ２ － ３  

  

 教 育 活 動 及 び 研 究 活 動 を 行 う た め の 環 境 （ 設 備 ， 人 員 ， 資

金 等 ） が 整 備 さ れ て い る こ と 。  

［ 現 状 ］  
薬 学 部 の 教 育 ・ 研 究 活 動 の た め に 、 薬 学 部 棟 と し て 8 階 建 て

（ 地 下 1 階 を 含 む ） の 研 究 棟 を 整 備 し て い る （ 武 蔵 野 大 学 8 号

館 ）。 本 館 の 内 訳 は 各 階 が 約 1 2 0 0 ～ 1 5 0 0 m 2 の 面 積 を 持 ち 、 地

下 1 階 か ら 7 階 ま で に 分 か れ て い る 。 地 下 1 階 は 共 通 実 験 室 、

共 通 機 器 室 、 動 物 実 験 室 等 が 入 っ て お り 、 こ れ ら の 共 通 機 器 室

に は N M R ,  共 焦 点 レ ー ザ ー 顕 微 鏡 、無 菌 室 、フ ロ ー サ イ ト メ ー

タ ー 、 電 子 顕 微 鏡 、 培 養 室 等 が 設 置 さ れ て い る 。 １ 階 に は 模 擬

薬 局 、 模 擬 病 室 等 臨 床 実 習 を 行 う た め の 設 備 及 び R I 実 験 施 設 、

薬 学 事 務 室 が 備 え ら れ て い る 。 2 階 及 び 3 階 は 主 に 授 業 用 の 教

室 が 設 置 さ れ て お り 、 約 1 5 0 名 向 け に 授 業 を 行 え る 教 室 が 6 部

屋 、 さ ら に 5 0 ～ 8 0 名 用 の 教 室 が 5 部 屋 設 け ら れ て い る 。 こ れ

ら の 教 室 以 外 に 学 生 が 自 習 を 行 っ た り 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行

う こ と が で き る 学 生 ホ ー ル （ 1 7 2  m 2 ） が あ る 。 4 階 及 び 5 階 は

学 生 実 習 室 、 共 通 機 器 室 、 産 学 官 連 携 実 験 室 、 専 用 実 習 室 を 設

置 し て い る 。 学 生 実 習 用 に は 8 0 名 収 容 の 実 習 室 を 6 教 室 配 置

し て お り 、 教 室 内 に は ド ラ フ ト を は じ め と し た 実 習 設 備 が 用 意

さ れ 、 各 実 習 用 の 機 材 が 収 納 さ れ て い る 。 こ れ 以 外 に 薬 学 部 が

民 間 企 業 と 共 同 研 究 を 行 う こ と が で き る 産 学 官 連 携 実 験 室

（ 3 0 3  m 2 ） を 備 え て い る 。 6 階 及 び 7 階 は 研 究 室 及 び そ れ に 付

帯 す る 専 門 実 験 室 と な っ て お り 、 研 究 室 （ 2 3  m 2 ） が 1 8 室 、

専 門 実 験 室 （ 1 0 3  m 2 ） 1 6 室 を 備 え て い る 。  

上 記 の 設 備 の 管 理 及 び 教 育 、 研 究 の た め に 薬 学 部 の 専 任 教 員

と し て 教 授 1 8 名 、 准 教 授 4 名 、 講 師 1 6 名 、 助 教 1 2 名 の 計 5 0

名 が 在 職 し て い る 。さ ら に 実 習 助 手 と し て 2 名 が 加 わ っ て い る 。 

薬 学 部 全 体 と し て 2 1 年 度 は 約 1 2 億 3 0 0 万 円 の 予 算 を 計 上 し

て い る 。 本 予 算 は 臨 床 教 育 費 を 含 む 教 育 費 、 研 究 費 及 び 設 備 備

品 管 理 費 等 を 含 ん で い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

こ れ ら の 設 備 、 人 員 は 薬 学 部 に 必 要 な 教 育 研 究 活 動 を 行 う 上

で 、 必 要 条 件 を 満 た し て い る も の と 考 え る 。  
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［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  

- 120 - 
 



 

基 準 ９ － ２ － ４  

 

専 任 教 員 は ， 時 代 に 適 応 し た 教 育 及 び 研 究 能 力 の 維 持 ・ 向

上 に 努 め て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ２ - ４ - １ 】 実 務 家 教 員 に つ い て は ， そ の 専 門 の

知 識 経 験 を 生 か し た 医 療 機 関 ・ 薬 局

に お け る 研 修 な ど を 通 し て 常 に 新 し

い 医 療 へ 対 応 す る た め に 自 己 研 鑽 を

し て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 の 実 務 家 教 員 1 1 名 の う ち み な し 専 任 教 員 は 5 名 で あ り 、

年 間 1 2 単 位 の 授 業 を 受 け 持 つ 一 方 で 、 病 院 あ る い は 保 険 薬 局

の 業 務 に 従 事 し て お り 、 常 に 新 し い 医 療 情 報 や 技 術 に 対 応 で き

る よ う 自 己 研 鑽 を 行 っ て い る 。 ま た 、 他 の 実 務 家 教 員 も 週 1 回

程 度 の 病 院 業 務 あ る い は 薬 局 業 務 に 従 事 し 、 薬 剤 師 と し て の 実

務 能 力 を 維 持 す る と と も に 、 最 新 の 医 療 情 報 や 技 術 を 習 得 す る

よ う 努 め て い る 。 さ ら に 、 日 本 医 療 薬 学 会 の 認 定 薬 剤 師 及 び 指

導 薬 剤 師 、 各 種 学 会 認 定 の 専 門 薬 剤 師 、 薬 剤 師 研 修 セ ン タ ー の

研 修 認 定 薬 剤 師 の 認 定 を 受 け る よ う 、 定 期 的 に 学 術 大 会 や 勉 強

会 に 出 席 し 、 自 己 研 鑽 を 行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 .  本 学 の 約 半 数 の 実 務 家 教 員 は 、病 院 あ る い は 保 険 薬 局 の 業 務

に 常 勤 も し く は 非 常 勤 と し て 従 事 し て お り 、 常 に 新 し い 医 療 情

報 や 技 術 に 対 応 で き る よ う 自 己 研 鑽 を 行 っ て い る 。  

 
2 .  実 務 家 教 員 は 、認 定 薬 剤 師 や 専 門 薬 剤 師 の 認 定 を 受 け る よ う 、

定 期 的 に 学 術 大 会 や 勉 強 会 に 出 席 し 、 自 己 研 鑽 を 行 っ て い る 。  

 

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  

 

 

 

 

 

- 121 - 
 



 

（ ９ － ３ ） 職 員 組 織  

基 準 ９ － ３ － １  

 

教 育 活 動 及 び 研 究 活 動 の 実 施 を 支 援 す る た め の 事 務 体 制 を

有 し て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ３ - １ - １ 】 学 部 ・ 学 科 の 設 置 形 態 及 び 規 模 に 応

じ て ， 職 員 配 置 を 含 む 管 理 運 営 体 制

が 適 切 で あ る こ と 。  

【 観 点  ９ - ３ - １ － ２ 】 実 務 実 習 の 実 施 を 支 援 す る 事 務 体

制 ・ 組 織 が 整 備 さ れ ， 職 員 が 適 切 に

配 置 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

各 学 部 の 教 育 ・ 研 究 活 動 を 支 援 す る 事 務 組 織 は 、 直 接 間 接 に

支 援 し 管 轄 す る 組 織 と し て 、 学 事 部 、 学 生 支 援 部 、 入 試 セ ン タ

ー 事 務 部 の 3 つ の 部 を 設 置 し て い る 。 ま た 、 経 営 及 び 学 院 全 体

の 管 理 運 営 面 か ら 教 育 研 究 を 支 え る 組 織 と し て 、 総 務 部 、 総 合

企 画 部 の 2 つ の 部 を 設 置 し て い る ( 図 9 - 3 - 1 - 1 ) 。  

 

学術事業事務室
通信メディｱ授業事務室

総合企画課
広報課

社会連携センター
情報システムセンター事務室

教務課
学生課

国際交流課
ｷｬﾘｱ開発課

総務課

管財課

学事部 学生支援部 総務部

図書館事務課

 入試センター事務部

学事課
大学院学部事務室

薬学部事務室

総合企画部

事務局

人事課
経理課

 

図 9 - 3 - 1 - 1  武 蔵 野 大 学 事 務 組 織 図  

 

本 学 は 、 薬 学 部 、 看 護 学 部 、 文 学 部 、 政 治 経 済 学 部 、 人 間 関

係 学 部 、 環 境 学 部 の 6 学 部 と 、 大 学 院 に は 薬 科 学 研 究 科 、 人 間

社 会 ・ 文 化 研 究 科 の 2 つ の 研 究 科 を 設 置 し て い る が 、 事 務 体 制

と し て は 、 基 本 的 に は 単 一 事 務 局 制 度 を 採 用 し て い る 。 各 学 部

独 自 の 教 育 諸 活 動 や 運 営 事 務 に つ い て は 、 基 本 的 に は 大 学 院 学

部 事 務 室 が 所 掌 し て い る 。  

し か し な が ら 、 薬 学 部 に つ い て は そ の 教 育 ・ 研 究 活 動 の 特 性

に 鑑 み 、 薬 学 部 事 務 室 を 設 置 し 、 専 任 事 務 職 員 4 名 、 派 遣 職 員

等 の 非 正 規 職 員 3 名 を 配 置 し て 運 営 に 当 た っ て い る 。 事 務 組 織
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規 程 で は 、 薬 学 部 事 務 室 の 教 育 支 援 に 関 し て 、 履 修 及 び 履 修 相

談 に 関 す る こ と 、 学 生 の 実 務 実 習 の 調 整 ・ 管 理 に 関 す る こ と と

規 定 し て い る 。 ま た 、 研 究 支 援 と し て は 、 予 算 及 び 研 究 費 に 関

す る こ と 、受 託 研 究 費 及 び 奨 学 寄 附 金 の 取 り 扱 い に 関 す る こ と 、

薬 学 研 究 所 及 び 臨 床 薬 学 セ ン タ ー に お け る 事 務 に 関 す る こ と 、

な ど を 規 定 し て い る 。  

さ ら に 、 教 員 人 事 手 続 き ･ 授 業 科 目 や 授 業 時 間 割 の 編 成 ･ 授 業

運 営 等 に 関 し て は 学 生 支 援 部 教 務 課 と 、 教 員 組 織 ･ 教 学 予 算 ･ 補

助 金 の 管 理 や 大 学 附 属 機 関 の 調 整 等 に 関 し て は 学 事 部 学 事 課 と 、

科 学 研 究 費 の 申 請 お よ び 執 行 に 関 し て は 学 事 部 学 長 室 な ど と そ

れ ぞ れ 連 携 を 図 り な が ら 、 業 務 を 遂 行 す る 体 制 を と っ て い る 。

ま た 、 学 生 の 就 職 支 援 に つ い て は 、 学 生 支 援 部 キ ャ リ ア 開 発 課

と 協 働 し て 支 援 し て い る 。  

実 務 実 習 の 実 施 に つ い て は 臨 床 薬 学 セ ン タ ー が 主 に そ の 任 を

負 っ て お り 、 1 1 名 の 実 務 家 教 員 を 含 む 1 3 名 の 教 員 が 担 当 し 、

薬 学 部 事 務 室 が 事 務 的 な 支 援 を 行 っ て い る 。  

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 学 部 新 設 、 学 科 改 編 等 こ こ 数 年 に わ た る 大 学 自 体 の 改 革 を

受 け て 、 事 務 組 織 に つ い て も 、 教 育 研 究 支 援 に 当 た る 業 務 分 担

の 適 正 化 、 業 務 推 進 の 効 率 化 等 を 目 指 し 改 革 を 続 け て 来 た 。 そ

の 結 果 が 、 薬 学 部 事 務 室 の 設 置 と 他 部 署 と の 連 携 体 制 の 構 築 で

あ り 、 妥 当 か つ 適 切 な 管 理 運 営 体 制 に 収 斂 し つ つ あ る と 評 価 で

き る 。  

 

2 ． 新 設 の 薬 学 部 は 、 文 系 を 主 体 と し て 来 た 本 学 の 歴 史 の 中 で

は 異 質 の 系 統 で あ り 、 研 究 態 様 、 授 業 形 態 、 学 生 の 進 路 等 々 従

来 と は 異 な る 展 開 と な っ て お り 、 柔 軟 な 思 考 で 、 今 ま で 以 上 に

実 態 に 即 応 で き る 体 制 を 考 慮 し な け れ ば な ら な い が 、 そ の 促 進

に 関 わ る 人 材 は 十 分 と は い え な い 。 特 に 知 的 財 産 に 関 わ る 法 務

担 当 や 、 就 職 支 援 等 に 当 た る 専 門 性 を 有 す る 職 員 が 不 足 し て い

る と 言 わ ざ る を 得 な い の で 、 採 用 、 育 成 両 面 か ら の 人 材 確 保 に

力 を 入 れ る 必 要 が あ る 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

実 態 に 即 し た 事 務 組 織 の 柔 軟 な 対 応 に つ い て は 、｢ 事 務 組 織 規

程 ｣ 附 則 に お い て 、 ｢ 事 務 組 織 に つ い て は 、 今 後 も 検 討 を 続 け る
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も の と す る 。｣ と い う 条 文 を 設 け 、状 況 の 変 化 に 迅 速 に 対 応 し 得

る 状 況 を 整 え て お り 、 こ れ に 基 づ き 、 こ こ 数 年 継 続 的 に 見 直 し

を 続 け て い る 。 特 に 、 平 成 2 4 年 度 に 東 京 都 江 東 区 の 有 明 地 区

に 新 キ ャ ン パ ス を 開 設 し 、 4 学 部 4 学 科 が 移 る こ と に な っ て い

る 。 薬 学 部 は 現 キ ャ ン パ ス の ま ま で 移 転 の 予 定 は な い が 、 事 務

組 織 自 体 大 幅 な 見 直 し が 必 要 で あ り 、そ の 中 で 教 育 ･ 研 究 の 質 的

向 上 を 図 る 組 織 を 現 在 検 討 し て い る と こ ろ で あ る 。  

知 的 財 産 権 等 へ の 対 応 に つ い て は 、 ｢ 知 的 財 産 権 取 扱 規 程 ｣ 等

に よ り 規 定 化 を 行 っ て お り 、 今 後 、 前 述 し た 研 修 等 を 通 じ て 教

職 員 の 理 解 を 更 に 深 め さ せ る と と も に 、 担 当 者 の 充 実 を は か る

こ と を 予 定 し て い る 。  
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（ ９ － ４ ） 教 育 の 評 価 ／ 教 職 員 の 研 修  

  

基 準 ９ － ４ － １  

 教 育 の 状 況 に 関 す る 点 検 ・ 評 価 及 び そ の 結 果 に 基 づ い た 改

善 ・ 向 上 を 図 る た め の 体 制 が 整 備 さ れ ， 機 能 し て い る こ と 。

 
【 観 点  ９ - ４ - １ - １ 】 教 育 内 容 及 び 方 法 ， 教 育 の 成 果 等 の

状 況 に つ い て ， 代 表 性 が あ る デ ー タ

や 根 拠 資 料 を 基 に し た 自 己 点 検 ・ 自

己 評 価 （ 現 状 や 問 題 点 の 把 握 ） が 行

わ れ ， そ の 結 果 に 基 づ い た 改 善 に 努

め て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ４ - １ - ２ 】 授 業 評 価 や 満 足 度 評 価 ， 学 習 環 境 評

価 な ど の 学 生 の 意 見 聴 取 が 行 わ れ ，

学 生 に よ る 評 価 結 果 が 教 育 の 状 況 に

関 す る 自 己 点 検 ・ 自 己 評 価 に 反 映 さ

れ る な ど ， 学 生 が 自 己 点 検 に 適 切 に

関 与 し て い る こ と 。  

【 観 点  ９ - ４ - １ - ３ 】 教 員 が ， 評 価 結 果 に 基 づ い て ， 授 業

内 容 ， 教 材 及 び 教 授 技 術 な ど の 継 続

的 改 善 に 努 め て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

教 育 課 程 の 改 善 に つ い て は 、 教 務 運 営 会 議 、 学 部 長 会 議 を 中

心 に 、 各 学 部 教 授 会 、 学 科 会 議 、 教 養 教 育 部 会 、 大 学 院 研 究 科

委 員 会 で 、 継 続 的 な 審 議 を 重 ね て い る 。  

各 授 業 に は 2 年 に 1 回 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト を 行 い 、 学 生 の 満

足 度 や 学 習 環 境 に つ い て 学 生 ア ン ケ ー ト を 取 り 評 点 化 し て い る 。

こ れ ら の ア ン ケ ー ト は す べ て 担 当 教 官 に 提 示 さ れ 、 担 当 教 官 は

学 生 か ら の 質 問 や コ メ ン ト に 解 答 し な け れ ば な ら な い 。 こ れ ら

は 解 答 を 通 し て 授 業 内 容 の 改 善 へ と フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ て い く

シ ス テ ム を と っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 教 育 内 容 に 関 し て は で き る 限 り の 情 報 を 客 観 的 な 記 述 や 数

値 に よ っ て 学 生 に 与 え て い る 。「 年 間 学 事 予 定 」「 授 業 期 間 」 も

明 示 さ れ て お り 、こ の 点 も 評 価 で き る 。「 年 次 別 履 修 科 目 の 上 限

と 進 級 ・ 卒 業 ・ 修 了 要 件 」 も 適 切 に 定 め ら れ た 上 で 、 適 用 さ れ

て お り 評 価 で き る 。更 に G P A に 基 づ く 学 習 指 導 も 行 わ れ て い る

点 も 評 価 で き る 。  

  
2 ． 授 業 評 価 に 関 し て は 学 生 ア ン ケ ー ト に よ る フ ィ ー ド バ ッ ク
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が 機 能 し 、 学 生 の 希 望 に 沿 っ た 授 業 レ ベ ル や 内 容 へ と 変 換 さ れ

て い く シ ス テ ム が 円 滑 に 機 能 し て お り 、 学 生 が 学 習 環 境 の 自 己

点 検 に 適 切 に 関 与 し 、 教 員 が 授 業 内 容 や 教 材 ・ 教 授 技 術 等 の 継

続 的 改 善 に 努 め て い る と 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ９ － ４ － ２  

 教 職 員 に 対 す る 研 修 （ フ ァ カ ル テ ィ ・ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン

ト 等 ） 及 び そ の 資 質 の 向 上 を 図 る た め の 取 組 が 適 切 に 行 わ

れ て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 に お い て は 、 平 成 4 年 に 大 学 学 則 を 改 正 し 、 自 己 点 検 ・

評 価 に 関 す る 規 程 を 制 定 し た 。こ れ に 基 づ き ｢ 自 己 点 検 ・ 評 価 委

員 会 ｣ を 設 置 し 、そ の 下 に 専 門 事 項 を 点 検 ・ 評 価 す る た め の 専 門

委 員 会 と し て 、 複 数 の 自 己 点 検 実 施 委 員 会 を 設 け て い る 。 そ の

自 己 点 検 の 一 環 と し て 、 平 成 1 0 年 に 最 初 の 学 生 に よ る ｢ 授 業 評

価 ｣ を 実 施 し 、そ れ と 不 可 分 な も の と し て F D の 取 り 組 み が 開 始

さ れ た 。 学 生 に よ る 授 業 評 価 の 、 特 に 自 由 記 述 に 示 さ れ た 学 生

の 要 望 を 集 約 し 、 担 当 教 員 に 示 す こ と に よ っ て 、 F D の 基 礎 的

な 資 料 と し て の 活 用 が な さ れ て き た 。こ の ｢ 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員

会 ｣ は 、 そ の 実 施 委 員 会 に よ っ て 、 平 成 6 年 3 月 、 平 成 7 年 4

月 、 平 成 8 年 1 0 月 、 平 成 1 0 年 3 月 、 平 成 1 5 年 6 月 と 5 回 に

わ た っ て 本 学 の 現 状 と 課 題 に 関 す る 報 告 書 を 発 行 し 、 学 内 教 職

員 、 全 国 の 大 学 に 配 布 す る こ と に よ り 公 表 し て き た 。  

平 成 2 1 年 度 に は 年 間 を 通 じ て 表 9 - 4 - 2 - 1 の よ う な F D の 講 演

会 が 行 わ れ 多 く の 教 員 が 参 加 し 、 講 演 者 と の 間 で 活 発 な 質 疑 応

答 が 行 わ れ た 。  

一 方 、 本 学 の 事 務 職 員 に 対 す る 研 修 ( ス タ ッ フ デ ィ ベ ロ ッ プ メ

ン ト )（ S D ）と し て は 、事 務 部 門 が 独 自 に 取 り 組 ん で い る ｢ 人 事 ･

給 与 制 度 改 革 プ ロ ジ ェ ク ト ｣ を 基 盤 と し て 検 討 実 施 し て き た 。こ

の プ ロ ジ ェ ク ト は 、 大 学 の 基 本 目 標 を ベ ー ス に 人 事 の 基 本 理 念

を 定 め 、 職 員 の 行 動 基 準 （ 人 格 を 磨 く 努 力 、 創 造 性 の 発 揮 に よ

る 業 務 改 善 、 自 ら 積 極 果 敢 に 行 動 ） を 設 定 し た し た も の で 、 平

成 1 6 年 4 月 か ら 取 り 組 ん で い る 。 こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、

職 位 ･ 組 織 を 越 え る 委 員 に よ る チ ー ム を 構 成 し 、 新 人 事 ･ 給 与 制

度 の 検 討 を 行 っ た 。職 員 研 修 は 就 業 規 則 第 7 7 条 に 拠 る も の で 、

新 任 職 員 研 修 、 専 任 職 員 研 修 、 管 理 職 研 修 、 評 価 者 研 修 、 資 格

取 得 講 習 ( 研 修 ) 会 へ の 派 遣 等 の 各 種 研 修 を 適 宜 実 施 し 、 社 会 環

境 に つ い て の 現 状 を 適 切 に 認 識 さ せ る と と も に 、 私 学 職 員 と し

て の 意 識 並 び に 技 量 技 倆 を 高 め 、 組 織 の 活 性 化 を は か る べ く 努

力 し て き た 。  

さ ら に 、 平 成 2 0 年 1 2 月 2 4 日 付 中 央 教 育 審 議 会 答 申 ( 以 下 、
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中 教 審 答 申 ) を 踏 ま え て 、 2 1 年 度 か ら は さ ら な る 質 的 向 上 を 目

指 し た 職 能 開 発 の た め に 5 ヵ 年 の 中 期 研 修 計 画 を 策 定 し た 。 そ

の 主 な 内 容 は 、 ① 武 蔵 野 大 学 職 員 力 ( 職 能 ) の 明 確 化 、 ② 管 理 職

に よ る 一 般 職 員 の 職 能 開 発 プ ロ グ ラ ム （ O J T 、 O F F ・ J T 、 プ ロ

ジ ェ ク ト 型 業 務 ） 等 の 開 発 ・ 実 施 、 ③ 大 学 院 ・ 学 会 等 専 門 的 な

研 究 の 機 会 へ の 参 加 促 進 、 ④ 研 修 成 果 集 の 作 成 で あ る 。  

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

１ ．F D に 関 し て は 平 成 4 年 よ り ｢ 自 己 点 検 ・ 評 価 規 程 ｣ を 制 定 、

自 己 点 検 ・ 評 価 に つ い て の 委 員 会 を 設 置 し 、 授 業 評 価 や F D 研

修 を 実 施 し て き た こ と の 成 果 が 、 制 度 と し て も 、 ま た 教 員 の 意

識 に お い て も 定 着 し て お り 、 資 質 の 向 上 を 図 る た め の 取 り 組 み

が 適 切 に 行 わ れ て い る 。  

 
２ ． S D に 関 し て は 主 に 大 学 職 員 の 標 準 的 な 職 能 開 発 を 目 指 し

た 計 画 で あ り 、平 成 2 1 年 度 は 、5 ヵ 年 計 画 の 1 年 目 と し て 大 学 、

運 営 方 針 の 共 有 と 、 職 員 と し て の 意 識 の 向 上 を 高 め る こ と に 重

点 を 置 い て 実 施 し た 。 研 修 参 加 者 の ア ン ケ ー ト 調 査 で は 、 当 初

の 目 的 を 概 ね 達 成 し た も の と 考 え て い る 。   

 
［ 改 善 計 画 ］  

学 生 に よ る 授 業 評 価 は 、 教 員 個 々 の F D の 基 礎 的 な 資 料 と し

て 役 立 っ て い る が 、 そ の 資 料 を 1 つ の 教 育 機 関 の 中 で 制 度 と し

て 活 用 す る 方 法 に つ い て は 、 教 員 の 十 分 な コ ン セ ン サ ス が 得 ら

れ る よ う 更 に 検 討 し て い く 予 定 で あ る 。  
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表 9 - 4 - 2 - 1  平 成 2 1 年 度  学 内 F D 研 修 会  

  
平成 21 年度 FD 研修 

－武蔵野ＢＡＳＩＳの構築に向けて－ 
 

１．11 月 2日(月)４限 

 ＜８号館８２０２教室＞ 

 「大学における外国語教育とは何か」 

 講師：古家 聡（本学教授） 

 

２．11 月 24日(火)2限 

 ＜８号館８３０３教室＞ 

 「なぜいま一般教養教育なのか」 

 講師：岩田 弘三（本学教授） 

 

３．２月９日（火）13:10～17：00 
 ＜５号館１階多目的ホール＞ 

 「キャリア教育の成果を「武蔵野学士力」へ」 

基調講演：今村 聡子 

（文部科学省高等教育局高等教育企画課高等教育政策室 室長補佐） 

 
事例研究：ファシリテーター 北森 義明（本学客員教授） 

代表発表 キャリアデザインノート研究会学内研究員 
 

パネルディスカッション 
パネリスト 上西 充子（法政大学キャリアデザイン学部准教授 ） 

洞口 光由（キャリア開発部長、人間関係学部准教授） 
河津 優司（前キャリア開発部長、環境学部教授） 
中村 孝文（前教務部長、政治経済学部教授） 

コーディネーター 
久富 健（教務部長、環境学部教授） 
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『 施 設 ・ 設 備 』  

 

１ ０  施 設 ・ 設 備  
 
（ １ ０ － １ ） 学 内 の 学 習 環 境  

基 準 １ ０ － １ － １  

薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム 及 び 薬 学 準 備 教 育 ガ イ

ド ラ イ ン を 円 滑 か つ 効 果 的 に 行 う た め の 施 設 ・ 設 備 が 整 備 さ

れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  １ ０ - １ - １ - １ 】 効 果 的 教 育 を 行 う 観 点 か ら ， 教 室

の 規 模 と 数 が 適 正 で あ る こ と 。  

【 観 点  １ ０ - １ - １ - ２ 】 参 加 型 学 習 の た め の 少 人 数 教 育 が

で き る 教 室 が 十 分 確 保 さ れ て い る

こ と 。  

【 観 点  １ ０ - １ - １ - ３ 】 演 習 ・ 実 習 を 行 う た め の 施 設 （ 実

験 実 習 室 ， 情 報 処 理 演 習 室 ， 動 物

実 験 施 設 ， R I 教 育 研 究 施 設 ， 薬 用

植 物 園 な ど ） の 規 模 と 設 備 が 適 切

で あ る こ と 。  

［ 現 状 ］  

薬 学 部 棟 に は 1 学 年 1 4 5 名 の 薬 学 生 の 授 業 を 行 う た め の 教 室

と し て 、 1 6 6 m 2 （ 定 員 1 6 0 名 ） の 大 教 室 が 6 部 屋 、 選 択 授 業 等

を 行 う た め の 中 教 室 （ 1 2 4 m 2 ） が 3 部 屋 、 及 び 小 教 室 （ 7 9 m 2 ）

が 2 部 屋 設 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の 教 室 に お い て 学 部 学 生 の 授

業 を 行 っ て い る 。  

ま た 、 参 加 型 学 習 を は じ め と す る 少 人 数 教 育 の た め に 専 門 実

験 室 と し て 1 0 3 ～ 1 0 8 m 2 の 面 積 を 持 つ 部 屋 を 1 6 部 屋 設 置 し て

い る 。  

演 習 ・ 実 習 を 行 う た め の 施 設 と し て 、 実 習 室 （ 2 0 8 m 2 ） を 6

部 屋 、 情 報 処 理 演 習 室 （ 1 3 3 m 2 ）、 動 物 実 験 施 設 （ 3 0 6 m 2 、 S P F

動 物 使 用 可 能 ）、 R I 実 験 施 設 （ 2 0 2 m 2 ）、 薬 用 植 物 園 （ 3 6 7 4 m 2 ）

を 備 え て い る 。  

情 報 処 理 演 習 室 で は 学 生 が マ ル チ メ デ ィ ア 機 器 を 使 用 し 、 容

易 に 医 薬 品 や 薬 物 治 療 に 関 す る 情 報 を 取 得 で き る よ う 、「医 薬 品

情 報 学 」 ｢ 臨 床 薬 学 演 習 ｣ 及 び 「 実 務 実 習 事 前 学 習 」 等 の 講 義 、

演 習 及 び 実 習 の な か で 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 活 用 の 講 義 を 行 っ て い

る 。 こ の 教 育 に 供 す る 情 報 処 理 機 器 な ど の 配 置 状 況 は 、 全 学 的

に は 約 5 0 0 台 の パ ソ コ ン が 学 生 向 け に 用 意 さ れ 、 薬 学 部 8 号 館

1 階 コ ン ピ ュ ー タ ー 室 に あ る パ ソ コ ン 5 2 台 は 、 毎 日 午 後 、 薬 学

- 130 - 
 



 

部 学 生 が 使 用 で き る 。 ま た 、 各 講 義 室 に は 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ ー

等 の マ ル チ メ デ ィ ア 機 器 が 設 置 さ れ て い る 。  

動 物 実 験 施 設 の 飼 育 環 境 に つ い て は 、 バ リ ア ー 区 域 及 び オ ー

プ ン 区 域 を 設 け て お り 、そ れ ぞ れ S P F 動 物 飼 育 室 2 室 及 び コ ン

ベ ン シ ョ ナ ル 動 物 飼 育 室 4 室 を 備 え て い る 。  

本 学 R I 実 験 施 設 は 、薬 学 部 棟 の 2 0 2 m 2 を 充 て て 、学 部 設 置 に

先 駆 け て 平 成 1 5 年 に 薬 学 研 究 所 の 施 設 と し て 文 部 科 学 省 の 認

可 を 受 け 設 置 さ れ 、貯 蔵 室 、汚 染 検 査 室 、廃 棄 室 の 他 、低 温 室 、

測 定 室 、 暗 室 、 第 1 （ 物 理 、 化 学 ） 実 験 室 、 第 2 （ 生 化 学 ） 実

験 室 、 第 3 （ 動 物 ） 実 験 室 を 有 し 、 管 理 室 員 を お い て い る 。  

ま た 薬 用 植 物 園 は 平 成 1 6 年 の 本 学 薬 学 部 設 置 に 伴 い 、 学 校

法 人 武 蔵 野 女 子 学 院 西 東 京 校 地 内 の 6 区 画 （ 第 1 薬 草 園 ～ 第 6

薬 草 園 ： 総 面 積 3 6 7 4 m 2 ） を 薬 学 部 附 属 薬 用 植 物 園 と し て 文 部

科 学 省 に 申 請 の 上 、 設 置 さ れ た 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 に お け る 1 学 年 学 生 数 （ 1 4 5 名 ） に 対 し て 、 十 分 な 規 模

と 数 の 教 室 が 配 置 さ れ 、 更 に 参 加 型 学 習 の た め の 少 人 数 教 育 を

行 う こ と が で き る 教 室 が 用 意 さ れ て い る 。 少 人 数 教 育 の た め の

教 室 は 現 状 で は 広 さ 、 数 と も 十 分 と は 言 え な い が 演 習 、 実 習 の

た め の 施 設 は 十 分 に 整 っ て お り 、 学 生 実 習 か ら 最 先 端 研 究 に ま

で 対 応 す る こ と が 可 能 で あ る 。  

 
2 ． 現 在 設 置 し て い る R I 実 験 施 設 、 情 報 処 理 演 習 室 、 動 物 実 験

施 設 は 順 調 に 稼 働 し て お り 、 そ れ ぞ れ の 機 能 を 果 た し て 教 育 、

研 究 に お け る 需 要 を 満 た し て い る が 、 情 報 処 理 演 習 室 に 関 し て

は 4 年 次 に 行 わ れ る C B T 対 策 を 含 め 、薬 学 部 学 生 が 常 時 利 用 で

き る パ ソ コ ン 台 数 の 増 加 が 期 待 さ れ る 。  

 
3 .  動 物 実 験 施 設 に つ い て は 、 バ リ ア ー 区 域 お よ び オ ー プ ン 区

域 が 併 設 さ れ て お り 、 概 ね 実 習 や 卒 業 研 究 に 必 要 な 種 類 の 実 験

動 物 を 飼 育 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 動 物 実 験 施 設 の 使 用

に 関 し て は 、『 武 蔵 野 大 学 薬 学 部  動 物 実 験 施 設 利 用 の 手 引 き 』

を 遵 守 す る こ と が 徹 底 さ れ て い る 。  

 
4 .  本 学 ア イ ソ ト ー プ 施 設 は 安 全 を 第 1 に 運 営 さ れ て お り 、 毎

月 の 作 業 環 境 モ ニ タ リ ン グ 、 法 定 設 備 点 検 の 他 、 随 時 、 汚 染 検

- 131 - 
 



 

査 等 を 行 っ て お り 、 ま た 、 施 設 利 用 者 の 熟 練 度 も 非 常 に 高 い た

め 、 現 在 ま で の と こ ろ 、 全 く 事 故 は 起 こ っ て い な い 。  

 
5 .  各 薬 草 園 は 、 特 徴 を も っ た 植 栽 計 画 の も と 維 持 さ れ て お り 、

特 に 第 2 園 と 第 4 園 に つ い て は 、 薬 用 植 物 に 関 す る ラ ベ ル 表 示

を 充 実 さ せ て い る 。 同 校 地 内 に は 、 薬 学 部 以 外 の 学 部 も 設 置 さ

れ て お り 、 広 く 本 学 関 係 者 に 薬 草 に つ い て の 理 解 を 深 め て も ら

う よ う に 啓 発 的 活 動 を 展 開 し て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

参 加 型 学 習 の た め の 少 人 数 教 育 に 対 す る 教 室 に お い て は 広 さ 、

数 と も 拡 充 し て い く 必 要 性 が あ る と 考 え ら れ る 。  
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基 準 １ ０ － １ － ２  

実 務 実 習 事 前 学 習 を 円 滑 か つ 効 果 的 に 行 う た め の 施 設 ・ 設

備 が 適 切 に 整 備 さ れ て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 薬 学 部 の 実 務 実 習 事 前 学 習 で は 、 合 計 1 8 3 コ マ の 講 義 、

演 習 及 び 実 習 を 行 っ て い る 。 講 義 に 関 し て は 、 1 学 年 1 4 5 名 の

薬 学 生 を 収 容 可 能 な 1 6 6 m 2 （ 定 員 1 6 0 名 ） の 大 教 室 を 1 部 屋

使 用 し て い る 。 少 人 数 グ ル ー プ に よ る 討 論 （ S G D ） や 問 題 立 脚

型 学 習 （ P B L ） な ど の 演 習 は 、 中 教 室 （ 1 2 4 m 2 ） 2 部 屋 、 小 教

室 （ 7 9 m 2 ） 1 部 屋 及 び 実 習 室 （ 2 0 8 m 2 ） 1 部 屋 を 用 い て 実 施 し

て い る 。 最 も 重 要 な 実 習 に 関 し て は 、 2 0 名 収 容 可 能 な 模 擬 保 険

薬 局 実 習 室 （ 6 2 m 2 ）、 6 0 名 収 容 可 能 な 模 擬 病 院 薬 局 実 習 室

（ 2 1 0 m 2 ） 及 び 8 0 名 収 容 可 能 な 調 剤 実 習 室 （ 2 0 8 m 2 ） を 使 用

し て い る 。 模 擬 保 険 薬 局 実 習 室 内 に は 、 受 付 カ ウ ン タ ー 、 散 剤

台 2 台 、 水 剤 台 2 台 、 錠 剤 棚 4 台 、 外 用 棚 3 台 、 分 包 機 2 台 、

投 薬 テ ー ブ ル 3 台 、 薬 歴 棚 1 台 な ど が 配 置 さ れ て お り 、 実 際 の

薬 局 と 同 等 の 実 務 を 実 施 で き る よ う に な っ て い る 。 模 擬 病 院 薬

局 実 習 室 は 調 剤 室 、 無 菌 室 、 模 擬 病 棟 等 で 構 成 さ れ て お り 、 オ

ー ダ リ ン グ シ ス テ ム 端 末 6 台 、 散 剤 台 4 台 、 水 剤 台 4 台 、 錠 剤

棚 1 台 、注 射 剤 棚 1 台 、鑑 査 台 3 台 、分 包 機 3 台 、ベ ッ ド 2 台 、

ク リ ー ン ベ ン チ 2 台 及 び 安 全 キ ャ ビ ネ ッ ト 1 台 が 配 置 さ れ て い

る 。 一 般 病 院 の 薬 剤 部 に 備 わ る 設 備 を 有 し て お り 、 臨 場 感 の あ

る 実 習 を 実 施 し て い る 。 調 剤 実 習 室 に は 散 剤 台 4 0 台 と 水 剤 台

4 0 台 を 設 置 し 、 学 生 が 十 分 に 練 習 で き る 環 境 を 整 え て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

本 学 薬 学 部 は 、 S G D や P B L な ど の 演 習 を 行 う 教 室 や 、 十 分

な 規 模 の 模 擬 薬 局 及 び 調 剤 実 習 室 を 保 有 し て お り 、 1 学 年 1 4 5

名 の 薬 学 生 が 円 滑 か つ 効 果 的 に 実 務 実 習 事 前 学 習 を 実 施 で き る

施 設 と 設 備 を 備 え て い る と 判 断 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 １ ０ － １ － ３  

 

卒 業 研 究 を 円 滑 か つ 効 果 的 に 行 う た め の 施 設 ・ 設 備 が 適 切

に 整 備 さ れ て い る こ と 。  

［ 現 状 ］  

学 生 は 4 年 次 後 期 に 研 究 室 配 属 さ れ 、 5 年 次 か ら の 卒 業 研 究

は 各 研 究 室 に お い て 指 導 教 官 の も と で 行 う 。 従 っ て 、 卒 業 研 究

の た め の 施 設 、 設 備 は 各 研 究 室 の 専 門 実 験 室 及 び 薬 学 部 に お け

る 共 通 機 器 が 主 な 設 備 と な っ て い る 。  

研 究 室 は 1 7 研 究 室 が 存 在 し 、 各 研 究 室 が 7 ～ 8 名 の 配 属 学 生

を 受 け 入 れ る 体 制 に な っ て い る 。 配 属 学 生 は 専 門 実 験 室 に お い

て 卒 業 研 究 を 行 う 。 専 門 実 験 室 は 各 研 究 室 に 付 属 し て お り 、 各

専 門 実 験 室 が 1 0 8 m 2 の 広 さ か ら な る 。こ の 中 に 実 験 台 を は じ め

と し て 卒 業 研 究 に 必 要 な 一 般 実 験 機 器 が 備 え ら れ て い る 。 各 実

験 室 に 無 い 機 器 や 大 型 機 器 に 関 し て は 共 通 機 器 ス ペ ー ス が 存 在

し 、 薬 学 系 研 究 に 必 要 な 機 器 類 は ほ ぼ 設 置 さ れ て い る （ N M R ,

フ ロ ー サ イ ト メ ー タ ー 、 共 焦 点 レ ー ザ ー 顕 微 鏡 、 電 子 顕 微 鏡 、

T O F ／ M A S 、  H P L C 、 無 菌 室 、 培 養 室 な ど ）。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

汎 用 機 器 、 大 型 機 器 等 の 基 本 的 な 実 験 機 器 は 充 足 し て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

 特 に な し 。  
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基 準 １ ０ － １ － ４  

快 適 な 学 習 環 境 を 提 供 で き る 規 模 の 図 書 室 や 自 習 室 を 用 意

し ， 教 育 と 研 究 に 必 要 な 図 書 お よ び 学 習 資 料 の 質 と 数 が 整 備

さ れ て い る こ と 。  
 

【 観 点  １ ０ - １ - ４ - １ 】図 書 室 は 収 容 定 員 数 に 対 し て 適 切 な 規

模 で あ る こ と 。  

【 観 点  １ ０ - １ - ４ - ２ 】 常 に 最 新 の 図 書 お よ び 学 習 資 料 を 維 持

す る よ う 努 め て い る こ と 。  

【 観 点  １ ０ - １ - ４ - ３ 】 快 適 な 自 習 が 行 わ れ る た め 施 設 （ 情 報

処 理 端 末 を 備 え た 自 習 室 な ど ） が 適 切

に 整 備 さ れ ， 自 習 時 間 を 考 慮 し た 運 営

が 行 わ れ て い る こ と が 望 ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

図 書 館 は 、平 成 1 8 年 5 月 現 在 、蔵 書 数 2 9 4 , 7 5 1 冊 、そ の 他 、

金 倉 圓 照 文 庫 、 武 蔵 野 校 舎 に は 楠 正 弘 文 庫 、 な ど 本 学 の 建 学 の

精 神 及 び こ れ ま で 蓄 積 さ れ て き た 本 学 関 係 の 研 究 者 ゆ か り の 貴

重 な 蔵 書 を 有 し て い る 。  

教 育 研 究 活 動 に 資 す る 図 書 等 の 利 用 環 境 と し て 、 図 書 館 の 所

蔵 検 索 に は O P A C （ 武 蔵 野 大 学 図 書 館 所 蔵 情 報 ） シ ス テ ム を 導

入 し て い る 。ま た 、学 外 他 大 学 の 蔵 書 検 索 に は W e b  c a t  P l u s  （ 全

国 の 大 学 図 書 館 所 蔵 情 報 ）、 国 立 国 会 図 書 館 蔵 書 検 索 に は

N D L - O P A C を 活 用 し て い る 。  

学 生 へ の サ ー ビ ス は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 情 報 提 供 に 移 行

し て い る 。 そ の 他 、 図 書 館 利 用 案 内 の 発 行 （ 年 1 回 ）、 大 学 教

員 に よ る 指 定 図 書 コ ー ナ ー を 特 設 し 、 学 習 の き っ か け づ く り を

行 な っ て い る 。こ れ ら サ ー ビ ス は W e b に よ る 情 報 提 供 に 移 行 し

つ つ あ る 。  

 特 に 薬 学 部 向 け に は W e b  o f  S c i e n c e な ど 、 オ ン ラ イ ン デ ー タ

ベ ー ス や オ ン ラ イ ン ジ ャ ー ナ ル を 充 実 さ せ て お り 、 教 育 ・ 研 究

に 対 す る W e b 環 境 は 整 っ て い る 。 ま た 、 薬 学 部 は 本 学 に お い て

新 設 学 部 で あ る た め 、 新 し い 版 の 教 科 書 、 参 考 書 類 を 充 実 さ せ

て い る 。  

図 書 館 の 施 設 規 模 及 び 蔵 書 数 等 は 「 武 蔵 野 大 学 自 己 評 価  資

料 編  資 料 5 5  図 書 、 資 料 の 所 蔵 数 」、 利 用 状 況 等 は 「 資 料 編  資

料 5 6  学 生 閲 覧 室 等 」 に 示 す 。  
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［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 新 設 学 部 の た め 、 特 に 古 い 研 究 雑 誌 類 が 不 足 し て い る も の

の 、 こ れ ら の 参 考 文 献 は 大 学 間 文 献 複 写 サ ー ビ ス に よ っ て 入 手

が 可 能 な こ と 、 ま た 多 く の 雑 誌 は オ ン ラ イ ン ジ ャ ー ナ ル で も 閲

覧 が 可 能 な こ と か ら 、 教 育 研 究 に 対 す る 不 自 由 感 は な い 状 態 で

あ る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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『 外 部 対 応 』  

１ １  社 会 と の 連 携   

基 準 １ １ － １  

 

医 療 機 関 ・ 薬 局 等 と の 連 携 の 下 ， 医 療 及 び 薬 学 の 発 展 に 貢 献

す る よ う 努 め て い る こ と 。  

 【 観 点  １ １ - １ - １ 】  地 域 の 薬 剤 師 会 ， 病 院 薬 剤 師 会 ， 医 師

会 な ど の 関 係 団 体 及 び 行 政 機 関 と の 連

携 を 図 り ， 医 療 や 薬 剤 師 等 に 関 す る 課

題 を 明 確 に し ， 薬 学 教 育 の 発 展 に 向 け

た 提 言 ・ 行 動 に 努 め て い る こ と 。  

 【 観 点  １ １ - １ - ２ 】  医 療 界 や 産 業 界 と の 共 同 研 究 の 推 進 に

努 め て い る こ と 。  

 【 観 点  １ １ - １ - ３ 】  医 療 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク へ 積 極 的 に 参 加

し ， 協 力 し て い る こ と が 望 ま し い 。  

 

［ 現 状 ］  

本 学 は 、 社 団 法 人 東 京 都 薬 剤 師 会 薬 学 生 実 務 実 習 受 入 施 設 整

備 事 業 特 別 委 員 会 に 臨 床 系 教 員 を 委 員 会 メ ン バ ー と し て 派 遣 し 、

地 域 の 薬 剤 師 会 と の 連 携 体 制 を 整 え て い る 。 本 学 教 員 は 、 こ の

委 員 会 に お い て 実 務 実 習 が 円 滑 に 実 施 で き る よ う 提 言 を 行 う な

ど 、 薬 学 教 育 の 発 展 に 努 め て い る 。 例 え ば 、 実 務 実 習 の 課 題 と

し て 挙 げ ら れ て い る セ ク シ ャ ル ハ ラ ス メ ン ト や ア カ デ ミ ッ ク ハ

ラ ス メ ン ト 等 に 対 し て 、 ハ ラ ス メ ン ト 防 止 パ ン フ レ ッ ト の 作 成

に 積 極 的 に 関 与 し た 。 ま た 、 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ

た 実 務 実 習 の 実 施 に 必 要 な 認 定 実 務 実 習 指 導 薬 剤 師 の 人 数 が

不 足 し て い る こ と が 地 域 の 薬 剤 師 会 に お い て 問 題 と な っ て い

る こ と か ら 、 本 学 教 員 2 名 が 延 べ 6 回 に わ た り 認 定 実 務 実 習

指 導 薬 剤 師 養 成 ワ ー ク シ ョ ッ プ の タ ス ク フ ォ ー ス と し て 協 力

し 、 指 導 薬 剤 師 の 養 成 に 貢 献 し た 。  
と こ ろ で 、 医 療 人 と し て の 薬 剤 師 に 求 め ら れ る の は 、 日 々

進 歩 す る 薬 学 分 野 の 最 新 医 薬 品 情 報 を 医 師 等 の 医 療 ス タ ッ フ

へ 提 供 す る こ と 、 医 療 チ ー ム の 一 員 と し て 最 新 の 薬 物 療 法 を

推 進 す る こ と な ど が 挙 げ ら れ る 。 本 学 で は 、 最 新 の 研 究 成 果

を 薬 学 教 育 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る た め に 、 産 学 官 共 同 研 究 の

「 薬 学 研 究 所 」 を 開 設 し 、 産 業 界 と の 共 同 研 究 を 推 進 し て 医

学 及 び 薬 学 の 発 展 に 貢 献 し て い る 。  
ま た 、 本 学 は 医 療 機 関 と の 共 同 研 究 も 推 進 し て い る 。 喘 息

ガ イ ド ラ イ ン 普 及 に 向 け た ア ン ケ ー ト 調 査 を 地 区 薬 剤 師 会 と
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共 同 で 行 い 、 喘 息 治 療 に 薬 剤 師 が 積 極 的 に 関 わ る こ と に よ り

患 者 の 苦 痛 が 軽 減 さ れ る 可 能 性 が あ る こ と を 示 し て い る 。  
さ ら に 、 本 学 教 員 が テ レ ビ 番 組 や ラ ジ オ 番 組 に 出 演 し 、 薬 学

研 究 所 の 研 究 成 果 を 医 療 情 報 と し て 社 会 へ 発 信 し て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 教 員 は 、 地 域 の 薬 剤 師 会 と 連 携 し て 実 務 実 習 の 課 題 に

対 し て 提 言 を 行 い 、 さ ら に 指 導 薬 剤 師 養 成 に 協 力 す る な ど 、 薬

学 教 育 の 発 展 に 貢 献 し て い る 。  

 
2 ． 本 学 は 、 産 業 界 や 医 療 機 関 と の 共 同 研 究 を 推 進 し 、 医 学 及

び 薬 学 の 発 展 に 貢 献 し て い る 。  

 
3 ． 本 学 薬 学 研 究 所 の 研 究 成 果 を 医 療 情 報 と し て 社 会 へ 発 信 す

る な ど 、 医 療 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク へ 積 極 的 に 参 加 し て い る 。  

 

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 １ １ － ２  

薬 剤 師 の 卒 後 研 修 や 生 涯 教 育 な ど の 資 質 向 上 の た め の 取 組

に 努 め て い る こ と 。  

 
 【 観 点  １ １ - ２ - １ 】  地 域 の 薬 剤 師 会 ， 病 院 薬 剤 師 会 な ど の

関 係 団 体 と の 連 携 ・ 協 力 を 図 り ， 薬 剤

師 の 資 質 向 上 を 図 る た め の 教 育 プ ロ グ

ラ ム の 開 発 ・ 提 供 及 び 実 施 の た め の 環

境 整 備 に 努 め て い る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  

本 学 で は 、 社 団 法 人 東 京 都 薬 剤 師 会 生 涯 学 習 特 別 委 員 会 に 臨

床 系 教 員 を 委 員 と し て 派 遣 し 、 地 域 の 薬 剤 師 会 と 連 携 を と り な

が ら 薬 剤 師 の 資 質 向 上 の た め の 取 り 組 み を 行 っ て い る 。例 え ば 、

本 学 教 員 は 生 涯 教 育 プ ロ グ ラ ム 開 発 の 一 環 と し て E - L a e r n i n g

シ ス テ ム の 試 用 に 関 す る 提 言 を 委 員 会 に お い て 行 い 、 そ の 実 施

に も 積 極 的 に 協 力 し て い る 。 ま た 認 定 制 度 に 関 す る 項 目 に お い

て も 本 学 教 員 は 提 案 し 、 薬 剤 師 の 資 質 向 上 を 目 指 し た 卒 後 研 修

の 実 施 に 向 け て 環 境 整 備 を 行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

本 学 教 員 は 、 地 域 の 薬 剤 師 会 と 連 携 し な が ら 生 涯 教 育 プ ロ グ

ラ ム の 開 発 や 卒 後 研 修 の 環 境 整 備 に 協 力 し 、 薬 剤 師 の 資 質 向 上

を 推 進 す る よ う 努 め て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 １ １ － ３  

地 域 社 会 の 保 健 衛 生 の 保 持 ・ 向 上 を 目 指 し ， 地 域 社 会 と の 交

流 を 活 発 に 行 う 体 制 の 整 備 に 努 め て い る こ と 。  

 
 【 観 点  １ １ - ３ - １ 】  地 域 住 民 に 対 す る 公 開 講 座 を 定 期 的 に

開 催 す る よ う 努 め て い る こ と 。  

 【 観 点  １ １ - ３ - ２ 】  地 域 に お け る 保 健 衛 生 の 保 持 ・ 向 上 に

つ な が る 支 援 活 動 な ど を 積 極 的 に 行 っ

て い る こ と が 望 ま し い 。  

 【 観 点  １ １ - ３ - ３ 】  災 害 時 に お け る 支 援 活 動 体 制 が 整 備 さ

れ て い る こ と が 望 ま し い 。  

 

［ 現 状 ］  

本 学 で は 、 地 域 住 民 に 公 開 し て い る 「 生 涯 学 習 講 座 」 を 定 期

的 に 開 催 し て い る が 、 そ の な か で 保 健 衛 生 に 関 す る も の は 5 名

の 薬 学 部 教 員 に よ り 1 1 講 座 （ 全 4 8 回 ） 実 施 さ れ て い る （ 表

1 1 - 3 - 1 ）。 こ れ ら の 生 涯 学 習 講 座 は 、 病 気 と 治 療 薬 、 漢 方 薬 や 健

康 食 品 の 使 い 方 、 医 師 や 薬 剤 師 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 取 り

方 等 に つ い て 地 域 住 民 の 理 解 を 深 め る 内 容 と な っ て お り 、 地 域

社 会 の 保 健 衛 生 の 保 持 ・ 向 上 に つ な が る 活 動 と な っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 は 地 域 住 民 に 対 し て 保 健 衛 生 に 関 す る 「 生 涯 学 習 講 座 」

を 1 1 講 座 （ 全 4 8 回 ） 開 講 し て お り 、 地 域 社 会 の 保 健 衛 生 の 保

持 ・ 向 上 を 目 指 し た 交 流 を 活 発 に 行 っ て い る 。  

 
2 ． 災 害 時 に お け る 地 域 社 会 に 対 す る 支 援 活 動 体 制 は 、 十 分 に

は 整 備 さ れ て い な い 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

地 域 社 会 に 対 す る 災 害 時 支 援 活 動 体 制 と し て 、飲 料 水 、食 料 、

医 薬 品 等 の 防 災 用 品 の 備 蓄 量 を 増 や す 必 要 が あ る 。 ま た 、 医 師

や 薬 剤 師 の 資 格 を 持 つ 教 員 の 協 力 体 制 を 整 え る 必 要 が あ る 。  
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表 1 1 - 3 - 1   平 成 2 1 年 度 生 涯 学 習 講 座 （ 保 健 衛 生 関 連 ）  
講座名 内容 回数

脳科学入門⑤
－脳の病気とくすり－

脳のしくみを解き明かす脳科学の発展は、脳の病気への治療を可能にしました。代表的な脳の病気と診
断、治療薬についてお教えします。病気を理解することは、脳の正常な働きを知ることにもつながります。

全4回

薬と上手につきあおう③
－知って納得！聞いて安心！
－

薬の副作用について必要以上に不安に思うのではなく、正しく理解することによって冷静に心構えと対処
することが大切です。便秘、胃潰瘍、高脂血症、喘息などの治療薬、消毒薬について、臨床薬学的に一
歩踏み込んで解説します。

全3回

健康食品Q&A
氾濫する健康食品、サプリメントと称する様々な商品について、正しく理解し、上手に利用できるよう薬剤
師の立場から”正しく、わかりやすく”を信条にわかりやすく解説します。気になる商品の質問も受け付け
ます。

全4回

役に立つ漢方の知識
古代中国から日本に伝えられ、医師により工夫されて独自の発展・定着した漢方薬の適応と不適応や理
論と独特な診断方法をやさしく解説し、症候・疾患別の処方をお話します。

全4回

健康で長生きするための医師と
薬剤師の使い方
－己を知り敵（病気）を知る－

「健康寿命」とは寝たきりや認知症にならず、健康に過ごす時間のこと。「健康寿命」を延ばすためには、
己＝生物としての人間を知り、敵＝病気がなぜ起こるのかを知らねばなりません。具体的事例でお話を
進めます。

全7回

脳科学入門⑥
－視覚の不思議－

「脳について知りたい」という皆さんの声に応えて脳科学入門講座を開いてきましたが、途中から受講さ
れた方から以前の講座をもう一度開いてほしいというリクエストがありましたので、お応えします。今回

は平成19 年2 月に開講した「視覚の不思議」の再演です。あなたが見ている世界は現実でしょうか。答え
はＮＯです。あなたが目の前にあると思っている物は、あなたの脳が作り出した「虚像」です。様々な錯
覚トリックの実験などを行いながら、私たちの脳が創り出す視覚世界の謎にせまってみたいと思います。

全3回

薬が効く仕組みを知ろう④
－心臓血管系の病気と薬－

「医薬品についてもっと知りたい」という皆さんの声に応えて、薬が効く仕組みについての入門講座を開
いてきましたが、途中から受講された方から以前の講座をもう一度開いてほしいというリクエストがあり
ましたので、お応えします。今回は平成19 年7月に開講した「心臓血管系の病気と薬」の再演です。私た

ちの生命を支える心臓や血管のつくりと働きを理解しながら、病気の原因・診断・予防・治療法について
できるだけ詳しくかつ分かりやすくお教えします。

全4回

薬と上手につきあおう④
－知って納得！聞いて安心！
－

薬の副作用について必要以上に不安に思うのではなく、正しく理解することによって冷静に心構え、対処
することが大切です。今回は、睡眠薬、胃薬、抗生物質、高脂血症や喘息の治療薬について（予定）、臨
床薬学的に一歩踏み込んで副作用やその対処方法を解説します。そして「副作用に対する考え方・上手
な付き合い方」を学んでいきましょう。（＊講座開講前にとりあげてほしい話題や質問等をお寄せくださ
い）

全4回

健康食品Q&A　その2

現在、健康食品、サプリメントと称する様々な商品が氾濫しています。正しく理解し、上手に利用できるよ
う、ビタミン・ミネラルをはじめとする栄養素から、最近良く耳にするものまで、薬剤師の立場から“正しく、
わかりやすく”を信条に解説していきます。また、気になるものがありましたら気軽に質問してください。調
べる時間を頂くこともありますが、科学的根拠に基づいて、お答えしていきたいと思います。

全3回

漢方の基礎と応用

漢方医学は、古代中国の医学がわが国に伝えられて様々な医師達により工夫され、日本独自の発展を
遂げて定着したものです。本講座では、先ず、漢方医学の基礎知識として“漢方のあゆみ”、“漢方薬が
適応する疾患”、“漢方医学の理論と独特な診断方法”などの概略をお話し、次いで応用編として、実際
に具合が悪くなった場合に、症状や疾患別にどのような漢方薬を選択したらよいかを分かりやすく解説い
たします。

全4回

健康で長生きするための医師と
薬剤師の使い方
－賢い患者になる！－その2

「健康寿命」をご存知ですか？寝たきりにならず健康で過ごせる時間のことです。健康寿命を延ばすため
には、心と体のメンテナンスも必要です。このメンテナンスは、早く始めるほど効果があります。このメンテ
ナンスのため、つまり、健康で長生きするための、医師と薬剤師の使い方などをお教えします。医師も薬
剤師も賢いあなたに「使われる」のを待っています。健康寿命を延ばして、より人生を楽しみましょう！各
回具体例を示し、ご質問及びご相談を受け付けます。

全8回
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基 準 １ １ － ４  

国 際 社 会 に お け る 保 健 衛 生 の 保 持 ・ 向 上 の 重 要 性 を 視 野 に 入

れ た 国 際 交 流 に 努 め て い る こ と 。  

 
【 観 点  １ １ - ４ - １ 】 英 文 に よ る ホ ー ム ペ ー ジ な ど を 開 設

し ，世 界 へ の 情 報 の 発 信 と 収 集 が 積 極

的 に 行 わ れ る よ う 努 め て い る こ と 。  

【 観 点  １ １ - ４ - ２ 】 大 学 間 協 定 な ど の 措 置 を 積 極 的 に 講

じ ，国 際 交 流 の 活 性 化 の た め の 活 動 が

行 わ れ て い る こ と が 望 ま し い 。  

【 観 点  １ １ - ４ - ３ 】 留 学 生 の 受 入 や 教 職 員 ・ 学 生 の 海 外

研 修 等 を 行 う 体 制 が 整 備 さ れ て い る

こ と が 望 ま し い 。  

 

［ 現 状 ］  

 本 学 薬 学 部 で は 各 研 究 室 に お け る 研 究 業 績 を 英 文 国 際 誌 に 発

表 し 、 国 際 社 会 に 対 す る 保 健 衛 生 の た め の 研 究 成 果 を 還 元 す る

よ う に 努 め て お り 、 同 時 に 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ は 日 本 語 、 英 語 の

両 方 で 閲 覧 で き る よ う 設 定 さ れ て い る 。 ホ ー ム ペ ー ジ を 通 し て

世 界 各 国 か ら ア ク セ ス で き る よ う に な っ て い る 。  

ま た 、 表 1 1 - 4 - 1 で 示 す 海 外 提 携 校 と は 単 位 互 換 制 度 を 設 け て

お り 、 大 学 間 国 際 交 流 に 努 め て お り 、 単 位 は 、 原 則 と し て 本 学

の 正 規 科 目 と し て 認 定 可 能 な 科 目 を 1 2 単 位 以 上 3 0 単 位 ま で 取

得 可 能 で あ る 。  

 
表 1 1 - 4 - 1  海 外 提 携 校 と の 単 位 互 換 制 度  

国 名  学 校 名  提 携 年  派 遣 期 間  単 位 互 換

カ ナ ダ  ビ ク ト リ ア 大 学  平 成 1 3 年  1 年  有  

ア メ リ カ  ミ ル ズ 大 学  平 成 9 年  1 年  有  

韓 国  培 材 大 学 校  平 成 1 0 年  1 年  有  

中 国  天 津 外 国 語 学 院  平 成 1 2 年  1 年  有  

中 国  大 連 外 国 語 学 院  平 成 1 4 年  1 年  有  

台 湾  大 仁 技 術 学 院  平 成 1 5 年  1 年  有  

 
 本 学 で は も と も と 全 学 的 に 留 学 生 を 約 1 5 0 名 受 け 入 れ て お り 、

留 学 生 制 度 は 整 っ て い る が 、 更 な る 留 学 生 支 援 の た め に 、 従 前

の 国 際 交 流 セ ン タ ー を 発 展 的 に 組 織 変 更 し 、 事 務 局 に 「 学 生 支

援 部 国 際 交 流 課 」 を 設 置 、 更 に 教 員 に よ っ て 構 成 さ れ た 「 国 際

交 流 委 員 会 」 を 設 け て い る 。 国 際 交 流 課 は 次 の よ う な 業 務 を 行
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う 。 ( 1 ) 外 国 人 留 学 生 に 対 す る 指 導 助 言 に 関 す る こ と 。 ( 2 ) 外 国

人 留 学 生 援 助 に 関 す る こ と 。( 3 ) 外 国 の 大 学 等 と の 交 流 に 関 す る

こ と 並 び に そ れ に 基 づ く 教 職 員 及 び 学 生 の 交 換 、 招 聘 及 び 派 遣

等 に 関 す る こ と 、 な ど で あ る 。 更 に 職 員 の 海 外 研 修 に 関 し て は

さ ま ざ ま な サ バ テ ィ カ ル 制 度 を 設 け て お り 、 例 え ば 5 年 以 上 勤

務 し た 講 師 以 上 の 専 任 教 員 は 3 カ 月 か ら 1 年 間 の 海 外 留 学 資 格

が 与 え ら れ 、国 際 的 な 研 鑽 を 積 む た め の 制 度 が 整 備 さ れ て い る 。 

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 .  本 学 の ホ ー ム ペ ー ジ は 英 語・日 本 語 の 二 カ 国 語 に よ っ て 閲 覧

が 可 能 で あ り 、 世 界 へ の 発 信 が 積 極 的 に 行 わ れ て い る 。  

 
2 .  ア メ リ カ 、カ ナ ダ 及 び ア ジ ア 諸 国 と 積 極 的 な 単 位 互 換 制 度 を

結 び 活 発 な 国 際 交 流 が 行 わ れ て い る 。  

 
3 .  全 学 を 挙 げ た き め 細 や か な 留 学 生 受 け 入 れ 態 勢 を 持 ち 、又 積

極 的 な 教 員 の 研 修 制 度 が 確 立 さ れ て い る と 評 価 さ れ る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

 特 に な し 。  
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『 点  検 』  

 

１ ２  自 己 点 検 ・ 自 己 評 価   

基 準 １ ２ － １  

上 記 の 諸 評 価 基 準 項 目 に 対 し て 自 ら 点 検 ・ 評 価 し ， そ の 結

果 を 公 表 す る と と も に ， 教 育 ・ 研 究 活 動 の 改 善 等 に 活 用 し て

い る こ と 。  

 
【 観 点  １ ２ - １ - １ 】 自 己 点 検 及 び 評 価 を 行 う に 当 た っ て ，

そ の 趣 旨 に 則 し た 適 切 な 項 目 が 設 定

さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  １ ２ - １ - ２ 】 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行 う 組 織 が 設 置 さ

れ て い る こ と 。  

【 観 点  １ ２ - １ - ３ 】 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行 う 組 織 に は ， 外

部 委 員 が 含 ま れ て い る こ と が 望 ま し

い 。  

 

［ 現 状 ］  

上 記 の 諸 評 価 基 準 の 項 目 の う ち 、 薬 学 教 育 に 関 す る 評 価 基 準

の 項 目 （ 理 念 と 目 標 、 医 療 人 教 育 の 基 本 的 内 容 、 薬 学 教 育 カ リ

キ ュ ラ ム 、 実 務 実 習 、 問 題 解 決 能 力 の 醸 成 の た め の 教 育 な ど の

項 目 ） に つ い て は 、 今 回 の 「 自 己 評 価 2 1 」 の 自 己 点 検 評 価 が 初

め て で あ り 、 各 項 目 に つ い て 上 記 の よ う に 自 己 点 検 評 価 を 行 っ

た 。  

そ れ 以 外 の 項 目 （ 学 生 の 受 入 、 成 績 評 価 ・ 修 了 認 定 、 学 生 の

支 援 、 教 員 組 織 ・ 職 員 組 織 、 施 設 ・ 設 備 ） に つ い て は 、 武 蔵 野

大 学 が 既 に 行 っ て き た 自 己 点 検 評 価 の 評 価 基 準 の 項 目 に 含 ま れ

て い る 。 こ れ ら の 項 目 に つ い て は 、 武 蔵 野 大 学 と し て 自 己 点 検

評 価 を 行 っ て お り 、 平 成 1 8 年 度 に 自 己 点 検 評 価 報 告 書 を 公 表

し た 。 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ で も 報 告 書 を 公 開 し 、 教 育 研 究 活 動

の 改 善 な ど に 活 用 し て い る 。 今 回 の 「 自 己 評 価 2 1 」 は 薬 学 部 に

関 す る 自 己 点 検 評 価 で あ る た め 、諸 評 価 基 準 の 項 目 に つ い て は 、

あ ら た め て 薬 学 部 に 焦 点 を あ て て 点 検 評 価 を 行 っ た 。  

薬 学 部 の 自 己 点 検 · 評 価 は 、 図 の よ う な 実 施 体 制 を と っ た （ 図

a 、 自 己 点 検 · 評 価 委 員 会 · 薬 学 部 小 委 員 会 、 実 施 体 制 - 「 自 己 評

価 2 1 」 - ）。 実 施 本 部 の 本 部 長 は 今 井 一 洋 薬 学 部 長 が 担 当 し 、 副

本 部 長 は 高 村 則 夫 学 科 長 が 担 当 し た 。 実 施 本 部 の 下 に 自 己 点 検

評 価 委 員 会 を 設 置 し た が 、 委 員 は 薬 学 部 の 全 教 授 と 准 教 授 （ 臨

床 薬 学 セ ン タ ー ） 1 名 、 さ ら に 、 事 務 係 部 署 の 部 長 で 構 成 さ れ

て い る 。 ま た 、「 自 己 評 価 2 1 」 の 報 告 書 作 成 の た め の 報 告 書 作
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成 委 員 会 を 設 置 し 、 薬 学 部 教 授 5 名 と 事 務 局 の 責 任 者 が 関 係 部

署 と の 調 整 を 行 い 、 自 己 点 検 · 評 価 、 及 び 、「 自 己 評 価 2 1 」 の 報

告 書 作 成 を 行 っ た 。  

現 時 点 で は 、 こ れ ら の 自 己 点 検 ・ 評 価 を 行 う 組 織 に は 外 部 委

員 が 含 ま れ て い な い 。  

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 今 回 の 「 自 己 評 価 2 1 」 の 報 告 書 作 成 に 当 た り 、 適 切 な 自 己

点 検 評 価 を 行 い 、 そ の 結 果 を 公 表 す る と と も に 、 教 育 ・ 研 究 活

動 改 善 等 に 活 用 し て い る 。  

 

2 ． 実 施 体 制 の 組 織 は 、 適 切 に 設 置 さ れ 、 機 能 し て い る と 考 え

る 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

今 回 の 自 己 点 検 ･ 評 価 は 、 薬 学 部 と し て は 初 め て で あ る の で 、

外 部 委 員 を メ ン バ ー に 加 え る と こ ろ ま で に は 至 ら な か っ た 。 今

後 の 改 善 計 画 と し た い と 考 え る 。  
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